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序論  
 
 本論文は、日清戦争期（明治 27［ 1894］年 -28［ 1895］年）において、日本
国民がどのような戦争イメージを享受していたのか明らかにすべく、当時の
印刷媒体で制作された戦争図像に焦点を当て考察したものである。  
江戸期の日本において、主な印刷媒体は木版画であった。とりわけ多色摺
木版で制作された錦絵は、庶民にとって娯楽という側面だけでなく、教育、
啓蒙など、幅広い用途によって彼らの生活を支えていた。明治に入ると、西
洋より様々な印刷物や印刷術がもたらされたほか、活版術の導入により、挿
絵入りの活字印刷物が大量生産され、結果として新聞や雑誌が広く浸透する
こととなる。一方で、錦絵はその人気に陰りが出てくるようになる。それを
阻止すべく、錦絵の出版社である版元や、下絵を描いていた絵師らが新たな
取り組みをおこなっていく。その工夫のひとつとして、より報道的な話題を
図像化し、即時に売り出す手法をおこなう。つまり、ニュースメディアとし
ての役割を得ようと画策したのである。  
このように、明治期は、伝統的な印刷術と西洋の新たな印刷術とが混在し、
様々な試みによって多種多様な印刷物が刊行された時期でもあった。また、
描かれた内容についても、新時代の様相を示す図像が制作される。  
 この印刷媒体の転換期に、日清戦争が勃発する。日清戦争とは、明治 27
（ 1894）年において、朝鮮の支配をめぐり、日本と清国との対立を契機とし
た戦争である。この戦争において、政府は戦地における民間人の戦況取材を
許可し、数多くの記者や画家、写真師らが派遣された。彼らが取材した戦況
は、いち早く新聞や雑誌に掲載され、人々の目にふれた。また、従軍絵師た
ちが描いた挿絵は、文字情報としてだけでなく、視覚情報としても戦争に関
する情報を人々に届け、わかりやすく戦地での様子を伝えた。さらに、錦絵
もまた日清戦争を描き出し、数多くの日清戦争錦絵が発行される。錦絵を描
いた絵師たちは、従軍画家とは異なり、戦地を実見していない。しかし、彼
らが描きだした戦争イメージは、世代問わず、国民を熱狂させた。  
 このような印刷媒体によって表現された戦争図像は、当時の国民のもつ日
清戦争認識を知るうえで重要な資料であるといえる。また、近代戦争におけ
る戦争表象研究という側面においても、無視することはできないものである
といえる。しかし、「戦争」という題材を扱っている点や、印刷媒体という性
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質から、これまで日本美術史研究において取り上げられることはほとんどな
かった。  
 そこで本論文では、日清戦争期、各印刷物に描かれた戦争図像が、国民の
日清戦争観にどのような影響を与えたのかについて明らかにする。具体的に
は、各印刷媒体によって制作された、日清戦争を画題とする図像について、
媒体ごとの描写表現や採用したモティーフの差異を調査し、どのような表現
をもって「日清戦争」という近代戦争が、国民に伝えられたのかについて考
察を試みる。  
 まず、第一章では、日清戦争錦絵をみていく。 300 点ほど発行されたとさ
れる日清戦争錦絵には、有名無名問わず、数多くの絵師たちが制作に携わっ
た。本章では、この錦絵について、画中のモティーフや発行年月などの情報
から、描かれた作戦や戦地を特定し、それらを時期ごとに３つに分類する。
そして、それぞれの描写表現の特徴について考察をおこなう。  
まず、第一節では、宣戦布告前の戦闘を描いた錦絵を取り上げる。具体的
には、明治 27（ 1894）年 7 月から 8 月に発行された錦絵であり、成歓および
牙山の陸戦と、豊島沖海戦に取材した錦絵をみていく。数多く日清戦争錦絵
が絵草子屋に並んだ時期であり、人々が錦絵を購入すべく、店頭に殺到した
という様子が新聞で報じられている。次に、第二節では、平壌占領戦から鴨
緑江作戦を題材とした錦絵をみる。この錦絵は、明治 27 年 8 月から 10 月頃
までに発行されており、宣戦布告前の錦絵ほど発行数は多くないが、日本軍
の美談が数多く誕生した時期であり、それを題材とし、様々な形で活躍した
日本兵らの雄姿が錦絵に描かれた。そして、第三節では、鴨緑江作戦以降、
日清平和条約締結までに起こった戦闘に取材した錦絵を取り上げる。発行時
期は、明治 27 年 10 月から翌年の明治 28 年 3 月までであり、発行された種
類も減少している。しかし、戦闘図のほかに、日本兵の戦地における平時の
姿などを題材とした錦絵が見られ、モティーフのバリエーションが広がって
いる時期でもある。  
そして、第四節では、当時の日清戦争錦絵に関わる新聞記事や回顧録など
を確認し、各節での考察を踏まえ、錦絵の描写の変化について、その要因を
考察する。  
 第二章では、第一章でとりあげた日清戦争錦絵について、より多角的に作
品の特徴を掴むべく、これまで筆者が調査してきた錦絵について、描いた絵
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師の特徴も考慮に入れつつ錦絵をみていく。錦絵を、題材となった作戦や戦
地ごとに分類し、それぞれ分析をおこないその所見を述べる。  
第三章では、日清戦争錦絵を制作した絵師のひとりである、小林清親に注
目し、その作品の特異性について論じる。光と影の描写に重きを置き、「光線
画」とよばれる独自の明暗表現を打ち出した清親は、この時期、他の絵師の
群を抜き、最も多くの戦争錦絵を制作している。とりわけ、戦況を描いた錦
絵は、他の絵師の錦絵と比較すると、高い評価が下されている 1。確かに、他
の絵師の錦絵と比較すると、誇張表現や派手な描写といった従来の表現でな
く、新たな表現描写をもって、戦況を表現しようとしている様が錦絵に見て
取れる。清親が描いた戦争錦絵は、日清戦争錦絵における描写表現の変化を
考察するうえで重要な作品であるといえる。そのため、まず第一節で清親の
画業を確認し、日清戦争期までのどのような作品を制作していたのかについ
て述べる。次に、第二節では、日清戦争期に描いた錦絵について、光と影の
表現に注目し、その描写の特性について明らかにする。また、第三節では、
同じように日清戦争錦絵を描いた他の絵師の作品と比較し、その特異性を浮
き彫りにし、第四節において、これまでの分析をもとに、清親の日清戦争錦
絵の表現の源流について探るとともに、日清戦争期における表現の広がりに
ついてもあわせて考察する。  
第四章では、新聞挿絵において表現された戦争図像についてみていく。こ
こでは、『時事新報』に長期にわたり挿絵を掲載していた、久保田米僊、米斎、
金僊親子の挿絵を取り上げる。まず、第一節では、久保田親子の画業および、
日清戦争期における従軍活動について確認する。軍部によって戦地での報道
が許可された新聞社は、自社の記者だけでなく、画工や写真師も派遣し、共
に戦地での取材に当たらせた。この、画工として従軍した者の半数以上は洋
画家であった。その中で、数少ない日本画家の画工として、久保田米僊と、
その息子である米斎、金僊が戦地にて取材に当たっていた。彼らは、『時事新
報』に雇われ、部隊とともに、 1 年ほど朝鮮と清国の戦地に派遣された。こ
の時期、どういった経路で戦地を進み、取材していたのかについて述べる。
次に、第二節では、久保田親子が実際に『時事新報』で連載していた挿絵を
みていく。彼らが描いた挿絵には、戦闘を描いたものは少なく、兵士たちの
                                                   
1 浅野秀剛、山口桂三郎『原色  浮世絵大百科事典  第 9 巻』大修館書店、 1981 年、
100 頁  
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暮らしぶりや大陸の珍しい風物などが多く描かれていたという。従軍記者に
よるスケッチは、戦闘描写だけでなく、戦場となった朝鮮や清国の風景や風
俗、日本兵の現地での生活ぶりが描きだされており、読者にその姿を伝えて
いた。本節では、職業画家が描いた挿絵を中心に、報道という側面かつ文字
情報の補足として描かれた図像が、どのような表現をもって描かれていたの
かについて明らかにする。  
 第三節では、第二節でみてきた挿絵について、なぜ、戦地の風景や、人々
の生活風俗を多く描いていたのかについて、当時の世相を記した手記などに
記された証言と照らし合わせながら、考察を試みる。  
第五章では、日清戦争において活動をおこなっていた写真師の足跡と、彼
らが撮影した写真を取り上げる。具体的には、大本営写真班に所属していた
写真師と、みずから写真師として従軍を志願した亀井玆明、そして、『時事新
報』に雇われ記者や画家とともに戦地に派遣されていた写真師・浅井魁一を
取り上げる。  
まず、第一節では、大本営写真班の活動と写真を見ていく。大本営写真班
は、作戦資料や兵用地誌を作成するための写真の撮影を目的に結成された部
隊であり、外邦図を制作していた陸軍参謀本部陸地測量部の部員を中心に構
成されている。主に、明治 27 年 10 月 2 日から、翌年 5 月まで戦地で活動を
行っていた。陸軍部隊のひとつであり、彼らは作戦遂行を第一に、活動をお
こなっていた写真師の集団である。本節では、彼らの写真を見ていくととも
に、軍事資料作成のためにどのような場面や構図で撮影されていたのかを明
らかにする。また、写真師たちはどのような意識をもって、この活動を行っ
ていたのかについて、のちに彼らが答えたインタビュー記事などを参照しつ
つ、彼らの写真から考察をおこなう。  
次に、第二節では、亀井玆明の従軍時の足取りと、そこで写された写真に
ついてみていく。茲明は、旧津和野藩主であった亀井家の家督を継いた者で
あり、日清戦争が勃発すると、軍部に従軍志願書を提出し、明治 27 年 9 月
25 日に、大本営写真班と同じ第二軍第一師団司令部に従軍した。翌年、一時
帰国するも、再び戦地に赴き、明治 28 年 5 月 28 日の講和成立とともに帰国
する。帰国後、撮影した写真の中から 300 枚ほど選び、『明治二十七八年戦役
写真帖』と題した写真帖を作成し、皇室に献上する。その後、体調を崩し、
36 歳でその生涯を閉じる。死後、『明治二十七八年戦役写真帖』は、海外向
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けに出版されている。軍部の関係者や記者ではなく、個人で従軍し、撮影し
た茲明の写真にはどのような特徴があり、玆明の戦争への意識がどのような
形で反映されたのかについて、明らかにする。  
そして、第三節では、『時事新報』の戦況画報隊として従軍した、浅井魁一
について述べる。この戦況画報隊には、魁一の従兄弟であり、洋画家の浅井
忠もまた、従軍画家として参加していた。このとき、画報隊として、 3 名の
画家や写真師が派遣されており、挿絵制作を浅井忠と安西直蔵、写真撮影を
浅井魁一が担当した。明治 27 年 9 月から 12 月まで取材に当たり、この時撮
影した写真は、まとめられて『戦地実況写真』という写真集として刊行され
ている。第一節の大本営写真班同様、写真撮影そのものを目的とするのでは
なく、撮影した写真は、新聞挿絵を描くためにその参考資料として使用され
た。このとき、魁一の写真にはどのような戦地が写し出されていたのか。本
章では、魁一の写真とともに、この時従軍に参加していた浅井忠が描いた挿
絵と照らし合わせて、検証する。  
この 3 者の比較によって、彼らがそれぞれ戦争のどのような側面に注目し、
結果的にどのように写真によって写し出されていたのかについて考察を試み
る。  
 以上から、錦絵と新聞挿絵、そして写真という、制作者の立場はもとより、
日清戦争を描く目的すら異なる両者から生み出された日清戦争図像について、
その立場や目的の違いが画面にどのような形で表出されているのかについて
明らかにする。さらに、国民の日清戦争イメージの形成にどのような形で関
わったのかについて考察するとともに、その国民のイメージと、図像の制作
者である絵師や画家、写真師との相互関係について解明する。  
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第一章  日清戦争錦絵における戦争表現とその受容  
 
序論  
日清戦争（明治 27［ 1894］—明治 28［ 1895］年）において、多種多様な戦
争図像が制作された。当時の最先端技術であった写真や従軍画家によるスケ
ッチや絵画から、新聞・雑誌の挿絵、版画など、様々な媒体によって戦争が
表現された。とりわけ、多色摺木版の錦絵で制作された戦争図像は大量に発
行され、多くの国民に日清戦争イメージを伝えていた。  
 明和 2（ 1765）年に、浮世絵師の鈴木春信（享保 10［ 1725］‐明和 7年［ 1770］
年）が錦絵を成立して以来、江戸や大坂などの大都市を中心に普及し、文化
として根付いていった。明治に入り、交通・輸送技術の発達に伴い各地方へ
の販売が可能となったことで、よりいっそうの発展が期待されたが、舶来の
版画技術である石版画や銅版画の台頭によって衰退の危機に瀕することとな
る。その流れを阻止するために、発行者の版元や、下絵を手掛けていた絵師
たちが、錦絵の画題に時事を取り入れ、ニュースメディア的役割を担おうと
した。  
 このように、近世から続いていた錦絵のあり方に変化がみられつつあった
時期、日清戦争が勃発する。日本よりも先進国として考えられていた清国と
戦争をおこなうことから大きな話題となり、錦絵の格好の画題となった。速
報性が求められたため、描写が稚拙であり、摺りがずれているなど、粗雑な
錦絵が数多く発行された。しかし、多色摺という特性を生かし、当時の印刷
媒体で唯一、色鮮やかな画面によって戦争を描き出した点と、戦況だけでな
く、日本兵の活躍や美談などバリエーション豊かに戦争の様々な場面を図像
化したことによって、戦一時期ではあるものの、再び国民から支持されるこ
ととなる。  
 田中日佐夫氏が、自著『日本の戦争画  : その系譜と特質』（ぺりかん社、
1985 年）において、明治の戦争画のひとつとして日清戦争錦絵が取り上げた
ことを皮切りに、丹尾安典氏と河田明久氏の共著『イメージのなかの戦争  日
清・日露から冷戦まで』（岩波書店、 1996 年）の出版や、原田敬一氏の論文
「戦争を伝えた人びと :日清戦争と錦絵をめぐって」（『佛教大学  文学部論
集』第 84 号、 2000 年）などが発表される。また、平成 18（ 2006）年には、
明治美術史学会がシンポジウム「記憶と歴史  日本における過去の視覚化め
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ぐって」を主催し、その中で、日清戦争錦絵に関する研究発表もおこなわれ
た 2。しかし、研究の多くは資料紹介またはその概説を述べるにとどまってお
り、日清戦争はどのような絵画表現をもって描かれていたのかという点まで
には言及されていない。  
 そこで本稿では、まず日清戦争錦絵を戦地別に分類し、各作品における絵
画表現を提示し比較することで、それぞれの描写の特徴を明らかにする。さ
らに、当時の制作背景と照らし合わせることで、受容層であった民衆がこれ
ら錦絵をどのように見ていたのかについても考察をおこなう。  
 
第一節  成歓および牙山の陸戦と豊島沖海戦  
成歓および牙山の陸戦と豊島沖海戦は、日本と清国両国の宣戦布告を待た
ずして起こった戦闘である。 1895（明治 27）年 7 月 25 日、巡回中の日本艦
隊が豊島沖で清国軍艦と交戦し、さらには清国兵らが満載した英国籍輸送船
高陞号を撃沈する。陸上では、29・30 日に、日本陸軍大島義昌少将率いる混
成旅団が成歓および牙山を制圧した。  
 この陸海両方での初勝利は、新聞などで「陸軍最初の會戰  成歓陥る 3」な
どの見出しで伝えられ、錦絵においてもこの勝利を報じた作品は数多く発行
された。  
 この時期の錦絵はほぼすべて戦闘図であり、日清両兵の戦う姿が描写され
ている。例えば成歓の戦いを取材した、春齋年昌《大島少将成観ヲ破ル之図》
（図 1-1）4と、よし豊《成歓駅勝戦之図》（図 1-2）5を見てみる。画面右の小
高い丘から、日本軍が隊列をなして清国軍拠点へ攻め入ろうとする姿が描か
れている。鳥瞰図で、戦地における兵らの動きがそれぞれ事細かに描かれて
いる。それらは全体的に簡略化され、荒く、不自然な描写が目立つ。このこ
とから、個々の人物など細かな描写に重きを置くのではなく、全体的な日本
軍の動きや日本兵の戦う様を描くことで、人々に戦況を伝えていたというこ
                                                   
2 シンポジウム「記憶と歴史―日本に於ける過去の可視化をめぐって」於・早稲田大
学、早稲田大学會津八一記念博物館と共催。このシンポジウムにおいて、クリスト
フ・マルケ氏が「記録と記憶―日清戦争図像のなかの歴史」という発表をおこなって
いる。  
3 国民新聞、明治 27（ 1894）年 8 月 4 日。  
4 （図 1-1）大判三枚続、明治 27（ 1894）年８月、静岡県立中央図書館。図版は、静
岡県立中央図書館デジタルライブラリーより引用。また、題名の「成観」は成歓のこ
とを指す。  
5 （図 1-2）大判三枚続、明治 27（ 1894）年８月 15 日、国立国会図書館。図版は、国
立国会図書館デジタルコレクションより引用。  
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とが分かる。  
また、歌川国虎《朝鮮国牙山開戦日本大勝利之図》（以下《牙山開戦図》、
図 1-3） 6のように、視点が、戦う日本兵に向けられ、彼らの戦いや活躍をよ
り分かりやすく描こうとする作品もいくつかみられた。中央に騎乗し清国兵
らと戦う大島少将の姿が大きく配され、その周囲には交戦する日清両兵の姿
がある。少将は、奪取した清国国旗を左手に持ち、右手のサーベルで清国兵
らを蹴散らしている。このような描写表現は、鳥瞰的な視点による描写と同
様、この時期の戦闘図に多くみられた。例えば、五代歌川国政《朝鮮事件日
清大激戦之図》（図 1-4） 7でも、日本兵が、《牙山開戦図》の大島少将と同じ
く、騎乗し左手に国旗を、右手にはサーベルを持ち戦っている姿で描写され
ている。この騎乗した日本兵の描写について、日本兵に武士のイメージを付
加させようとしたのではないかと原田氏が指摘している 8。制度や公的な部分
において、近代化が進められてきた時期であったが、私的な部分、つまり民
衆の生活風俗や思想においては、未だ近世までの意識が残っていた。だから
こそ、洋装に身を包み、近代化された日本兵を描きつつも、「武士」というイ
メージを含有させて描いたほうが、民衆からの反応が良かったのではないか。 
 一方で、海戦を描いた錦絵においては、甲板で日清両兵が戦う姿と、日本
軍艦が清国軍艦を撃沈させている様子が同画面に描かれている作品が多い。
例えば、五代歌川国政の《帝国日本大勝利》（図 1-5）9では、画面右に清国軍
艦を大きく配し、その甲板には、侵入した日本兵らが銃剣で清国兵に攻撃を
している。反対に、清国兵は、甲板の端まで追いつめられ右往左往し、日本
兵の攻撃を受け、倒れ込む者や、身を海に投げ出される者など、反撃しよう
とする兵はいない。また、画面中央から左には、軍艦同士の砲撃戦が描かれ
ている。特に画面左の砲撃の爆発で船体の一部が吹き飛ぶ清国軍艦の描写は、
荒々しく描かれた波しぶきと相まって、非常にダイナミックである。また、
陸戦を描いた錦絵と同様、どの艦がどこの国のものか分かるようにそれぞれ
文字が記されている。海戦を描いた錦絵においては、人同士の戦いよりも、
軍艦という近代兵器同士の戦いに重点が置かれ、激しい爆発描写や、爆風に
                                                   
6 （図 1-3）大判三枚続、発行：不明、所蔵：国立国会図書館。図版は、国立国会図書
館デジタルコレクションより引用。  
7 （図 1-4）大判三枚続、発行：明治 27（ 1894）年、所蔵：国立国会図書館。図版
は、国立国会図書館デジタルコレクションより引用。  
8 田中日佐夫『日本の戦争画  : その系譜と特質』、ぺりかん社、 1985 年、 35 頁  
9 （図 1-5）大判三枚続、発行：明治 27（ 1894）年 8 月、所蔵：国立国会図書館。図
版は、国立国会図書館デジタルコレクションより引用。  
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揺れる波しぶきによって、対人戦を描いた作品に無い迫力ある戦闘図を描こ
うとしていたことがわかる。  
 この時期の錦絵を概観してみると、日清戦争の図像制作が始まったばかり
で、手探り状態であったためか、描かれた場面のバリエーションの少なさが
伺える。全体的な描写の特徴として、判子で押したかのように同じようなポ
ーズや表情で、人々が描かれている点が挙げられる。例えば、楊州周延《朝
鮮国成歓日本大勝利之図》（図 1-6） 1 0では日本兵らが、右肩に銃剣を担ぎ、
左手を前に出して行進する姿が描かれている。この描写は日本軍を表現する
ときのみ使用され、清国軍や凱旋パレードに集まった人々などの群衆には使
用されていない。これらの表現の意図として、日本兵のみにみられる描写で
あることから、日本軍は訓練され、統率のとれた軍隊であるというイメージ
を強調したかったと考えることができる。しかしながら、日本軍が初めて勝
利を飾った戦いであり、それを喜ぶ人々の熱が醒めないうちに、新しい図像
を大量に制作しなければならなかったという事情から、時間短縮のために、
同じ描写を何度も転用していたのではないかという可能性も考えなければな
らない。  
 一方で、日清両兵の戦闘のみを描いた錦絵が多かった時期であったものの、
水野年方《大日本帝国万々歳  成歓襲撃和軍大捷之図》（以下《成歓和軍大捷
之図》、図 1-7） 1 1のように、戦闘する兵達の中に、従軍画家や従軍記者とい
った非戦闘員の姿を描き込む作品などもみられた。この時期において、現地
で報道する者たちを描写した作品は他にみられなかった。  
 いくつかの作品における様々な描写から、宣戦布告までの戦いを報じた錦
絵には、快勝し続けている日本軍というイメージが込められていたことが見
てとれる。開戦前までは清国との戦争に対し、消極的な態度を示していた国
民であるが、成歓につづく数々の戦勝報告に人々は大いに盛り上がり、敵国
の清国への恐怖心は払拭され、戦争に賛同する人々が増えていった 1 2。この
ような状況下で、日本軍が苦戦する姿や撤退する様子など、士気の下がる描
写はその需要に即しているとはいえない。だからこそ、民衆が戦争に対し異
様な盛り上がりを見せていた時期においては、とにかく民衆の需要を満たす
                                                   
1 0（図 1-6）大判三枚続、発行：明治 27（ 1894）年 8 月、所蔵：国立国会図書館。図
版は、国立国会図書館デジタルコレクションより引用。  
1 1（図 1-7）大判三枚続、発行：不明、所蔵：国立国会図書館。図版は、国立国会図書
館デジタルコレクションより引用。  
1 2 大濱徹也『庶民のみた日清・日露戦争—帝国への歩み—』刀水書房、 2003 年、 19 頁  
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べく、戦争意欲をかき立てるような錦絵が数多く発行されていたと考えられ
る。  
 
第二節  平壌占領戦から旅順口陥落まで  
 次に、平壌占領戦から旅順での戦いを取材した錦絵についての作品を見る。
日本軍にとって平壌での陸戦および、黄海での海戦は戦局を左右する重要な
作戦であった。日本陸海軍がそれぞれ、 1894（明治 27）年 9 月 16 日に平壌
を占領、翌日の 17 日には黄海での制海権を掌握したことで、日本軍優勢のま
ま戦局が進んでいった。その後、陸軍が鴨緑江を渡河し、九連城、鳳凰城、
太孤山、金州城を次々と占領していく。そして、 11 月 21 日には旅順口を占
領したが、その後に遂行された残敵掃討作戦が「旅順虐殺事件」として、世
界に報じられることとなった 1 3。  
 平壌占領戦と黄海海戦に関する錦絵の作品数は、宣戦布告前の戦闘を描い
た作品についで多かったが、以後戦局が進むにつれその数は減少している 1 4。
また、戦闘図が多いという点では宣戦布告前の作品と大差ないが、その描き
方に変化が見られるようになる。  
 尾形月耕《日清戦争日勢平壌勝捕図》（図 1-8） 1 5では、平壌占領戦におい
て日本兵が要塞城壁を制圧する様子が描かれている。画面中央には清国兵の
両手首を掴み取り押さえる日本兵の姿が大きく配され、その背後や周辺には、
城壁から清国兵を突き落とす日本兵や、縄で縛られ地面に伏す清国兵と彼ら
を監視する日本兵の姿が描き込まれている。そして、平壌へ攻め入る日本軍
が画面後方に描写されている。取り押さえられた清国兵らの苦悶に満ちた表
情や、城壁から落ちる清国兵の一瞬を捉えた描写、また、城壁から清国兵の
仲間を突き落とそうとする日本兵と、それを止めようとしがみつく清国兵の
姿など、非常に劇的な描かれ方がなされている。これは、成歓・牙山の戦い
を描いた作品には見られない表現であった。戦局を事細かに描き伝える「報
道的」な側面から見れば、その役割に適していない作品である。しかし、ド
ラマチックな演出を盛り込み「娯楽的」要素を含ませたこの作品は、読み手
                                                   
1 3 原田敬一『戦争の日本史 19 日清戦争』吉川弘文館、 2008 年、 102 頁  
1 4 平壌占領戦では 37 図作品が制作されているが、それ以降の陸における戦いである
旅順口での陸戦では 9 図、牛荘での占領戦では 7 図と減少している。また、海戦にお
いても、宣戦布告前に勃発した豊島沖の戦いの 16 図をピークに、黄海海戦 7 図、大孤
山沖海戦 5 図と制作数が少なくなっている。  
1 5 （図 1-8）大判三枚続、発行：不明、所蔵：国立国会図書館。図版は、国立国会図
書館デジタルコレクションより引用。  
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を大いに楽しませるものであったといえる。  
 このように、平壌占領戦以降は、日清両軍の集団を描いた錦絵から、各軍
の兵個人に着目し、その姿を捉えた錦絵が登場していく。さらに、報じられ
た事実をそのまま図像にするのではなく、劇的な表現や演出を多用するよう
になる。これは、各戦局において活躍した兵の美談を多く描くようになった
ことが影響していると考えられる。成歓の戦いにおいて活躍した松崎大尉（安
政 3［ 1856］年—明治 27［ 1894］年）や、死ぬまで喇叭を離さず最後まで与え
られた命令を遂行しようとした喇叭兵の木口小平（明治 5［ 1872］年 -27［ 1894］
年）1 6など、戦争初期から美談自体は存在していた。しかし美談を描いたもの
でも、戦争中盤にみられる、劇的な表現はほとんどなされていない。このよ
うに、まずは美談を描いた錦絵のみにおいて見られていた劇的な表現が、平
壌占領戦以後において、戦闘図にもその表現が使用されていった。このよう
に、戦闘描写の表現において、上述したような戦闘描写の変化が見受けられ
た。さらに、この表現のほかにも、さまざまな表現で戦場および戦局を描き
出そうとする工夫が見られるようになる。  
 まず一つ目の工夫として、進軍から敵地占領までの動向を、複数の作品に
よって時系列順に描いた作品が見受けられたということが挙げられる。右田
年英《旅順口之陥落》（図 1-9）1 7、《旅順口合囲》（図 1-10）1 8、《旅順口進撃》
（図 1-11） 1 9において、旅順口に上陸した日本軍が、城内へ攻め込むまでの
様子が、3 作品にわたって描かれている。まず《旅順口之陥落》には、海上か
ら日本軍艦が城門への砲撃する場面が描かれている。画面左には白煙をあげ
城門に向かい攻撃する日本軍艦が、その反対側には、旅順口城壁と砲弾を受
け倒れ込む清国兵らの姿がある。この清国兵は城壁を守護した兵であろう。
海からの奇襲を受けたからだろうか、軍艦を見て唖然とした表情を浮かべて
いる兵らが印象的である（図 1-12） 2 0。次に、《旅順口合囲》であるが、描か
れているのは上陸した日本軍が城壁に攻撃を仕掛ける場面である。画面右に
小さく描かれた城壁に、日本兵が砲撃を行っている。灰色がかった煙が画面
                                                   
1 6 小西四郎『錦絵  幕末明治の歴史 11 日清戦争』講談社 1977 年、 90 頁  
1 7 （図 1-9）大判三枚続、発行：明治 28（ 1895）年 2 月、所蔵：国立国会図書館。図
版は、国立国会図書館デジタルコレクションより引用。  
1 8 （図 1-10）大判三枚続、発行：明治 28（ 1895）年 2 月、所蔵：国立国会図書館。
図版は、国立国会図書館デジタルコレクションより引用。  
1 9 （図 1-11）大判三枚続、発行：明治 28（ 1895）年、所蔵：国立国会図書館。図版
は、国立国会図書館デジタルコレクションより引用。  
2 0 （図 1-12）《旅順口之陥落》（図 1-9）の一部  
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全体に広がっており、それに紛れるようかのように、城門前で待機し様子を
うかがう兵の姿がある。この場面には清国兵は登場しておらず、日本軍が一
方的に攻撃を加えている。そして《旅順口進撃》では、日本兵が城門を突破
し侵入せんとする場面が表現されている。画面右の開かれた城門に突撃する
日本兵らと、その攻撃に対して動揺した様子で城門内へ逃げ帰る清国兵の姿
が描かれている。まさに、旅順口における戦闘開始の瞬間を捉えた錦絵であ
る。この 3 作品が、連作であるという証拠はない。しかし、同一の絵師と版
元によって制作されていることが確認できているため  、何かしらの関連を
持たせて制作された可能性は大いにある。  
 また小林清親が、黄海海戦の戦闘に取材した《於黄海我軍大捷》という、
全 4 図からなる作品を制作している。これらは連作として制作されており、
第一図（図 1-13） 2 1では、この海戦における日本軍艦西京丸の活躍を、第二
図（図 1-14） 2 2では、各日本軍艦が清国軍艦を撃沈させている場面を、そし
て第四図（図 1-15） 2 3では、朝日と炎上し沈没する清国軍艦を背景に、日本
軍艦が悠然と海を進む場面がそれぞれ描かれていた。  
 第一図では夜間であったのが、第四図では夜が明けている。ただ戦局を時
系列に描くだけでなく、夜中から夜明けという時間の経過を付加することで、
戦局をよりリアルに表現しようとしていた作品であるといえよう。  
 これらのように、ひとつの戦局を複数枚に渡って描くことで、より詳細な
戦闘の様子を伝えることが可能となった。これは、まさに錦絵が新聞のよう
な報道的役割を果たしているともいえるが、《於黄海我軍大捷》シリーズのよ
うな、演出が盛り込まれた作品群を見てみると、報道性を高めるべく制作し
ていたのではなく、起承転結やドラマチックな演出表現をおこなうことで、
読み手を飽きさせない画面を作ろうとしたのではないかと考えられる。  
 さらに、この時期の錦絵の特徴として、戦闘図以外の兵の様子にも目が向
けられるようになったという点が挙げられる。春斎年昌《我陸軍大同江ヲ渡
リ進軍之本営ヲ攻撃ス》（図 1-16）2 4を見ていくと、平壌への進路の途中にあ
                                                   
2 1 （図 1-13）大判三枚続、発行：不明、所蔵：国立国会図書館。図版は、国立国会図
書館デジタルコレクションより引用。  
2 2 （図 1-14）大判三枚続、発行：不明、所蔵：国立国会図書館。図版は、国立国会図
書館デジタルコレクションより引用。  
2 3 （図 1-15）大判三枚続、発行：不明、所蔵：国立国会図書館。図版は、国立国会図
書館デジタルコレクションより引用。  
2 4 （図 1-16）大判三枚続、発行：明治 27（ 1894）年、所蔵：国立国会図書館。図版
は、国立国会図書館デジタルコレクションより引用。  
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る大同江に、橋を架け進もうとする日本軍の一隊が描かれている。画面が右
上から左下に分断されており、左半分には大同江、右半分には橋を架ける日
本兵らの姿が配されている。大同江は、画面半分を費やすほど大きく描かれ
ており、広大な河であることが強調されている。また、画面右前景には木材
を運び込む者や、地面に杭を打ち込んでいる者、不要な岩をどける者といっ
た建造に従事する兵らと、橋の建設指示を出す兵や、双眼鏡を片手に対岸を
監視する兵など、作業する様子が詳細に描き込まれている。この作品におい
て清国兵との戦闘は描かれておらず、その姿や清国軍旗など、これからの戦
いを匂わす描写はいっさい無い。青く清々しい空が続いており、大同江の水
面も穏やかで、非常にのどかな風景のように見える。しかし、遠方を注意深
く監視する兵や、銃剣を装備し奇襲に備える兵らの姿によって、平壌に向か
う兵らの緊張感も伝わってくる。  
 また、小林清親《我斥候鴨緑江附近に敵陣を窺ふ図》（図 1-17）2 5において
も、戦闘場面は描かれず、夜間偵察のために鴨緑江に訪れた兵の姿が描写さ
れている。馬の手綱を持った日本兵が画面中央に配され、その目の前には広
大な鴨緑江が描かれている。満月が出ているものの、雲に隠れており薄暗い。
穏やかに流れる水面には月がゆらめいている。牧歌的な印象を受けるが、こ
の作品においても、これより敵地へ攻め入るという緊張や不安が感じられる
ようである。  
 このように、平壌占領戦以後の作品を見ていったが、全体的に劇的な描写
表現が付け加えられ始めるようになるという傾向がみられた。これまでの作
品においては、兵らがどのように戦地を攻略していたのか、というのを与え
られた情報をもとにただ描いていたものが多かった。しかし、平壌占領戦か
らは、読み手が楽しめる娯楽性の高い錦絵を制作することにより重きが置か
れていたようである。  
  
第三節  威海衛の海戦から講和条約終結まで  
 本節では、日清講和条約までの戦闘を描いた錦絵をみていく。開戦の翌年
である明治 28 年、大本営は威海衛を攻略後、澎湖列島の占領作戦を実行する
ことを決定する。1 月 30 日には陸海両軍で、威海衛の総攻撃を開始し、陸軍
                                                   
2 5 （図 1-17）大判三枚続、発行：不明、所蔵：国立国会図書館。図版は、国立国会図
書館デジタルコレクションより引用。  
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は諸砲台を占領、海軍は清国北洋艦隊を壊滅状態にし、この艦隊の司令官で
ある丁汝昌が降伏した。その後、 3 月 4 日に牛荘において市街戦がおこなわ
れ、6 日には営口を攻略、そして当初の目的であった澎湖列島を 26 日に占領
した後、かねてから日清両全権の間で進められていた講和会談のもと、 3 月
30 日に日清休戦条約、 4 月 17 日には日清講和条約（下関条約）が調印され
た。  
 戦争終盤になってくると、錦絵の発行が急激に減少する。また、小林清親
などの絵師達が、夜の野営風景や、偵察に赴く兵らの様子、戦闘員ではない
従軍者の姿などを捉えた作品を数多く制作するようになる。牛荘の市街戦を
撮影する従軍写真家の姿を描いた小林清親の、《我軍牛荘城市街戦撮影之図》
（図 1-18） 2 6には、画面中央に配された写真家 2 人が、カメラの機材を準備
し撮影をおこなっている。辺り一面雪原であり、画面左には馬に乗る兵らが、
右には負傷者を搬送する衛生兵の姿がある。そして、遠景には戦う兵らの姿
と、建物が影のみで表現され、さらに、青と紫とに彩られた空と、うっすら
と太陽の光が描かれている。この描写だけでは、画中の時間帯が早朝なのか
夕方なのかは判断し難い。実際には、牛荘での戦闘は、朝 11 時に射撃戦が開
始され、その後、午後 5 時頃にはほぼ終了していた 2 7。このことから考える
と、夕方の戦闘終了直前の様子を描いたものであると推測できる。また、第
1 章で見た《成歓和軍大捷之図》においても、従軍記者の描写が認められる。
しかし、《成歓和軍大捷図》においては、あくまでも主役は戦う日本兵であり、
描かれた記者や画家の存在は重要ではない。一方、《我軍牛荘城市街戦撮影之
図》においては写真師が主役である。戦争初期の作品においても、戦闘員以
外の人物が描かれた錦絵はいくつか見受けられたが、清親の作品のように彼
らを画面の中心に置いた作品は無い。  
 さらに清親は、営口における日本兵の野営の様子という、これまでの日清
戦争錦絵に描かれることがなかった場面も描いている。《冒営口厳寒我軍張
露営之図》（図 1-19）2 8は、焚き火で暖をとる 2 人の日本兵らの姿が画面に描
かれている。画面右手前には、焚き火をしている日本兵らと、彼らをライト
で照らす騎乗した兵が配されている。また、画面左奥には、同じように暖を
                                                   
2 6 （図 1-18）大判三枚続、発行：不明、所蔵：国立国会図書館。図版は、国立国会図
書館デジタルコレクションより引用。  
2 7  前掲書  原田敬一『戦争の日本史 19 日清戦争』、 216 頁。  
2 8 （図 1-19）大判三枚続、発行：不明、所蔵：国立国会図書館。図版は、国立国会図
書館デジタルコレクションより引用。  
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とる数名の兵の姿が認められる。辺り一面闇の中、明かりはオレンジ色の 2
つの焚き火と白いライトのみであり、画面に深い静寂が広がっている。この
静けさの中、つかの間の休息を取る兵らの姿を、 2 種類の光と闇と描くこと
で表現している作品だといえる。  
 これら清親の錦絵のように、報道性を高めたものでもなく、過度な劇的描
写がなされたものでもない作品が制作されるようになる。清親は、日清戦争
期、最も多くの戦争錦絵を描いていた絵師であり、成歓・牙山の戦いの時期
においても、いくつかの戦闘図を制作している。もともと、光と影の描写に
優れていた清親は、他の絵師と比較すると夜景や雪景での戦闘を描くことが
多く、その画中においても、月光やサーチライトといった「光」の描写を積
極的に取り入れている。  
 このように、報道性が強いわけでもなく、劇的な描写も過剰でないこれら
の作品が、多く見られ始める。例えば、幽斎年章《日清戦争威海衛ニ於我軍
激戦ス》（図 1-20）2 9が挙げられる。これは、威海衛において進軍する陸軍兵
らの姿を描いたものである。画面中央に騎乗した 2 人の兵が描かれており、
右を向き、何か相談しているようである。また、画面左には彼らに続くよう
に従軍した兵らが、さらに画面中央奥には戦闘する日本軍艦が描き込まれて
いる。左側の騎乗する兵の背後に配された旭日旗がやや不自然であるが、兵
らの仕草など自然な描写である。また、清親と比較すると背景への意識は薄
いものの、ただ単に晴天ではなく、冬の独特な曇り空を描いている点などか
ら、人物描写以外に意識が向けられているということがわかる。  
 これまで、成歓・牙山の戦いから、日清講和条約終結までに描かれた日清
戦争錦絵を見てきた。当初は、日本兵らの行動を事細かに描こうとした意識
のもと描かれた作品が多かったが、戦局が進むにつれ、インパクトある劇的
な演出をふんだんに取り入れた作品が制作されるようになる。その後、清親
の作品に代表されるような、初期・中期にみられないような、より兵らの自
然な姿を描き出すことを目的とした作品が見られるようになった。  
 また、初期に制作された作品おいて旭日旗の描写が目立つ。騎乗する兵ら
の後ろに大きく広げられ、アニリン赤によって描写された旭日旗は、必要以
上に存在感を示している。成歓・牙山の戦いを描いた作品において、このよ
                                                   
2 9 （図 1-20）大判三枚続、発行：明治 28（ 1895）年 2 月、所蔵：国立国会図書館。
図版は、国立国会図書館デジタルコレクションより引用。  
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うな表現が目立っていた。しかし、徐々に小さく描かれ、オレンジ色などア
ニリン赤以外の彩色が施されるようになり、最終的には旭日旗自体を描かな
いという傾向がみられるようになる。  
 
第四節  国民の日清戦争錦絵受容  
 では、このような戦争錦絵に対する国民の反応はどのようなものだったの
か。岩切氏が日清戦争錦絵の受容について、「日清戦争が起こり、心情的にも
何らかの形で戦況を知りたいとする心理にビジュアルなワイド画面（大判三
枚続絵錦絵）は効果的で一気に人気を獲得した。」と指摘している 3 0。また明
治２７年 8 月 1 日付けの『都新聞』においても、  
  
  「古今絵草紙屋には日清戦争の錦絵が並べあるより、何れの店頭も見物人
山の如し。」  
  
 であったと報じられた。では、これら日清戦争錦絵を買い求めた人々はど
ういった層であったのか。錦絵の受容層について、はっきりと明記した資料
は見つかっていない。しかし、『早稻田文學』第 76 号 3 1に、  
 
  「（略）錦画には上下二種ありて下の品は婦幼の眼を喜ばしむるため只管  
濃彩 3 2を施したるもの、上の品は之に比すれば趣向用筆共にやや美術的  
なり。」  
 
 という日清戦争錦絵についての記述がある。ここから、錦絵にも 2 種類あ
り、主に子ども向けのものから、大人の鑑賞にも堪えうるような芸術性のあ
るものまで制作されていたということがわかる。さらに、谷崎潤一郎（明治
19［ 1886］年—昭和 40［ 1965］年）が自著『幼少時代』において、日清戦争期
の様子錦絵についてもこう述べている。  
  
  「書家は水野年方、尾形月耕、小林清親の三人のものが多く、少年に取  
                                                   
3 0 岩切信一郎『明治版画史』吉川弘文社、 2009 年、 166 頁。  
3 1 「絵草紙店の近況」『早稻田文學』第 76 号、 1894 年。  
3 2 ここでの「濃彩」は、舶来顔料であるアニリン赤などのことを指していると思われ
る（筆者註）。  
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つてはどれもこれも欲しくないものは一つもなかつたが、めつたに買つ
て貰ふ訳には行かないので、毎日のやうに清水屋の店の前に立つて、目
を輝かして見惚れてばかりいた。（中略）分けても私は年方の絵が最も好
きで、清水屋の店先で図柄を覚え込んでは、熱心にその真似をして描い
た。私は又、活版所の久右衛門の叔父が、新しい三枚続きの出る度毎に
皆買ひ集めているのを見て、羨ましくてならなかった。 3 3」  
 
 当時、店頭に陳列されていた錦絵を熱心に眺め回していたと述べており、
さらには、叔父もまたこれら作品を愛好し熱心に買い集めていたと記してい
る。このように、子どものみならず大人の男性までにも錦絵の需要があり、
ひとつの社会現象であったことが窺える。その一方で、明治 23（ 1890）年よ
り日本に訪れていたラフカディオ・ハーン（ Patrick Lafcadio Hearn：1850-
1904）が、自著『日本の心』において、以下のように述べている。  
 
  「人々はただちにーまだ外国人観察者がこの戦役の最終的結果について  
何か思い切って予測を下すよりずっと前から日本の勝利の戦記物を書き  
出した。（中略）勝利の報が届くたびに色刷りの版画がおびただしく刷ら  
れて売られた。安物で仕上げもぞんざいだったし、たいていは作者の想  
像画にしか過ぎなかったが、それでも世間が勝利に酔っていた時には、  
その戦勝気分を盛り上げるのにもってこいだった。 3 4」  
 
 ハーンは、当時日本軍勝利の報に湧く民衆たちを、冷静な眼差して見てい
たようである。イギリス人であったハーンにとって、連日報じられる戦勝報
道や、大量に発行された戦争図像に興奮する人々は、非常に不気味に映った
ことであろう。  
 以上から、戦争錦絵に関して、報道手段として手に入れようとしていたと
いうよりも、ひとつの「娯楽」として受容していた国民が多かったようであ
る。だからこそ、絵師や版元といった錦絵の制作者たちは、より多くの層の
購買意欲をかき立てるべく、戦局を描きつつも劇的でインパクトある表現や
牧歌画的表現を施すことで、これまでにない錦絵をつくろうと試行錯誤して
                                                   
3 3 谷崎潤一郎『幼少時代』岩波書店、 1998 年、 122 頁。  
3 4 ラフカディオ・ハーン『日本の心』  講談社学術文庫、 1990 年、 143 頁。  
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いたのではないか。  
 
第五節  錦絵にみられる清国へのイメージ  
日清戦争錦絵において表現されたのは、勇猛果敢な日本軍の姿といった華
やかな場面であった。そこには、本来戦争が持ち得るはずの悲惨さや惨たら
しさは一切抜け落ちている。  
「西洋風の軍服の日本兵が弁髪の中国兵をふみつけにして勝利の雄叫びを
あげるかのごとき錦絵の図様は、旧弊な中国にかわって近代化の進んだ日本
が、その位置に座ったことばかりを強調しているかのように見える」3 5と、丹
尾安典氏が指摘しているように、戦争初期の戦闘を描いた錦絵において、清
国兵の弁髪を引っ張る日本兵や、泣き叫び醜く顔を歪めた清国兵が描写され
ていることが多い。また、小林清親《日本万歳平壌之凱歌》（図 1-21 3 6）では、
清国兵の死体の山の上で日本兵が万歳三唱をしている場面が描かれている。
丹尾氏はこの錦絵について「蛆虫つぶしを楽しむ図様」 3 7であると述べてお
り、清国兵に対し侮蔑的な態度をとる日本兵の姿が表現されている。日本兵
に対し、残虐かつ非道なイメージをもたせるようなこれらの描写は、日清戦
争期においては、弱体化したアジアの大国である清国兵を打ち砕く、強い日
本兵のイメージであったことは言うまでもない。他の錦絵においても、この
ような日本兵・清国兵のイメージを伝える描写はよく見られる。しかし、そ
の一方で、別の角度から清国や兵らを描いた錦絵も登場する。  
 ここで、水野年方《清国北洋艦隊於威海衛全滅遂提督丁汝昌我海軍敵不能
於官宅自殺図》（以下《丁汝昌自殺図》、図 1-223 8）と右田年英《劉公島官舎
ニ丁汝昌遺書ヲ程壁光ヘ托シ衆ニ代リテ決死ヲ計ル図》（以下《丁汝昌決死ヲ
計ル図》、図 1-23 3 9）を見ていく。この 2 図は、共に清国北洋艦隊提督の丁汝
昌の最期の姿を描いた作品である。威海衛海戦において、東洋一の強さを誇
った北洋艦隊は日本聯合艦隊に敗北した。この時、指揮を執っていた丁汝昌
                                                   
3 5 丹尾安典  河田明久『岩波近代日本の美術 1 イメージの中の戦争  
日清・日露から冷戦まで』岩波書店、 1996 年、 15 頁  
3 6 （図 1-21）大判三枚続、発行：不明、所蔵：国立国会図書館。図版は、国立国会図
書館デジタルコレクションより引用。  
3 7 前掲書  丹尾安典  河田明久『岩波近代日本の美術 1 イメージの中の戦争日清・日
露から冷戦まで』 16 頁  
3 8 （図 1-22）大判三枚続、発行： 1895 年 4 月、所蔵：国立国会図書館。図版は、国
立国会図書館デジタルコレクションより引用。  
3 9 （図 1-23）大判三枚続、発行：不明、所蔵：国立国会図書館。図版は、国立国会図
書館デジタルコレクションより引用。  
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が、要員の助命を条件に降伏に応じ、自身は敗北の責任を取るべく、「鎮遠」
の艦内でそのまま服毒自殺を遂げている。《丁汝昌自殺図》では、豪華な内装
の部屋の窓側に座る丁汝昌の姿が描かれている。椅子に腰かけた姿で、その
手には小さなグラスを持っている。手に持っているのは、日本海軍聯合艦隊
司令官長の伊東祐
すけ
亨
ゆき
（天保 14［ 1843］ - 大正 3［ 1914］年）が見舞い品とし
て送った葡萄酒であろう 4 0。窓の外の軍艦を見る丁汝昌の顔には、悔しさと
悲しみが混じったような表情が浮かんでいる。  
続いて、《丁汝昌決死ヲ計ル図》においては、画面左に座る丁汝昌が、劉公
島に宛てた遺書を、右隣りで深く頭を下げている程壁光という人物に託す様
子が描かれている。丁汝昌は下を向き自身が記した遺書を見ており、その表
情は悲しみに満ちたものであった。また程壁光の表情からも、悲哀を感じる。
両図において、侮蔑的な表現は存在しておらず、むしろ、同情的な印象を与
えるような描写がなされている。  
 小説家である荒畑寒村が、この丁汝昌の自殺について  
 
「ただ北洋水師提督丁汝昌が麾下
き か
将士の助命を条件として日本海軍に降  
伏し、ひとりその責に任じて威海衛で仰毒自決した悲壮な事件は、子供  
心にも強烈な印象を与えられた。 4 1」  
 
と述べているように、国民にとって衝撃的な事件であったようだ。さらに、
伊東もまた、丁汝昌の死を悲しみ、喪意を表したという 4 2。彼らの姿について
より惨たらしく表現することは可能であったはずである。しかし、そのよう
には描かれず、どこか哀愁を帯びた姿で描かれている。この哀愁を込めて描
かれた丁汝昌の姿は、鳥羽伏見の戦いに取材した、一魅斎芳年画《徳川蹟年
間紀事》4 3に描かれた徳川慶喜の姿と似通っている。木舟に乗り、大阪を離れ
る慶喜とその家臣達が画面中央に描かれている。彼の表情は不安と今後の自
身の人生を暗示するかのような悲壮感が漂っている。  
さらに、葵の紋の旗が力なくなびいている様や、穏やかでない波のさざめ
                                                   
4 0丁汝昌自身が不快であると聞き、シャンパン、葡萄酒、露柿を見舞いとして送った
という。（大山梓「日清戦争と威海衛降服」『政経論叢』 40 号、明治大学政治経済研究
所、 1971 年、 9 頁）  
4 1 荒畑寒村『寒村自伝  上』 1965 年、筑摩書房、 25 頁。  
4 2 前掲書  大山梓「日清戦争と威海衛降服」『政経論叢』 40 号、 10 頁  
4 3 鳥羽伏見の戦いで敗戦した徳川慶喜が、東京に逃れるべく少人数を従え開陽丸で出
航する姿を描いた錦絵である。  
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きの描写などといった周囲の描写によって、悲壮感が増長されている。  
敵兵であっても、丁汝昌のように、哀愁や同情心を誘う描写をもって表現
された人物もいた。戦争も終盤となると、日本の勝利が確定しているためか、
日本軍や日本兵らの戦勝ばかりを伝える錦絵だけでなく、清国兵らに目を向
けた錦絵など、変化が加えられた戦争図像も制作されていった。  
 
小結  
 本論ではまず、日清戦争期に制作された戦争錦絵を、描かれた戦局の時期
ごとに三つに分類し、それぞれの描写表現を見てきた。  
 まず、宣戦布告前の戦闘に取材した錦絵に関しては、戦地での戦いを一枚
に収めるべく、鳥瞰的視点から合戦図のように描いたものや、人物が中央に
大きく配され、武将を彷彿とさせるような描写が施されたものが多くあった。
共通して画面には説明的な描写が多く施され、戦争表現に関しては、「合戦画」
や「役者絵」に当てはめ描いた作品が大半であった。  
 平壌占領戦以降は、このような説明的な戦闘図のほかに、新たにドラマチ
ックな演出を盛り込んだ作品が制作され始めた。これまで、「美談」を題材と
した錦絵にのみ見られていた演出が、通常の戦闘を描いたものにも見られ始
める。まるで戦記物語かのような戦争錦絵は、民衆の眼を大いに楽しませた
に違いない。報道性というよりも、人々がいかに楽しめるかという「娯楽性」
を重視した錦絵が制作された。   
 そして、戦争終盤になると、報道性、娯楽性どちらにも重きを置かない錦
絵が制作される。つまり、日本兵の野営風景や進軍の様子など、戦闘以外の
兵らの様子が画題となった。兵らの自然な姿が描かれ、説明的な描写も無く、
過度の劇的な演出が施されているわけでもない。しかし、兵士の平時の様子
を民衆に描き伝えることは、ひとつの戦争報道でもあり、経験したことの無
い異国の地での従軍の様子は、大いに好奇心をかき立て、人々の眼を楽しま
せた。  
 このように、時期によって日清戦争錦絵の画題が多様となり、それらの表
現に関しても、子ども向けの稚拙な表現から、芸術性を意識した表現まで幅
広いものとなった。つまり、ただ日清両兵の戦う姿のみを描いていたものが、
日本兵らの進軍する様子や野営の風景など、戦闘図以外も多く描かれるよう
になった。さらには敵である清国兵の姿に関しても、戦争初期にはみられな
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かった、悲壮感や同情心を誘うような描写をもって表現されている。このこ
とから、錦絵において、徐々に戦争表現が多様化していったということが考
えられる。  
 しかし、戦争終盤において初期に見られたような報道性を加味した錦絵が
制作されなくなるわけではない。現に、終盤においても合戦画のような戦闘
図が描かれている。むしろ、絵師達が新たな戦争表現の方法を獲得していっ
たといってもよい。前述しているように、明治中期においては様々な媒体が
一様に使用されていた時代である。また、新聞紙面において、従軍画家によ
る挿絵が掲載されたほか、不鮮明ながらも写真師によって戦地を撮影した写
真が、雑誌などで掲載される。戦地の様子を実見した人々によって生み出さ
れた図像が、戦争中期頃より国内で見ることができるようになる。だからこ
そ、他の媒体による戦争表現を目にした絵師達が、影響を受け、自身の作品
に流用していたということが考えられるのではないか。  
 日清戦争が、近代日本となって初めて体験する「対外戦争」であったとい
うことは周知の事実である。欧米列強に追いつくべく、近代化が推し進めら
れてはいたが、民衆の文化面や思想面においては、明治中期においてもなお、
江戸期の面影が色濃く残っていた。錦絵に関しても、戦争序盤においては、
洋装の人物や近代兵器など近代的な要素を取り入れつつも、これまでの「役
者絵」や「合戦画」にみられる表現を多用した作品が制作されていたが、戦
局が進むにつれ、錦絵に、新たな戦争表現が取り込まれていくようになる。  
その変化の要因として、人々の明治初期、近代国家として日本が樹立し、
制度や教育など、人々の生活の外郭から近代化が行われたが、いまだ意識や
内面は近世的思考のままであった国民が、日清戦争を通して、近代的思考を
形成するようになる。錦絵の趣向にも、その意識の変化が反映されたのでは
ないか。だからこそ、そのような意識下の中で、人々の需要に応えることの
できるような描写表現しようと、他の媒体において描かれた日清戦争図像に
影響を受けつつ模索していた絵師の意思が、錦絵に表出した結果であるとい
える。  
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第一章  図版  
 
（図 1-1）春齋年昌《大島少将成観ヲ
破ル之図》  
（図 1-2）よし豊《成歓駅勝戦之図》 
 
（図 1-3）  
歌川国虎《朝鮮国牙山開戦日本大勝
利之図》  
 
（図 1-4）  
五代歌川国政《朝鮮事件日清大激戦
之図》  
 
（図 1-5）五代歌川国政《帝国日本大
勝利》  
 
（図 1-6）楊州周延《朝鮮国成歓日
本大勝利之図》  
 
（図 1-7）水野年方《大日本帝国万々
歳  成歓襲撃和軍大捷之図》  
 
（図 1-8）尾形月耕《日清戦争日勢
平壌勝捕図》  
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（図 1-9）右田年英《旅順口之陥落》 
 
（図 1-10）右田年英《旅順口合囲》  
 
（図 1-11）右田年英《旅順口進撃》 
 
（図 1-12）《旅順口之陥落》部分  
 
（図 1-13）小林清親《於黄海我軍大
捷  第一図》  
 
（図 1-14）小林清親《於黄海我軍大
捷  第二図》  
 
（図 1-15）小林清親《於黄海我軍大
捷  第四図》  
 
（図 1-16）春斎年昌《我陸軍大同江
ヲ渡リ進軍之本営ヲ攻撃ス》  
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（図 1-17）小林清親《我斥候鴨緑江
附近に敵陣を窺ふ図》  
 
（図 1-18）小林清親《我軍牛荘城市
街戦撮影之図》  
 
（図 1-19）小林清親《冒営口厳寒我
軍張露営之図》  
 
（図 1-20）幽斎年章《日清戦争威海
衛ニ於我軍激戦ス》  
 
（図 1-21）小林清親《日本万歳平壌
之凱歌》  
 
（図 1-22）水野年方《清国北洋艦隊
於威海衛全滅遂提督丁汝昌我海軍敵
不能於官宅自殺図》  
 
（図 1-23）  
右田年英《劉公島官舎ニ丁汝昌遺書
ヲ 程 壁 光 ヘ 托 シ衆 ニ 代 リ テ 決死 ヲ
計ル図》  
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第二章  戦地別にみた日清戦争錦絵の特徴  
 
序論  
本章では、これまで筆者が調査を行ってきた 222 点の日清戦争錦絵につい
て、調査内容をもとに、それぞれの描写の特徴を述べていく。  
第一章において、日清戦争錦絵は、時期により描写表現や構図などに変化
がみられた。しかしながら、絵師の作風による表現の差異などがあるため、
同一の戦闘を描いた錦絵であっても、その特徴に当てはまらない作品も存在
する。だからこそ、作品を一点ずつ多角的に検証する必要性があると考える。
このような見解から、筆者は、国内の研究機関に収蔵されている日清戦争錦
絵を収集し、取材した戦地別に分類したのち、調査を行った。  
本章では、分類した錦絵の「題名」、「印刷及び発行年月」、「所蔵機関」、「制
作した絵師名」、「版元名」、「作品の内容」について判読できる範囲で記し、
該当図版 4 4とともに羅列した。また、各項目の冒頭では、作戦や戦局、日本軍
の動向など、錦絵に関連する出来事について記している 4 5。さらに、詞書が挿
入された錦絵については、別途【詞書】と表示しその内容を記した 4 6。  
 
第一節  成歓および牙山の戦闘  
成歓および牙山の戦闘は、豊島沖海戦と同様に、日本と清両国の宣戦布告
を待たずして起こった戦いである。大本営は、陸軍に対し、牙山に駐屯する
清国軍を制圧するよう命じる。その命を受け、牙山に向けて進軍し、途中で
東から回り込む左翼隊と、正面から牽制する右翼隊の 2 隊に別れることとな
った。二方から攻め込み、成歓東北の山を占領し、清国軍も敗走していった。
この進軍途中、右翼隊は清国兵の奇襲を受け、数名が死傷する。安城渡しを
2 キロほど超えた場所での戦闘であったため、国内で「安城の渡しの戦い」
と報じられる。  
                                                   
4 4 一部、著作権等の関係で公開することができない錦絵があり、該当作品については
「掲載不可」と記した。  
4 5 各時期の作戦や戦況については、塩島仁吉  編『日清戦史  第一巻』から『日清戦
史  第八巻』（いずれも、出版社：経済新聞社、発行年： 1895 年）、原田敬一『日清戦
争』を参考に解説を記した。  
4 6 各錦絵の題名や制作した絵師名などの記載については以下の通りである。  
《題名》（図版番号／印刷・発行年月日／所蔵）絵師名、版元名。作品の内容、所見。
また、判読不明文字については●で示している。  
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また、この時戦死した松崎直臣大尉や、喇叭卒木口小平 4 7の活躍も伝えら
れ、日清戦争初めての軍国美談が誕生した。  
 本節では、画題から「戦闘」と「美談」の 2 つに分類し、各作品の情報お
よび所見を述べる。  
 
1⁻1 戦闘  
《成歓之敵塁我兵踊入之図》（図 2-1／印刷：明治 27 年 8 月／国立国会図書
館）絵師：五代歌川国政、版元：石島八重、彫師：荒木。  
本図は浜辺での戦闘と、海戦とが描かれている。まず、画面中央をみてみ
ると、旭日旗を地面に立てようとする日本兵が描かれ、その周囲で日清両兵
が戦闘を繰り広げている。また、右側から列をなして日本軍が援軍に来てい
る様子が描写されている。一方、画面右奥には、横並びに黒と白の軍艦が２
隻配されており、右側の黒い艦は被弾し、火花が散っている。この描写から
おそらく、黒い軍艦が清国軍で、白い艦は日本軍であると考えられる。  
 
 
《我軍成歓之敵塁抜牙山清兵之根拠奪図》（図 2-2／印刷：明治 27 年 8 月 11
日・発行：同年 8 月 16 日／国立国会図書館）絵師：五代歌川国政、版元：朝
野文三郎、大西庄之助、福田熊次郎。  
本図では、川を挟み日清両兵が戦闘を繰り広げている姿が描かれている。
まず、画面右に騎乗する日本兵が配されており、それが大島少将であること
が画中の説明でわかる。その背後では大砲をうつ日本兵が配され、対岸の山
の山頂に被弾している様子が描写されている。画面右に騎乗した大島少将、
進軍する日本兵、画面左の岩山に追いやられる清国兵という構図が、《成歓之
                                                   
4 7 元々「白神源次郎」という名前で報道されていたが、これは誤りだったため、のち
に訂正されている。  
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敵塁我兵踊入之図》（図 2-1）とよく似ている。また、はっきりと明記されて
いないが、川の付近で日本軍が攻撃を仕掛けている姿や、月の描写などから、
早朝に開始された、清国軍拠点へ奇襲作戦を描いた作品であると推測できる。 
 
 
《朝鮮事件日清大激戦之図第壱》（図 2-3／印刷：明治 27 年 8 月 10 日・発
行：同年 8 月 18 日／国立国会図書館）絵師：五代歌川国政、版元：尾関岩
吉。「内務省検閲済」の記載あり。  
題名に「第壱」とあることから、連作として制作されたものと思われるが、
後に続く錦絵については、未だ発見できていない。本図をみていくと、中央
に騎乗した日本兵が配され、周囲の清国兵らをなぎ倒すという姿が描かれて
いる。このような構図は、この時期の錦絵に多く確認することができる。な
ぜ、この構図が採用されているのかについて、明確な理由は不明であるが、
原田敬一氏が、「武士を連想させる「騎馬」を日本兵とともに描くことで、兵
と武士の姿を重ね合わせ、武士の勇猛さや男らしさを、より強調して表現し
ようとしていたのではないか」と指摘している 4 8。確かに、当時、民衆にとっ
て、「軍人」よりも「武士」のほうが馴染みのある存在であったということは、
容易に想像することができる。だからこそ、武士のイメージとすり合わせる
ような描写を施したのではないか、と推測する。  
また、兵らの背後をみてみると、画面左には海が広がっており、日清両国
の軍艦が海上戦を繰り広げている。また、左上に描かれた戦闘に関する説明
書きがあり、成歓と牙山における激戦の末、日本軍が、清国の本営を撃破し
たことが伝えられている。  
【詞書】  
「我陸軍大勝報  去ル廿七日以来水原牙山ノ間成歓ニ於テ我勇猛ナル
軍隊清国兵ト●●シ忽チ劇戦トナリ、我軍一挙シテ是ヲ破リ連戦連勝進
                                                   
4 8 原田敬一「戦争を伝えた人びと―日清戦争と錦絵をめぐって―」『佛教大学文学部
論集』佛教大学、 2001 年、 14-15 頁  
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ンテ牙山ノ本営ヲ撃破シ海陸両軍共ニ勇往猛進シテ彼ノ咽喉ヲ扼シ、我
兵長躯シテ●●ヲ衝カバ旬月ヲ出スシテ遂ニ城下ノ盟ヒヲ成スノ一大
快報ニ接セン」  
 
 
《朝鮮安城渡ノ激戦之図》（図 2-4／印刷：明治 27 年 8 月 10 日、発行：同年
同月 18 日／国立国会図書館）絵師：五代歌川国政、版元：片田長次郎。  
題名より、成歓での奇襲作戦を描いた錦絵であることがわかる。画面左よ
り、「田辺大尉」、「武田中佐」、「松嵜大尉」、「山田少尉」と、奇襲作戦に参加
した日本兵の名前が記されている。そのうち、「松嵜大尉」とは松崎直臣のこ
とを指す。  
熊本に生まれた松崎は、日清戦争時、大島混成旅団に属し、歩兵第 21 連隊
右翼軍の中隊長として成歓の戦いに参戦した。7 月 29 日の深夜、成歓を攻略
すべく、日本軍は清国軍に対し夜襲を仕掛けた。清国軍拠点の手前には安城
川という水量の多い川が流れており、夜襲を敢行する日本兵の行く手を阻ん
でいた。その兵の中に松崎大尉もおり、率先して川に飛び込み兵らの渡河を
激励したという。その後、川を渡りきったが、待ち伏せていた清国兵の攻撃
を受け、松崎大尉や同隊の兵らが戦死する。  
 本図では、騎乗した松崎大尉が画面中央に配され、他の兵らを率いて渡河
する姿が描かれている。  
【詞書】  
「田辺大尉」、「武田中佐」、「松嵜大尉」、「山田少尉」  
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《牙山付近我兵大勝利之図》（図 2-5／印刷・発行：明治 27 年 8 月／国立国
会図書館・福島県立図書館）絵師：五代歌川国政、版元：朝野文三郎。  
図 3 同様、中央に騎乗した日本兵を配し、周囲で戦闘を繰り広げている定
番の構図がとられている。騎乗した兵の左側に「大尉松崎直臣」とあること
から、成歓での夜襲作戦以前の戦闘を伝えているものであることは明らかで
ある。本図には、印刷・発行日の記載がないため、いつ刊行されたかは定か
ではないが、夜襲作戦時の活躍を報じる錦絵と同時期に制作されたものであ
ると推測する。  
 
 
《日清大戦争帝国軍牙山之清兵打払之図》（図 2-6／印刷・発行：明治 27 年
8 月／国立国会図書館）絵師：五代歌川国政、版元：鎌田在明。  
崖での戦闘を報じた錦絵である。大砲の弾道が赤い線で描かれている点が
特徴的である。被弾し吹き飛ばされる清国兵や、至る所で煙が立ち込めてい
る描写など、戦闘の激しさを表現している。  
 
 
《朝鮮牙山陸軍大島少将勇戦ノ図》（図 2-7／印刷・発行：明治 27 年 8 月／
国立国会図書館）絵師：五代歌川国政、版元：不明。  
本図も、騎乗した日本兵を中心に据える、定番の構図がとられている。題
名の表記や、画中の説明によって、この日本兵が大嶋少将であることがわか
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る。この錦絵では、敵である清国兵も騎乗しており、大島少将の攻撃によっ
て、のけぞり、落馬する瞬間が描写されている。  
【詞書】  
大島少将  
 
 
《朝鮮国成歓日本大勝利之図》（図 2-8／印刷・発行：昭和 27 年 8 月／国立
国会図書館）絵師：楊州周延、版元：武川清吉。  
画面右に騎乗した日本兵が描かれており、その傍らには喇叭兵が高々とラ
ッパを吹く姿がある。騎乗した兵について、「大島少将」と説明があることか
ら、彼が率いる部隊の戦いを描いたものだと考えられる。浜辺を進軍する日
本兵などから、上陸して早々の戦闘であると考えられる。一方、画面左には、
日本兵の大砲などの攻撃によって岩場に追いやられる清国兵が描かれている。
また、画面中央奥には軍艦が描かれており、船の周囲に大砲の硝煙らしき煙
が上がっていることから、海上でも戦闘が繰り広げられていることがわかる。 
 
 
《牙山ニ日本兵大勝利之図》（図 2-9／印刷・発行：明治 27 年 8 月／国立国
会図書館）絵師：楊州周延、版元：荒井喜三郎。  
岩山に囲まれた平地で、日清両兵が戦闘を繰り広げている。中央には騎乗
した指揮官らしき兵が配されており、周囲では日本兵が清国兵に対し、一方
的に攻撃している様子が描写されている。  
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《我軍牙山清兵ノ根拠ヲ奪》（図 2-10／印刷・発行：明治 27 年 8 月／国立国
会図書館）絵師：楊州周延、版元：横山園松、彫師：寸鐵堂。  
《牙山ニ日本兵大勝利之図》（図 2-9）と類似した構図で戦闘が描かれてい
る。画面左に日本兵を、右には清国兵が配されている。銃剣を向け勇ましく
ポーズをとる日本兵と、それに怯え後ずさりする清国兵という、対照的な描
写で表現されている。画面中央には、成歓駅での戦闘における日本軍の活躍
を解説する文が挿入されている。  
【詞書】  
「廿七年七月廿九日午前三時開戰シ激戦五時間ノ後我軍全勝ヲ得テ成勸  
驛ノ敵壘ヲ悉ク抜キタリ  支那兵ハ二千八百餘人ニテ死傷者五百餘人ア  
リ  我軍ノ死傷ハ将校下士卒大約七十人  敵ハ狼狽シ全ク分散シテ洪州  
ノ方面二潰走セリ  分捕ハ軍旗数琉大砲四門其他山ノ如シ  猶追撃シテ  
牙山ノ根據ヲ奪ヘリ」  
 
 
《牙山一大激戦之図》（図 2-11／印刷・発行：明治 27 年 8 月／国立国会図書
館）絵師：楊州周延、版元：横山園松。  
浜辺での戦闘を伝える錦絵である。日本軍が旭日旗を掲げ、清国軍へ攻撃
を与える姿と、日本兵からの猛攻撃を受け、地面に倒れ込む清国兵が描写さ
れている。画面右手前には、血を流しうつ伏せになる清国兵の姿もある。空
高く掲げられた旭日旗と、兵とともに地面に倒れる清国軍旗の対比が印象的
である。画面右上の詞書は以下の通りである。  
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【詞書】  
「明治廿七年七月廿九日朝三時開戦激  五時間後我軍全勝を得て悉く
青函駅 4 9の敵壘を抜きたり  支那兵二千八百余  人にして殺傷五百  
余人敵ハ狼狽全く  分散して洪州の方  向に潰走せり分捕  軍旗数流
大砲四門  其他山の如し猶追撃して牙山の根據を奪へりト云フ」  
 
 
《我兵牙山ニ清国兵ヲ打敗る図》（図 2-12／印刷・発行：明治 27 年 8 月／福
島県立図書館）絵師：楊州周延、版元：不明  
牙山における戦闘を描いたものであるが、題名に「打敗る」とあるように、
日本軍の勝利を報じる錦絵である。日本兵に銃を向け、わずかな抵抗を見せ
るものの、地面に倒れ込み、戦意喪失している清国兵の姿や、中央に旭日旗
が掲げられている様などからみても、戦闘終了間際であるのは明らかである。
画中の説明書きには、この戦闘は、わずか数分で決着がついたと記されてい
る。  
【詞書】  
「明治廿七年七月廿八日日本陸兵ハ牙山二向て徐々進行せり  清国兵性  
懲りも無く又戦ひを挑めり  我兵何ぞ猶豫すべき乃ち之に應戦する僅か  
に数分間にして彼は大に敗れ忽ち四離八散するのみならば  其殺傷者も  
亦数を知らず殊に分捕の兵器ハ大砲小銃併せて千を以て筭ふべしと云ふ   
嗚呼陸に海に戦ふ毎に我兵の此大勝利を見る  豈に一大快事と慶せざる  
を得んや  此図ハ即ち其大略を画らん」  
 
 
 
                                                   
4 9 原文のまま表記。  
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《我斥候騎兵敵と衝突応戦の図》（図 2-13／印刷・発行：明治 27 年 8 月／福
島県立図書館）絵師：楊州周延、版元：辻岡文助  
 画面中央に騎乗した日本兵が清国兵をなぎ倒す姿が描かれ、周囲には同じ
ように騎乗した日清両兵が交戦している姿が描写されている。人物らは入り
乱れて戦闘し、人と人との間には煙が上がっており、激しい戦闘風景が表現
されている。どの戦地での戦いを取材した錦絵なのかどうかは不明であるが、
印刷および発行年月を確認すると、明治 27 年 8 月とあるので、おそらく成
歓・牙山の戦闘を題材としたものであると考えられる。  
 
 
《朝鮮国牙山  大日本陸軍大勝利之図》（図 2-14／印刷・発行：明治 27 年 8
月／国立国会図書館）絵師：楊州周延、版元：武川清吉  
 日本兵が清国兵を追い詰めている姿が描かれている。画面左に大畠少将と
いう人物が配され、その傍には日本兵が銃撃をおこなっている。一方、左で
は、清国兵を囲むようにして日本兵が描写されている。  
 
 
 
 
 
掲載不可  
34 
 
 
《日本勝利安城渡之清国兵ヲ破》（図 2-15／印刷：明治 27 年 8 月 10 日、発
行：同年同月 17 日／国立国会図書館）  
絵師：楊斎延一（応需）、版元：長谷川園吉。  
題名から、本図が、安城川付近での戦いを題材とした作であるとわかる。
日本軍の放った大砲が、橋に被弾し、次々と清国兵が川に落ちる様子が描か
れている。  
 
 
 
《日本大勝利成歓ノ戦ニ清国兵ヲ破》（図 2-16／印刷：明治 27 年 8 月 8 日、
発行：同年同月 11 日／静岡県立中央図書館）  
絵師：楊斎延一、版元：長谷川園吉。  
成歓での戦闘が描かれているが、他の錦絵の様に、海上戦はなく陸上戦の
みを伝えた作品となっている。中央に大きく描かれた激しい爆発が目を引く。 
 
 
《日清国兵於牙山戦争ノ図》（図 2-17／印刷・発行：明治 27 年 8 月／国立国
会図書館・福島県立図書館）絵師：楊斎延一、版元：横山良八、彫師：寸鐵
堂。  
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海岸での戦闘が描かれている。これまでの錦絵では、海は遠景に小さく描
かれるのみであったが、本図では画面全体に広く描かれている。画中の詞書
から、成歓での戦闘後、牙山に向かう日本軍を描いている錦絵であることが
わかる。  
【詞書】  
「我陸軍大勝利を以て成歓の支那兵を撃退し三十日午前七時より牙山に  
向ひ進むと云ふ」  
 
 
《日本帝国陸軍牙山全勝凱旋之図》（図 2-18／印刷・発行：明治 27 年 7 月／
国立国会図書館）絵師：楊斎延一（応需）、版元：綱島亀吉。  
本図は、戦闘図ではなく、戦闘終了後の凱旋風景を伝えるものである。日
本軍の拠点で、祝杯を挙げる日本兵らの姿が描かれている。画面右には、清
国軍旗や、清国兵の武器らしき描写が確認できる。このように、凱旋・祝宴
風景を描いたほぼすべての錦絵において、清国軍から奪った戦利品や、捕虜
の姿が描かれている。  
 
 
 
《成歓牙山  日清大激戦之図》（図 2-19／印刷・発行：明治 27 年／福島県立
図書館）絵師：楊斎延一（応需）、版元：不明。  
画面中央の騎兵した日本兵に、「大島少将」という説明が挿入されているこ
とから、少将率いる混成第九旅団の戦いを取材した錦絵であると思われる。
中央に大島少将を配し、その背後には日本兵が控えている。少将の視線の先
には日清両兵が交戦する様子が描写されている。日本兵の人数のほうが、清
掲載不可  
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国兵よりも少ないにも関わらず、清国兵を圧倒している。このような描写は、
他の錦絵にも多々見ることができ、少数でも打ち勝つことのできる強い日本
兵・日本軍を描きたかったのだと考えられる。  
 
 
《日本陸軍凱旋門エ引上ケ》（図 2-20／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：楊斎延一、版元：武川清吉  
 本図は、京城で催された凱旋パレードを描いた錦絵である。凱旋門が描か
れており、それに向かって日本兵らが行進している。大勢の日本兵らが描か
れているが、彼らの表情やポーズはほとんど同じであり、まる判子を連続で
押したかのような描写がなされている。あえて変化をつけずに描写すること
で、一糸乱れぬ行進をする日本兵を表現し、日本軍の規律正しい姿を描きた
かったのではないか。  
【詞書】  
  「六師牙山より凱旋なるものと為に  我公使韓乃王使と皆出て之を犒ひ   
我民人韓の百姓老若なく如しに  男女となく咸々箪食して来り迎へ  驩
天喜地手舞足踏して坷く我  皇の萬歳を謳ひ」  
 
 
《帝国軍隊牙山ニ清兵討》（図 2-21／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図書
館）絵師：豊原国輝（応需）、版元：矢沢久吉。  
本図でも、中央に騎乗した日本兵を配置する構図がとられている。また、
清国兵を倒す姿とともに、清国軍旗を奪う様子も描写されている。《朝鮮牙山
陸軍大島少将勇戦ノ図》（図 2-7）のように、騎乗する日本兵の傍に旭日旗が
掲げる構図のほかに、本図のように、清国軍旗を奪い、それを掲げている構
図もいくつかの錦絵で見受けられる。  
掲載不可  
掲載不可  
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《日清牙山争激之図》（図 2-22／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図書館） 
絵師：豊原国輝（応需）、版元：石井六之助。  
本図では、騎兵する清国兵を多数の日本兵が囲み、攻撃する姿が描かれて
いる。中央に騎乗した日本兵を配する構図と逆転しているが、日本兵が清国
兵を圧倒する様子を伝えているという点は変わりない。また、画面右に騎乗
する日本兵も描かれており、背後に旭日旗が配されている。  
 
 
 
《日清牙山大戦争ノ図》（図 2-23／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図書館）  
絵師：豊原国輝（応需）、版元：広瀬光太郎。  
日清両兵の戦闘のほかに、拠点と思われる場所で、戦いを見ている指揮官
らしき人物が描かれている。また、前線から離れた場所で戦いを観察する日
本兵の姿が見受けられる。このように、前線で戦う兵以外の人物も描かれて
いる点が特徴的である。  
 
 
《牙山激戦安城渡進撃之図》（図 2-24／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：小林清親、版元：松木平吉。  
 安城川でおこなわれた夜襲を見守る福島中佐と大島少将らが描かれている。
掲載不可  
掲載不可  
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画面右に川を渡り奇襲をかける松崎大尉の隊が、左には丘のような場所で、
騎乗し、前線を注視する福島中佐と大島少将が配されている。安城川の夜襲
を取材し、さらに松崎大尉の美談を取り上げる錦絵は多かったが、このよう
に、別動隊からみた夜襲を描く本図のような錦絵は他にないものである。  
【詞書】大島少将、福島中佐、松崎大尉  
 
 
 
《成歓ニ於テ日清激戦我兵大勝図》（図 2-25／印刷・発行：不明／国立国会
図書館）絵師：小林清親、版元：不明。  
他の錦絵と異なり、風景は巻き上がる砂埃と硝煙によって隠され、戦う日
清両兵の姿のみ描いている。周囲は薄暗く、描かれた白く細い線によって、
雨中での戦闘であることがわかる。画中の人物を見てみると、他の錦絵同様、
銃剣で戦う日本兵と、逃げまどう清国兵が描かれているが、清国兵の弁髪を
掴み振り回す日本兵や、両手を合わせて許しを請う清国兵と、より具体的な
兵士らの姿が描写されている。  
 
 
 
《日本陸軍牙山清兵追》（図 2-26／印刷・発行：明治 27 年 8 月／国立国会図
書館）絵師：香朝楼・補筆：国秀、版元：奥田忠兵衛。  
丘の上で戦闘を繰り広げている日清両兵の姿が描かれている。大砲の弾道
が赤い線で表現されている。また、画面右の谷の部分でも、戦闘がおこなわ
れており、清国兵を倒し、清国軍拠点に進む日本兵らが描写されている。背
景には海が広がっており、日清両軍艦が激しく戦闘し、清国軍の軍艦が沈ん
掲載不可  
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でいる様子が描き込まれている。  
 
 
 
《朝鮮国牙山陸戦》（図 2-27／印刷・発行：不明／国立国会図書館）絵師：絵
師：香朝楼・補筆：国秀、版元：綱島亀吉。  
 成歓近郊における、日本軍の清国軍陣営攻撃作戦を描いた錦絵である。画
面左に、清国軍陣地が描かれてお折、そこに向かって砲撃や銃撃をおこなう
日本兵の姿がある。一方、陣営では、日本軍の攻撃に対抗する清国兵らの姿
が描写されている。画面中央には、騎乗した将校らしき日本兵が、戦闘の指
揮を行っている。成歓の戦闘では、日本軍は二手に別れ作戦を遂行しており、
中には山地での戦闘もあったという。本図は、どの部隊が遭遇した戦闘であ
るのかは分からないが、描かれた地形などをみると、山に囲まれた土地での
戦いを描いた錦絵であることがわかる。  
【詞書】  
「我軍牙山清兵の根拠  
明治廿七年七月廿九日午前三時開戦し激戦五時間の後  我軍勝機を得て  
成歓駅の敵塁を悉く抜きケリ  敵は全く分散して杭州の方面に潰走せり   
分補ハ軍旗数旗大砲四門  其外山の如し又追撃して牙山の根拠を奪へり   
於牙山  大島少将」  
 
 
《大日本支那朝鮮牙山大激戦之図》（図 2-28／印刷・発行：明治 27 年／国立
国会図書館）絵師：延重、版元：古橋新之助。  
本図は、海岸で戦う日本軍の姿を描いた錦絵である。題名から、成歓及び
牙山の戦闘に取材した作品であることがわかる。画面右に、清国軍に向け砲
掲載不可  
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撃する日本兵らの姿が描かれている。砲撃している方向をみてみると、日清
両兵らが交戦している。また、画面左には、清国軍の拠点があり、攻撃を受
けた清国兵らがその拠点になだれ込んでいる姿が見てとれる。  
 本図のように、前景の人物や物を大きく描き、遠景の人物を極端に小さく
描くことで遠近感を出す描法は、他の日清戦争錦絵にもみられ、他の絵師た
ちが多用していたことが窺える。   
 
 
《大嶋少將成観 5 0ヲ破ル之図》（図 2-29／印刷・発行：明治 27 年 8 月／静岡
県立中央図書館）絵師：春斎年昌、版元：佐々木豊吉。  
日清両軍が、谷を挟み丘の上で銃撃戦を繰り広げている様子が描かれてい
る。大砲や銃を使用する兵らの姿が描写されており、前時代的な「戦」では
なく、近代的な「戦争」を表現しようとした作であるといえる。谷の部分に
は、両国兵を分断するかのように、砂埃や硝煙が描かれており、画面上部に
まで上がっている煙から、この地での戦闘の激しさを伝えている。  
 
 
《帝国陸軍  大勝利歓迎の図》（図 2-30／印刷・発行：明治 27 年／国立国会
図書館）絵師：春斎年昌、版元：清水泰五郎  
 成歓および牙山におけるせん等の勝利を祝し、京城で催された日本軍の凱
旋パレードを描いた錦絵である。画面右に、朝鮮国の国旗と日章旗が掲げら
れた凱旋門が配され、それに向かって日本兵らが行進している。兵らは旭日
旗をたなびかせ乱れることなく進んでいる。また、「成歓駅分捕品」と記され
                                                   
5 0 原文のまま表記。  
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た旗とともに、清国軍から略取した武器などが運ばれている。周囲には、日
本兵らに手を振る人々が記されている。本図の、日本軍の勝利を祝う朝鮮国
民の姿によって、日本軍や日本政府を受け入れる朝鮮国という構図を想起さ
せる図像となっていることが興味深い。  
【詞書】  
「帝国陸軍ハ成歓ノ敵塁ヲ抜キ進ンデ牙山ノ清国屯営ヲ追撃シ分補山ト  
ナス  大勝利ヲ得京城ニ凱旋ス  朝鮮ハ巨大ナル凱旋門ヲ新設シ軍隊左  
右ニ並列シ国王使並ニ迎ヘ大島少将ヘ王命ヲ通シ  我大鳥公使初メ其外  
韓人楽ヲ奏シ歓迎ス  式終リ各人萬歳ヲ唱エテ軍隊ハ屯営ニ引揚ゲリ   
帝国萬歳ノ喜バシキアリ」  
 
 
《我軍大捷牙山を陷るの図》（図 2-31／印刷・発行：明治 27 年／福島県立図
書館）絵師：右田年英、版元：綱島亀吉。  
 牙山近郊の日清両軍の衝突に取材した錦絵である。日本兵が清国兵を襲撃
している姿が描かれている。画面中央に、騎乗した将校らしき人物が配され、
それに歩兵や騎兵らが続いている。画面右では同じく騎乗した清国兵と歩兵
がいるが、日本軍の攻撃に対し、手も足も出ない様子である。背景には高く
昇る煙のみ描かれており、画中の描写だけではどの戦闘を描いているのか判
別できない。  
 
 
《安城渡ノ激戦我軍大捷之図》（図 2-32／印刷・発行：不明／福島県立図書
館）絵師：右田年英、版元：不明  
 安城川での戦いを取材した錦絵である。画面中央上から右下にかけて、川
が描かれており、それを横断し、対岸の清国兵を攻撃する日本兵の姿が描か
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れている。等身が高く、各人物の動きが比較的自然に描かれているが、清国
兵が大げさに飛び上がる姿など、誇張表現もしっかりと取り入れられている。
安城川における戦闘は、松崎大尉の美談と合わせて描かれていることが多い。
本図では、松崎大尉について触れられてはいないが、読み手であった庶民に
とっては、連日の報道や他の錦絵によって、松崎大尉が活躍した戦地を描い
たものだと一目見て理解していたと考えられる。  
 
 
《朝鮮牙山日本陸軍大勝利》（図 2-33／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：幾英、版元：松成保太郎。  
 成歓および牙山における日清両軍の交戦を描いた錦絵である。日本兵らが、
清国兵らを襲撃し、追い回す姿が描かれている。画面中央奥に、激しい爆発
描写がなされており、数名の清国兵がそれに巻き込まれ、高く空に飛ばされ
ている。一方、画面右には、清国兵らに向かい、銃撃を行う日本兵や、騎乗
し、兵らの指揮を執る将校らしき人物が配されている。また、画面左では、
日本軍を迎撃する清国兵らの姿が配されている。しかし、大半の清国兵は、
攻撃を受け逃げ回る姿で描かれている。  
 
 
《朝鮮国牙山開戦日本大勝利之図》（図 2-34／印刷・発行：明治 27 年／静岡
県立中央図書館）絵師：歌川国虎、版元：不明。  
本図も、中央に騎乗した日本兵を配する定番の構図がとられている。画中
の説明から、中央の人物は、大島少将であることがわかる。右手に清国軍か
ら奪い取った旗を持ち、何名もの清国軍を相手に勇猛果敢に戦う姿が描かれ
ている。  
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《牙山凱旋歓迎之図》（図 2-35／印刷・発行：明治 27 年 9 月／静岡県立中央
図書館）絵師：吟光（応需）、版元：不明。  
《日本帝国陸軍牙山全勝凱旋之図》（図 2-18）同様、牙山占領後の凱旋風
景を伝える錦絵である。混成第九旅団を率いた大島が、当時の朝鮮大師であ
った大鳥圭介（天保 4［ 1833］年‐明治 44［ 1911］年）と、朝鮮国文臣の李
允用（ 1854‐ 1939）に出迎えられる様子が描かれている。周囲には凱旋門が
配されているほか、旭日旗も掲げられている。日清戦争錦絵において、朝鮮
国の人々の姿はほとんどみられないが、このように、日本兵を祝福する人物
として描かれているものもある。また、福島県立図書館においても同一図様
の錦絵が所蔵されている。  
 
 
 
《牙山追撃日清両軍  成歓大激戦之図》（図 2-36／印刷・発行：不明／福島
県立図書館）絵師：秋香、版元：関口政次郎。  
 牙山進攻における、日清両軍の交戦を描いた錦絵である。画面左に、銃撃
を行う日本軍が、右では、背後の拠点を守るように、大砲を設置し迎え撃つ
清国軍が配されている。そして、その間で、日清両兵らが戦闘を繰り広げて
いる。清国軍側に大砲はあるものの、砲撃をしている者は誰一人いない。ま
た、付近に倒れている兵や、敗走する兵らが多々おり、清国軍は壊滅寸前で
ある。一方、日本兵らは一切動じておらず、一糸乱れぬ攻撃を与えている姿
で描かれている。このように、統率力がある日本兵と、統率がとれていない
44 
 
清国兵という構図を描いている錦絵は少なくない。  
 
 
《成歓牙山我陸軍大勝利凱旋之図》（図 2-37／印刷・発行：明治 27 年／国立
国会図書館）絵師：静光、版元：松野米次郎。  
本図も、《牙山凱旋歓迎之図》（図 2-35）同様、凱旋風景を伝える錦絵であ
る。本図でも、朝鮮国の人々から歓迎を受けている日本軍の姿が描かれてい
る。日清戦争の開戦動機について、日本は建前上「朝鮮を清国の支配から救
うため」だと強く主張した。そのような主張を正当化すべく、新聞でも報道
があったという 5 1。この錦絵の制作の背景には、このような風潮が関係する
のではないかと考える。  
 
【詞書】  
「成歓に大勝利なる我陸軍の凱旋に  朝鮮新政府ハ萬里倉の南の方に巨
大なる緑門を新設し  凱旋門と大書に日本旗と朝鮮旗を交又し  兵士両
側に並立も朝鮮国王使李充用並に迎ふ大島公使  大小の旗廿四本其内大
将葉と其旗ニ●●ニ十四本総て朝鮮人をして高く捧げしめ  我軍隊漸次
其所に達し大島旅団長各将校  凱旋門にて下馬を朝鮮王使使命を伝ふ順
次凱旋を祝せり  式全く終り各隊本陣へ引楊けり聞くも勇ましき我陸軍
の大勝利帝国萬歳萬々歳」  
 
 
《帝国軍隊大ニ清軍ヲ破ル》（図 2-38／印刷：明治 27 年、発行：不明／国立
国会図書館）絵師：不厭倦経茂、版元：井上吉次郎。  
                                                   
5 1 大谷正「日清戦争と従軍記者」『日清戦争と東アジア世界の変容（上巻）』東アジア
近代史学会、 1997 年、 353 頁  
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騎乗した日本兵（画中には「騎兵隊」との説明が挿入されている）と、清
国兵との戦闘が描かれている。遠景には騎兵隊が配され、遠景には山々が小
さく描かれており、遠近感が表現されている。日本軍の騎兵は、日清戦争錦
絵において多く登場しているが、歩兵に対し号令をかける姿か、複数の清国
兵を一人でなぎ倒す姿でしか描かれていない。本図のように、複数人の騎兵
による戦闘は珍しい。  
【詞書】  
騎兵隊  
 
 
《牙山清国兵遁走之図》（図 2-39／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図書館）  
絵師：年季、版元：井上吉次郎  
本図では、日本軍軍艦に驚き、内陸に逃げようとしている清国兵の姿が描
かれる。画面右に描かれた兵らの周辺で、煙が上がっていることから、軍艦
からの砲撃を受けていることがわかる。岩に打ちつけられている高波や、迫
りくる軍艦など、清国兵らの恐怖が鮮明に伝わる作であるといえる。  
 
 
《大日本帝国万々歳  成歓襲撃和軍大捷之図》（図 2-40／印刷・発行：不明
／福島県立図書館）絵師：水野年方（応需）、版元：不明。  
これまでの錦絵と異なり、前線ではなく、後方に控える日本軍の姿が配さ
れている。画面左に、銃撃する日本兵と、それを受け撤退する清国兵が描写
されている。右側には、兵士のほかに、従軍記者、画家の姿がある。「画伯米
僊君」「同金僊君」「諸新聞特派員」とあることから、従軍画家として国民新
聞社より派遣された日本画家の久保田米僊
べいせん
、金僊
きんせん
親子と、同社の記者である
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ことがわかる 5 2。  
 このような戦闘を描いた錦絵に、軍人以外の日本人が登場することは稀で
ある。当時、ほとんどその活動が報じられることの無かった記者たちの姿を
図像化することで、真新しさを強調し、他の戦争錦絵との差別化を図ったの
ではないかと考えられる。  
【詞書】  
画伯米僊君  同金僊君  諸新聞特派員  
 
 
《日清激戦我兵大勝利之図》（図 2-41／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：安田狂山、版元：不明。  
 成歓の清国軍拠点を攻める日本軍の活躍を描いた錦絵である。画面右に清
国軍拠点の城門が置かれ、日本兵らの攻撃を受け、清国兵らが逃げ込む様子
が描かれている。また、それを追い、城門へ進攻する日本兵らの姿も描写さ
れている。一方、画面中央には両手を目に当て泣きながら逃げる 2 人の清国
兵と、刀を掲げ、彼らを追い回す日本兵らの姿が見える。そして、画面左で
は、清国軍の分捕品を集め、軍馬で運ぶ兵の姿が描かれている。  
 
 
《成歓駅勝戦ノ図》（図 2-42／印刷・発行：明治 27 年 8 月 14 日／国立国会
図書館）絵師：柳亭よし豊、版元：長谷川久美之助。  
山に囲まれた平地で戦闘を繰り広げている日清両軍の姿が、鳥瞰的な視点
                                                   
5 2 米僊は京都で活動をしていたが、明治 24（ 1890）年に徳富蘇峰に誘われ、國民新聞
社に入社し、挿絵を描いた。日清戦争期に刊行された『国民新聞』を見てみると、米
僊名義の文章と挿絵が掲載されていることから、この時期の新聞記事から着想を得た
ものだと考えられる。  
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で描かれている。判子を押したかのように同じ姿で日本兵らを描写すること
で、一糸乱れず、統率のとれた日本軍の姿を演出している。  
 
 
《日本大勝成歓激戦》（図 2-43／印刷・発行：明治 27 年 8 月／国立国会図書
館）絵師：不明、版元：柏木延一郎。  
丘の上らしき場所で戦闘する日清両兵の姿が描かれている。画面右手前と
左奥の丘より、日本兵らが清国兵を谷へ追い込む様子が伝えられている。至
る所に、日清両兵の兵が数多く描写されていることから、大規模な戦闘であ
ったことを報じようとしたことが想像できる。  
 
 
《我兵成歓ニ勝戦ス》（図 2-44／印刷・発行：明治 27 年 8 月／国立国会図書
館）絵師：不明、版元：石島八重。  
1 人の日本軍の歩兵が、 4 人もの清国兵に対し奮闘する姿が描かれている。
日本兵の武器は刀と鞘だけであり、その 2 つを自在に使い、清国兵を相手に
している。この人物について、画中での説明はなく、どのような人物である
のかは不明である。このように、無名の兵士の活躍を伝える錦絵は数多く刊
行されており、日清戦争錦絵の特徴のひとつとして挙げることができる。  
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《其六  牙山我兵勝利得》（図 2-45／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：不明、版元：福田熊次郎。  
 題名を見るに、揃い物の錦絵であることがわかる。中央に日清両兵が騎乗
し、交戦する姿が描写されている。また、画面左側には、鉄砲を構える日本
兵らが、右側には、日本軍の攻撃に当たりのけぞり、逃げまどう清国兵らの
姿が配されている。  
 
 
《其八  牙山我兵勝利ヲ得ル》（図 2-46／印刷・発行：不明／福島県立図書
館）絵師：不明、版元：福田熊次郎。  
 題名の「其八」という表記から、《其六  牙山我兵勝利得》（図 2-44）の続
きを描いた錦絵であることがわかる。本図では、日本兵が三方向から清国軍
を攻撃している姿が描かれている。赤い線で表現された弾道が複数飛び交う
様子から、激しい戦いを表現している図であると想像できる。  
 
 
《朝鮮記聞大日本陸軍護営之図》（図 2-47／印刷・発行：明治 27 年 8 月／国
立国会図書館）絵師：不明、版元：松野米治郎  
 印刷・発行年月から、成歓及び牙山の戦闘における日本軍の姿を描いた錦
絵であることがわかる。画面右に配された日本兵らが、敗走する清国軍を追
いかける姿が描かれている。画面中央にはいくつかの建物が描写されている
ことから、清国軍の拠点であると思われる。判子で押したかのように似た姿
で描かれた人物や、アニリン赤の多用など、他の錦絵にもよくみられる描写
がなされている。  
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《牙山大激戦日本大勝利之図》（図 2-48／印刷・発行：明治 27 年／国立国会
図書館）絵師：不明、版元：小林泰次郎。  
岩山での戦闘が描かれている。画面右には、大砲の砲撃準備をする日本兵
が描写されている。また、双眼鏡を手に、戦闘を窺う日本兵の姿もみられる。  
 画面左上に、日本軍の進軍経路を表す地図が描き込まれている。文章によ
って、描かれている戦地での状況を伝える錦絵が多いが、このように、地図
を表示することで、戦況の補足説明するような錦絵も刊行されている。  
 
 
《朝鮮牙山清国兵逐戦之図》（図 2-49／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図
書館）絵師：不明、版元：堤吉兵衛。  
海岸における、日清両兵の戦闘が描かれている。群をなして清国兵を攻撃
する日本兵の姿が、力強く表現されている。本図でも、遠景に成歓の拠点ら
しき建物が配されており、拠点を占領する前の戦いであると思われる。  
 
1-2 日本兵の美談  
 
《成歓之駅ニ於テ松崎大尉勇戦ノ図》（図 2-50／印刷・発行：明治 27 年 8 月
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20 日／静岡県立中央図書館）絵師：楊斎延一（応需）、版元；長谷川園吉。  
本図は、松崎真臣大尉の美談を題材にした錦絵である。成歓の清国軍拠点
に向かうべく、進軍していた日本軍の前に、安城
あんじょう
川という大きな川が行く手
を阻んでいた。そんな中、松崎大尉が、率先して川に飛び込み、他の兵らを
激励したという。しかし、川を渡り切り、敵陣に突入しようとした際、大尉
は敵の銃弾を受け、戦死したという 5 3。この、率先して川を飛び込んだ大尉の
姿は、錦絵の題材となり、さまざまな描写によって、その雄姿が伝えられた。  
 
 
 
《安城渡激戦之図》（図 2-51／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵師：円
活、版元：横山良八。  
 本図もまた、安城川における松崎大尉の活躍を描いた錦絵である。しかし、
川で泳ぎつつ部下を指揮する姿ではなく、岸に上がり、清国兵と戦闘してい
る姿で描かれている。画面中央に、松崎大尉と思われる日本兵がおり、清国
兵 5 人を相手に奮闘している。その周囲には、銃弾が飛ぶ様子を表現した赤
い線が数多く描写されており、激しい銃撃戦の様子も見て取れる。  
【詞書】  
「清国兵ハ安城渡の橋梁を破看シ我兵ノ来援ヲ絶ツレバ  松崎大尉ヲ始  
メ部下ノ兵ハ河中ニ飛込泳デ前岸ニ踊リ上リ上尉ハ直失ニ敵陣ニ突入シ   
忽チニシテ清国兵ヲ敗走セシメタリト云フ」  
 
 
《安城渡大激戦松崎大尉勇猛》（図 2-52／印刷・発行：不明／福島県立図書
                                                   
5 3 小西四郎『錦絵  幕末明治の歴史 11 日清戦争』講談社、 1977 年、 32 頁  
掲載不可  
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館）絵師：水野年方、版元：秋山武右衛門。  
 本図においても、松崎大尉の美談が取り上げられている。中央の、先陣を
切って川を渡る人物が松崎大尉であると思われる。銃弾の飛び交う中、サー
ベル 1 本で清国兵に挑む姿は描かれている。人物には彩色が施されているが、
背景には、ほとんど色がなく、墨一色である。夜襲作戦であることを強調し
た表現であるといえる。  
 
 
《成歓之激戦松崎大尉奮勇ノ図》（図 2-53／印刷・発行：明治 27 年 9 月／福
島県立図書館）絵師：右田年英、版元：佐々木豊吉  
 煙の中、騎乗した松崎大尉が、サーベルを振り上げ、複数の清国兵を相手
取り奮戦する姿が描かれている。画面中央に、松崎大尉が配され、その周囲
には、煙や砲弾や鉄砲の銃撃を思わせるような光の描写がなされている。騎
乗した兵単独で戦うという場面は、前時代における合戦での武士を想起させ
るものであり、本図においても、日本兵の姿に武士の姿を重ねさせるような
表現がなされた錦絵である。  
 
 
《松崎大尉軍功を顕す図》（図 2-54／印刷・発行：不明／国立国会図書館）  
絵師：楊州周延、版元：不明。  
本図も、成歓での奇襲作戦の際、危険を冒して先陣を切った松崎大尉の美
談を描いた作である。しかし、安城川は広大に描かれている点など、同じく
松崎大尉の美談を取り上げた錦絵と比較すると、表現の利害が見られる。こ
の錦絵がいつ刊行されたものなのかは不明であるが、数多く発行された美談
掲載不可  
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を描いた錦絵との差別化を図るべく、表現を変えたのではないかと考える。  
【詞書】  
「明治廿七年七月廿 9 日の夜半十二時頃我陸兵ハ清国兵幕営の地なる成  
歡に向て進發し檄戦五時間の後物の美事に其敵塁を抜くのみならず次  
で牙山の根拠までをも奪  ふの大勝利誰か一太白を浮べて大日本帝國万  
歳の祝声を發せざらんや而して其快戦中最も勇猛にして先登第一の功  
を顕ハしたるは彼の清国兵が金城鉄壁と為し我兵  を此處に喰止んと頼  
みにしたる安城川に飛込みて漲る大水の中にて兵士を指揮し遂に渡り  
て敵兵の中に乱入したる陸軍歩兵大尉正七位勲五等松崎直臣氏なり氏  
ハ  旧熊本藩士にして人と為り沈毅  頗る漢学に通じ又文章を能くす明  
治七年飄然上京して陸軍士官学校に入り十年西南の役起るに當て氏ハ  
少尉試補を以て各地に轉戦し乱平きて勲六等に叙せらる爾来  累進現  
位に昇り前途大に有望の士なりしに惜い哉此檄戦中遂に敵丸の為めに  
戦死す嗚呼國家の為め誰か涙痕に咽ばざらん氏ハ安政元年に生る享年  
四十一歳呼。」  
 
 
《勇卒白神氏之美談》（図 2-55／印刷・発行：明治 28 年 11 月／福島県立図
書館）絵師：右田年英、版元：辻岡文助。  
本図も、日本兵の活躍を報じた錦絵である。喇叭卒木口
き ぐ ち
小平
こ へ い
は、松崎大尉
の部隊にいた兵であり、彼もまた夜襲作戦の最中に戦死した兵である。喇叭
兵であった木口は、喇叭を吹きつつ部隊の先頭に進み、敵兵の銃撃を受け倒
れてしまう。しかし、倒れてもなお吹き続けることをやめなかったという。
この美談はすぐさま報じられ、のちに軍歌として歌われたほか、尋常小学校
の教科書にも採用された。本図は、実際の報道より一年以上遅れて刊行され
ているが、おそらく、再度この美談が注目された時期であったのではないか
と推測する。本図の題名にある「白神氏」とは、別の部隊の喇叭兵であり、
同時期に戦死した「白神源次郎」であり、当時、木口小平と間違って報じら
53 
 
れた。おそらく、誤った情報のまま錦絵が制作されたため、このような表記
となっていると考えられる。  
【詞書】  
「死ありて生を思はす  進むを知りて退くことを知らざるは是我が軍人
の特性なり  喇叭手白神源次郎ハ進軍に際し喇叭を吹て真先に進ミ遇敵
弾に中りて仰けに倒る  しかし尚喇叭を手にし吹奏止ざりしと云。」  
 
第二節  威海衛軍艦奇襲作戦  
 明治 27 年 8 月 10 日、日本軍の連合艦隊は、威海衛に待機している清国軍
艦を攻撃すべく、威海衛沿岸の砲台へ攻撃をおこなった。しかし、艦隊が現
れなかったため砲撃を中止し、引き上げたという 5 4。  
 
 
《我軍艦威海衛ヲ攻撃スルノ図》（図 2-56／印刷・発行：明治 27 年 8 月／静
岡県立中央図書館）絵師：楊斎延一、版元：綱島亀吉。  
 本図の題名と描かれた内容から、威海衛における清国軍艦攻撃作戦に取材
した錦絵であることがわかる。画面右に、日清両軍艦が配され、日本兵らが
ボートで清国軍艦に乗り込み、甲板で戦闘を繰り広げている。一方、画面左
には、清国軍艦への攻撃を阻止すべく、清国兵らが日本兵らに向かい砲撃や
銃撃をおこなっている。  
実際とは異なり、清国軍艦へ攻撃を行っている様子が描かれているが、作
戦結果が報じられる前に、本図が制作されたため、事実とは違う描写になっ
ているのだと思われる。  
 【詞書】支那国  威海衛  
 
                                                   
5 4 塩島仁吉  編『日清戦史  第二巻』経済雑誌社、 1895 年、 75−76 頁  
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《威海衛攻撃の図》（図 2-57／印刷：明治 27 年 9 月 10 日、発行：明治 27 年
9 月 11 日／国立国会図書館）絵師：孟斎春暁、版元：荒川藤兵衛。  
 印刷および発行年月から、本図もまた、威海衛の砲台攻撃を描いた錦絵で
あることがわかる。画面右に停船している日本軍艦 3 隻が、画面右の沿岸に
設置された砲台を砲撃している。また、日本兵らはボートで沿岸まで進み、
清国兵らを攻撃している様子が描かれている。  
 《我軍艦威海衛ヲ攻撃スルノ図》（図 2-56）では、岸にいる清国軍らの視
点から描かれた錦絵であるが、本図は、日本軍艦の視点から戦闘が描写され
ている。  
 
第三節  豊島沖海戦  
明治 27（ 1895）年 7 月中旬より、大本営に、清国の日本人武官や領事から、
清国軍の動向が伝えられる。受け取った情報から、清国軍が朝鮮半島・牙山
へ増派を行う可能性を察知した大本営は、朝鮮半島西岸に清国艦隊および輸
送船を発見すれば、兵員増派のためであるので撃破すべしという命令を下す。
その後、命を受けた海軍は、 22 日朝鮮半島海域にむけ出向する。そして 25
日、巡回中の日本艦隊が豊島の方向より清国軍軍艦「済遠」と「広乙」、そし
てイギリス商船「高陞号」を発見する。この高陞号は、清国政府に雇用され、
清国兵と武器を牙山に輸送する途中であった。発見後、両軍艦による砲撃が
開始され、結果、広乙は浅瀬に乗り上げ、済遠も逃走した。一方、高陞号は、
日本軍の船を捨てよという信号を無視したため、砲撃を受け撃沈した。イギ
リス国籍の船を攻撃、沈没させたということで、一時イギリスの世論が沸騰
したが、国際法の基準に沿った行為であったことが認められたため沈静化し
た 5 5。  
 
                                                   
5 5 前掲書『戦争の日本史 19 日清戦争』 64-66 頁  
掲載不可  
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《清国軍艦沈没之図》（図 2-58／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図書館）
絵師：五代歌川国政、版元：尾関岩吉。  
 画面中央に、大きな炎と煙を上げ、海に沈む船が描かれている。詞書から、
日本軍艦が高陞号を砲撃している様子を伝える錦絵であることがわかる。艦
尾から高陞号が海に飲み込まれており、乗船していた清国兵らは次々と海上
に投げ出されている。また、画面左奥には、日本軍艦が配されており、砲口
から煙が上がっている描写から、高陞号を攻撃した艦であることがわかる。
また、この軍艦の傍には、清国軍艦「操江号」が描写されている。水しぶき
や燃え上がる炎によって、高陞号の激しい沈没のさまを伝える錦絵である。  
【詞書】  
「清國捕獲船操江号  日本軍艦  
我海軍の大勝利  
去ル 25 日我軍艦仁川の沖合  豊島の近傍於テ清艦三隻千五百の兵を運  
送船に搭載し牙山向ひ進み来る忽ち衝突・突撃戦となり  高雷の声海を  
覆し見事に彼の運送船を海底に打沈め  次で清園軍艦操江競を捕獲し   
靖遠は清園に慶こうハ牙山二向ひ逃げたり。」  
 
 
 
 
《日清海戦之図》（図 2-59／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図書館）絵師：
楊州周延、版元：横山園松。  
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 詞書の説明から、本図もまた、豊島沖海戦の戦闘を伝える錦絵であること
がわかる。被弾し、沈没しつつある清国軍艦と、それに乗船していた清国兵
の慌てる姿が画面右に描かれている。一方、画面左には、軍艦の甲板から沈
みゆく清国軍艦を見る日本兵らが配されている。清国軍艦の激しい爆発光や、
雲のようにあがる煙など、海戦の激しさを強調するかのような描写が目立つ
作品である。  
【詞書】  
「我艦隊大勝利の戦  
明治廿七年七月廿五日午前七時我が○○○○○○○ 5 6艦隊ハ南陽湾近海
に於て清国兵千五百人を搭載したる清国輸送船を打沈め  而して清国軍
間が我が軍艦に対して砲撃せしりより戦端開け即ち我が軍艦の慮戦して
激戦に及べリ    清国軍艦を皆逃遁せしめたりと云フ」  
 
 
《帝国海軍大勝利》（図 2-60／印刷・発行：不明／国立国会図書館）絵師：楊
州周延、版元：不明。  
 詞書の説明から、豊島沖海戦において、日本軍が、清国兵が乗船していた
高陞号へ攻撃を仕掛けている様子を描いた錦絵であろう。画面左前面に、大
きく傾く高陞号のマストと、その甲板でバランスを崩し、将棋倒しのように
倒れ込んでいる清国兵らの姿が描写されている。また、画面右には、高陞号
へ砲撃した日本軍艦が配され、そこから、ボートで、高陞号に向かっている
日本兵らの姿が見える。高陞号が描かれているのは、あえて高陞号の全体を
描かず、甲板とマストのみを描写することで、その巨大さや、沈没寸前であ
る船の臨場感を伝える作となっている。  
【詞書】  
「去る七月廿五日朝鮮園南陽湾近海於て海戦あり  清国兵を搭載したる  
                                                   
5 6表記のまま記載している。  
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運送船一般を沈没せしめ軍艦一隻を捕獲し護衛軍艦二隻を逃遁せしめた  
り」  
 
 
《日清大戦争我海軍大勝利》（図 2-61／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図
書館）絵師：楊州周延、版元：並川善六。  
 詞書に記された年月日から、豊島沖海戦における日本軍の活躍に取材した
錦絵であることがわかる。画面の左右に、それぞれ日本軍艦と清国軍艦が配
されており、日本軍艦の砲撃を受けている清国軍艦が描かれている。また、
ボートで清国軍艦に向かう日本兵もおり、それを見て、甲板で右往左往する
清国兵らの姿も描写されている。  
 さらに、画面左手前に描かれた清国軍艦の奥に、炎を上げ沈没しつつある
船が見えるが、詞書の説明から、清国兵を乗せていた商船・高陞号であるこ
とがわかる。  
 
【詞書】  
「明治廿七年七月廿五日  我軍隊ハ南陽湾近海に於て清平千五百人を搭
載したる運送船を討ち沈めたり  而して清軍艦ハ我が軍艦に対して砲撃
せしより戦端開けすなわち我が軍艦の慮戦して激戦に及べリ  軍門の血
祭りに清国兵の大群を海底に撃沈めて操江号を獲たり真に我軍隊の大勝
利とならずや」  
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《朝鮮豊島海辺ニ於ル日清海戦  我軍大勝利之図》（図 2-62／印刷・発行：
不明／福島県立図書館）絵師：楊州周延、版元：綱島亀吉。  
 本図は、豊島沖海戦における日本軍の活躍を伝えたものである。本図では、
清国軍艦の操江号が降参する様子が描かれている。画面中央に、半壊した操
江号が配され、その甲板では、「降」と記された白旗を振る清国兵らの姿があ
る。この軍艦のすぐ傍には、日本軍艦がおり、日本兵らが降参を受け入れて
いる様子が描写されている。その一方で、画面左手前には、すでに沈んでし
まった軍艦の、乗組員らしき清国兵数人が、残ったマストに必死にしがみつ
いている姿がある。降参した清国兵と、最後まで抵抗した兵のそれぞれの末
路を描いたかのような錦絵である。  
 
 
《日清海戦之図》（図 2-63／印刷・発行：明治 27 年 7 月／国立国会図書館）
絵師：楊斎延一（応需）、版元：綱島亀吉。  
 詞書から、豊島沖海戦の日清両海軍の戦いを描いた錦絵であることがわか
る。画面右に、大砲や銃で、清国軍艦を砲撃する日本軍艦が配されている。
その甲板には数多くの日本兵がおり、それぞれ攻撃命令を出す兵や、兵器を
操作する兵などが描写されている。また、軍艦の前方には、ボートが 2 隻配
されており、その上で日本兵らが銃撃をおこなっている。さらに、画面左に
は、彼らの攻撃を受け、今にも沈まんとする清国軍艦が小さく描かれている。  
 このような描写から、本図は、清国軍艦が派手に沈没するさまよりも、兵
が一丸となって攻撃している日本軍の姿に注目した錦絵であることがわかる。 
【詞書】  
「明治廿七年七月廿五日豊島付近ニ於テ海戦アリ我軍艦○○○ 5 7清国兵
千五百ヲ乗セタル運送船一隻ヲ沈没セシメ清軍艦操江ヲ捕獲シ済遠ハ清
国ニ広乙ハ牙山ニ向ヒテ逃ゲタリ」  
                                                   
5 7 一行ほど白抜きされている。  
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《朝鮮国豊嶋沖日清大激戦之図》（図 2-64／印刷・発行：明治 27 年／国立国
会図書館）絵師：楊斎延一（応需）、版元：樋口銀太郎。  
 本図もまた、豊島沖海戦における日本軍の活躍を伝える錦絵である。画面
左に砲撃する日本軍艦が配されている。一方、画面右には、日本軍艦からの
猛攻撃を受け、今にも沈みそうな清国軍艦が描かれている。さらに、周囲に
は、日清両軍兵が乗ったボートが描写されており、銃撃戦が繰り広げられて
いる。  
 それぞれのモティーフの配置が、同絵師が描いた《日清海戦之図》とよく
似ており、鏡合わせかのような構図となっている。この点から、この 2 作品
を制作するにあたって、人物描写や構成など、いくつか転用していた可能性
が考えられる。  
 
《日清戦争  日本大勝利海戦之図》（図 2-65／印刷・発行：不明／福島県立
図書館）絵師：尾形月耕、版元：不明。  
 日本軍の猛攻撃によって、沈みつつある船が描かれている。煙の中、水し
ぶきをあげ倒れる船と、何人もの清国兵らが海に落ちゆく姿が描写されてい
る。また、画面右には砲撃した日本軍艦が配されており、そこから、 2 隻の
ボートが船へ近づいている。どの海戦に取材した錦絵であるかは明確にはわ
からないが、沈没しつつある船の形態や、海で日本兵らに救助されている白
人がいることから、豊島沖で起こった高陞号事件に取材した錦絵であると推
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測できる。この白人はおそらく、イギリス商館の船長らであろう。  
 
 
《朝鮮豊島海戦之図》（図 2-66／印刷・発行：明治 27 年／福島県立図書館）
絵師：小林清親、版元：井上吉次郎  
 詞書の説明から、沈没する清国軍艦の広乙号を描いた錦絵であることがわ
かる。画面中央に、激しく燃え上がる広乙号が配されている。また、軍艦の
周囲の海上に 2 隻のボートが描かれていることから、乗船していた清国兵ら
が脱出していることがかわかる。さらに、画面左手前の浅瀬には、逃げてき
た兵らが呆然と軍艦を眺めている。炎は大きく、波や、浅瀬の岩までも赤く
照らしている。  
本図を描いた小林清親は、このような光や影の細やかな描写を得意とし、
抒情的な日清戦争錦絵を数多く残した。  
【詞書】  
「清国軍艦廣乙號  帝国軍艦ニ追撃サレ大敗之極ク自ラ船ヲ焼キ陸地ヲ
求テ遁走ス」  
 
 
《日清艦激戦之図》（図 2-67／印刷：明治 27 年 8 月、発行：明治 27 年／国
立国会図書館・福島県立図書館）絵師：春斎年昌、版元：小森宗次郎  
 日清両軍の海戦が描かれている。画面右には日本軍艦の甲板と、そのうえ
で砲撃する兵らの姿がある。一方、画面左をみてみると、日本軍が放った砲
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弾が着弾し、大きな灰色の煙が上がっている清国軍艦と、その衝撃で海に振
り落とされる清国兵らの姿が見てとれる。また、遠景には、両軍艦が交戦す
る様子が描かれている。また、砲撃による衝撃のためか、軍艦の周囲には大
きく激しい波が起こっており、その波を縫うように、日本軍のボートが描か
れている。制作年月から、本図は豊島沖の海戦に取材した錦絵であると思わ
れる。  
 
 
《朝鮮豊島近海激戦日軍艦隊大勝利の図》（図 2-68／印刷：明治 27 年 8 月 19
日、発行：明治 27 年 8 月／静岡県立中央図書館）絵師：孟斎春暁、版元：荒
川藤兵衛  
 豊島沖で勃発した、日清両軍の海戦を描いた錦絵である。画面右に日本軍
艦 2 隻が、画面左には、清国軍艦が配されている。本図では、一斉砲撃をお
こなう日本軍艦と、被弾し、大きく傾き、今にも沈みつつある清国軍艦が描
かれている。さらに、日本軍艦から、日本兵らがボートに乗り、清国軍艦に
取り込み、清国兵らに攻撃を行っている姿も描写されている。海戦において、
軍艦同士の砲撃戦が主であり、人対人の戦いは滅多に勃発しないと思われる
が、本図のように、錦絵では描き込まれることが多い。  
 
 
《我艦隊清艦を捕獲する図》（図 2-69／印刷：明治 27 年 7 月、発行：明治 27
年／国立国会図書館、静岡県立中央図書館）絵師：不明、版元：辻岡文助  
 詞書の説明から、清国軍艦の操江号を攻撃した日本軍の様子を伝える錦絵
であることがわかる。画面右に、日本軍艦の甲板が描かれており、操江号を
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指さす日本兵の姿が描写されている。また、右奥には、その報を受け、操江
号に向い砲撃をおこなう日本兵の姿がある。一方、画面左には、日本軍艦の
砲撃が被弾し、大きな波に飲まれ、沈む操江号が描かれている。操江号は、
高陞号の護衛艦であったが、日本軍に発見され砲撃を受けたのち、拿捕され
日本籍の軍艦となった。  
【詞書】  
明治廿七年七月廿五日我が軍艦が仁川に向て進行の折から豊島の近海に於て
清艦操江号に出遇ひたり然るに彼ハ艦則をも守らざるのみか突然発旭するの
無法なるより我が艦隊も止を得ずこれに慮戦して忽ち彼が運送船一般を沈没
せしめ猶其操江号を捕獲したれバ之に随伴する二船ハ大に狼狽し靖遠号ハ清
国ヘ慶乙号ハ牙山ヘ向て遁走したり而して其際分捕たるハ大砲廿門小銃三千
齢挺其他武器無数なる由  
 
 
《朝鮮豊島辺日清艦戦争日本軍大勝利の図》（図 2-70／印刷・発行：不明／
国立国会図書館）絵師：不明、版元：不明  
 豊島沖における日本軍の活躍を伝える錦絵である。本図では、清国軍艦に
乗り込み、清国兵らと戦う日本兵らの姿が画かれている。画面左に、日本軍
艦が配され、そこから日本兵が乗船したボートが出ている。ボートは画面右
の清国軍艦に向かっており、軍艦の甲板では、日清両兵が戦いを繰り広げて
いる。また、艦の爆発によって、空に打ち上げられた清国兵の姿も見える。  
 本図もまた、激しい爆発描写や、荒々しい波など、目を引く派手な描写が
多数盛り込まれている。  
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《日清海戦の図》（図 2-71／印刷：明治 27 年 8 月、発行：明治 27 年／国立
国会図書館）絵師：不明、版元：山本与市  
 清国軍艦の甲板で戦う日本兵らの姿が描かれている。清国軍艦に日本兵ら
が大挙をなして進攻している。そして、甲板のいたる所で、日清両兵らの激
戦を繰り広げられている。日本兵と清国兵の願望が明らかに描き分けられて
おり、日本兵は勇ましく端整な顔立ちで表現されているが、清国兵は、顔を
歪め、醜悪な人相で描写されている。  
 印刷日から、本図は豊島沖海戦に取材した錦絵であることがわかる。  
 
 
《日清海陸大戦争》（図 2-72／印刷・発行：明治 27 年 8 月／国立国会図書館）
絵師：不明、版元：坂井金三郎  
 印刷・発行日や、詞書の説明などから、豊島沖海戦と成歓及び牙山の戦闘
を描いた錦絵であることがわかる。画面右には山道があり、そこで日清両軍
兵が交戦している。また、画面左には、海が広がっており、両国軍艦が砲撃
戦を繰り広げており、「清国運送舩」と説明の入った船が撃沈されている。  
 本図では、ほぼ同時期に起こった陸戦、海戦を同画面に描いている。この
ように、両戦闘をまとめて描いた錦絵は、初期の戦闘を描いたもののみにみ
られた。  
【詞書】  
操江號、廣乙艦、靖遠號、清国運送船   
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《朝鮮牙山日清大戦争日本国陸軍兵大勝利之図》（図 2-73／印刷・発行：不
明／国立国会図書館）絵師：河原蝶盛基、版元：不明  
 日本兵らが、地形を利用し、清国兵らを襲撃する様子が描かれている。歩
兵や騎兵、工兵など、各部隊が散らばり、清国兵らを一箇所に追い詰め攻撃
を行っている。本図の至る所に白煙が描き込まれており、攻撃の全容ははっ
きりと確認できないが、倒れ込む清国兵などの描写から、日本軍が優位に立
つ戦闘であることがわかる。また、遠景には海が広がっており、 3 隻の軍艦
が描き込まれている。  
 
第四節  平壌占領戦  
 8 月下旬、大本営は今後の方針として、黄海西側の直隷平野に進攻し、決
戦を行うという作戦を計画する。それを実行すべく、旅順半島の攻略および、
南満州の奉天を攻撃する陽動作戦の実施、さらにはこの陽動作戦を実行すべ
く、平壌を占領するという具体的方針を打ち立てた。この方針に沿って、正
面攻撃を行う隊（混成第九旅団）、漢城に進んでいた部隊と合流し平壌東から
攻める隊（朔寧支隊）、平壌北に進み、進軍の退路を断つ隊（元山支隊）に別
れ、作戦を実行する。途中大同江という川で三方面から攻撃を行っていたが
日本軍であったが、平壌城からの清国軍の猛攻を受け、長期戦となっていた。
その後、清国軍は平壌城を脱出し、退却したことで、日本軍の攻略作戦は終
了した。この作戦においても、日本兵らの活躍は報じられ、国内の人々は大
いに沸き立った。  
 平壌占領戦を題材とした錦絵において、描かれた場面は多岐にわたってい
る。そこで本節では、描写されたモティーフをもとに、錦絵をさらに 6 グル
ープ（ 1.平壌進軍途中の戦い、2.大同江付近での戦闘、3.川崎伊勢雄の美談、
4. 平壌城門前の戦い、5．原田重吉の活躍、6．占領後）に分類し、分析をお
こなった。  
 
4‐ 1 平壌進軍途中の戦い  
掲載不可  
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《平壌激戦我軍大勝図》（図 2-74／印刷・発行：明治 27 年 9 月／国立国会図
書館）絵師：楊斎延一（応需）、版元：朝野文三郎、大西庄之助、長谷川園吉  
 街道にて日清両軍が交戦している様子を描いた錦絵である。画面左右に日
本兵がおり、銃撃や騎兵による攻撃によって、中央に清国軍を追い詰めてい
る。右側手前では、負傷している兵らを手当てする女性の看護師の姿が配さ
れている。日清両軍の戦闘のみ描かれる中で、このように看護師の姿が描か
れることは珍しい。当然のことながら、彼女らは前線に出ることはなく、安
全な拠点にて処置を行っている。おそらく本図は、赤十字社の活動を知った
絵師または版元が、戦地で活躍しているかのように描いたものと思われる。  
【詞書】  
「帝國萬歳陸軍萬歳  
明治廿七年九月十六日我軍野津中将大島少将立見少将佐藤大佐  各隊ヲ
分ツテ平壌ノ四面ヲ囲ミ非常ノ激戦ニシテ遂ニ我軍全勝  平壌を畧取シ
敵ノ大将左宝貴以下四将下士卒数人ヲ生捕シ  及ヒ兵器糧食金銀塊等我
手ニ落手シタルモノ実ニ数多ナリ」  
 
 
《帝国陸軍  平壌大激戦之図》（図 2-75／印刷・発行：明治 27 年／福島県立
図書館）絵師：春斎年昌、版元：武川清吉  
 日清両兵の戦闘を描く。題名に「平壌」とあることから、平壌占領戦遂行
中に起こった戦いに取材した錦絵であることがわかる。画面左から清国軍、
右からは日本軍が中央に向かい進軍している。中央では、逃走しようとする
清国兵を追いかける日本兵らの姿が描写されている。  
掲載不可  
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《平壌ニ我兵大勝利》（図 2-76／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵師：
五代歌川国政、版元：綱島亀吉  
 谷底にいる清国軍を、日本軍が山の上より攻撃を仕掛けようとする姿が描
かれている。画面右の丘の上に、騎乗した兵がいる。手を掲げていることか
ら、作戦開始の号令をかけているように見える。この騎兵の視線の先には、
日本軍の歩兵がおり、谷底の清国兵に向かい突撃している。このように、谷
底に追い詰め、攻撃を仕掛ける日本軍の姿を描写した錦絵は他にも見ること
ができる。描かれた具体的な場所については不明であるが、平壌占領作戦の
遂行の中で、平壌近郊の高地に築かれた清国軍堡塁も攻撃していた 5 8ので、
その時の報道を受け、本図の着想を得たのではないかと考える。  
 
 
《大日本卜清国卜両軍平城 5 9激戦之図》（図 2-77／印刷・発行：明治 27 年 9
月／国立国会図書館）絵師：五代歌川国政、版元：片田長次郎、「内務省閲覧
許可」の印あり  
 日清両軍の夜戦を描いた錦絵である。題名に「平城」とあるが、恐らく「平
壌」の誤りであろう。夜中であることを強調したかったのか、空は墨で黒く
色づけられており、月や星は描かれていない。画面中央では、日清両兵が戦
闘を繰り広げているが、左を見てみると、小高い山の草むらに火が放たれて
おり、画面いっぱいに火柱が上がっている。林の中から清国兵らが飛び出し
ている描写から、恐らく伏兵をあぶりだすべく日本兵が放った火なのだと想
                                                   
5 8 前掲書  原田敬一『戦争の日本史 19 日清戦争』 117 頁  
5 9 記入通りに記載している。  
掲載不可  
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像できる。  
 空が黒で摺られているため、夜戦であることが想像できるが、人物や地面
を見てみても、影の描写など、夜を感じさせるような表現は特になされてい
ない。このような表現をおこなうに至った理由は不明である。  
 
 
《平壌進発我軍威ニ清国兵恐怖之図》（図 2-77／印刷・発行：不明／国立国
会図書館）絵師：歌川国虎、版元：綱島亀吉  
 進軍する日本軍の姿を描いた錦絵である。画面下に赤い橋が描かれており、
中央に騎乗した野津中将が描かれている。その足元を見てみると、頭を抱え
る清国兵や、尻餅をついている兵の姿がある。また、橋を渡った先に清国軍
がいるが、日本軍や野津中将を見て怖気づいたのか、退却しようとしている。
野津中将が精悍な顔立ちで描かれている一方、清国兵は怯えきって鈍重な姿
で表現されている。  
【詞書】  
大嶌少将、福嶌中佐、野津中将  
 
 
《平壌大勝利之図》（図 2-78／印刷・発行：明治 27 年 9 月／福島県立図書館）
絵師：楊斎延一、版元：森本順三郎、彫師：ホリ徳  
 平壌の戦いにおける大嶋少将率いる混成第九旅団と、左
さ
寶
ほう
貴
き
（ 1837-1894）
の奉天砲軍との戦闘を取り上げた錦絵である。中央には騎乗した大嶋少将が、
同じく軍馬に乗る左寶貴を追う姿が描かれている。また、彼らの周囲では、
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日本兵が清国兵を一方的に倒している様子が描写されている。  
 画中には、大島少将と左
さ
寶
ぼ
貴
き
の説明として、それぞれ「混成旅團長  大島
少將」、「清國奉天砲軍統領  左寶貴」という詞書が挿入されている。また、
左上には、平壌での日本軍勝利と、近日行われる奉天府攻略戦でも勝利し、
占領を果たすだろうという内容の文章が掲載されている。  
【詞書】  
「平壌の大勝利  
平壌に於て大血戦ない  我軍向ふるに敵なし  破竹の勢を以て平壌を  
乗取りたり  清国兵の死傷者数多なり  実に我軍ハ戦ヘバ必ず勝ち攻メバ
必ず取る  我軍必らず近く鴨緑江を略し進で清国奉天府を領す  愉快な
る哉  壮なるかな」  
 
 
《平壌攻撃我軍敵塁ヲ抜ク》（図 2-79／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：水野年方（応需）、版元：不明  
積みあがった石や土を乗り越え、清国兵を攻撃する日本兵の姿が描かれて
いる。おそらく、清国軍の土塁を突破する日本軍を取り上げたものであると
考えられる。本図もまた、煙によって遠景が隠されており、うっすらと日清
両兵の交戦が見えるような描写がなされている。さらに、アニリン赤といっ
た、原色に近い色は使用されず、全体的に落ち着いた色調で表現されている。  
 
 
 
 
掲載不可  
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《平壌大激戦輝倭魂  海外》（図 2-80／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図
書館・福島県立図書館）絵師：藤原信一、版元：秋山武右衛門  
 本図もまた、平壌進軍途中における戦いを描いた錦絵である。しかし、他
の錦絵とは異なり、軍夫が戦う姿が描写されている。当時、数十万人の民間
人が軍夫として雇われ、補給業務などを担当したという。また、彼らの手記
や手紙は、従軍記者の記事とともに新聞紙面に掲載されている。おそらく、
本図もまた、軍夫の証言を取材した錦絵であると考えられるが、本来後衛に
いるはずの軍夫が兵士のように戦闘をしている点から、史実を誇張し描いた
ものである可能性は高い。  
 
 
《我軍平壌の清兵を襲撃する図》（図 2-81／印刷・発行：不明／福島県立図
書館）絵師：安達吟光（応需）、版元：不明  
平壌での戦いを取材した錦絵であるが、同じ戦局を取材した作品と異なり、
城門や城壁などが描かれていない。画面左の木や、兵らの足元に描かれた草
むらなど、日本兵が平壌に向かう道中での戦いを描いていると考えられる。
画面左手前には騎乗した日本兵と、旭日旗をもつ兵、右奥には戦闘を行う日
清両兵が配されている。彼らを二分するように描き込まれた煙によって、遠
近感が出されている。  
 
 
《日清平壌激戦之図》（図 2-82／印刷・発行：不明／福島県立図書館）  
絵師：右田年英（応需）、版元：堤吉兵衛  
 落款から、右田年英の作と考えられる。また、画中の「福島中佐」と「野
掲載不可  
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津中将」という詞書から、平壌における、福島安正中佐と野津道貫中将の活
躍を題材とした錦絵である。騎乗する福島中佐と野津中佐が中央に配され、
左に描かれた清国兵を次々と倒す姿が描かれている。本図でもまた、「騎乗し
た日本兵が大勢の清国兵を倒す」という構図が採用されている。  
【詞書】  
福島中佐  野津中将  
 
 
《我大斥候清軍ヲ撃破ス》（図 2-83／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：進斎年光（応需）、版元：不明  
 詞書から、本図は、平壌進軍途中に勃発した戦闘を描いた錦絵である。川
を挟み日清両軍が交戦している。画面左には日本軍の陣営があり、清国軍に
向かって砲撃を行っている。また、陣営内には負傷した兵もいるようでその
手当も行われている。一方、右側は清国軍の陣営であるが、日本兵らが続々
と進攻しているため、壊滅状態である。  
【詞書】  
「呼盛んなる哉中和府ニ  我陸軍大斥候清国兵打破ちる事風に木の葉の
知  し然れど清国兵弱気にあらず  我兵強なる故也弱ハ強ニ敵し難し左
ハ言弱なりと侮どる可からず  彼え大軍なれば連恐るるに足らず  益進
撃して進軍に輝さんは近きに有  帝国ノ万々歳ヲ祝すのみ」  
 
 
 
《元山行進  日清両軍平壌大激戦之図》（図 2-84／印刷・発行：不明／福島
県立図書館）絵師：秋香、版元：不明、彫師：梅澤  
掲載不可  
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 題名から、平壌への行軍途中の戦闘を取材した錦絵であることがわかる。
画面左上から右下にかけて煙が描き込まれており、それを挟んで左側に日本
軍、右側に清国軍が配されている。また、画面奥では、日清両兵が交戦する
様子を見て取ることができる。  
 
 
 
《帝国陸軍大勝利平壌之図》（図 2-85／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：晴洲、版元：不明  
 本図もまた、平壌進軍途中における日本軍の戦いを描いた錦絵である。画
面中央に、木の右が縦に配され、画面を二分している。向かって左では日清
両軍が戦闘を繰り広げており、右では、野津中将が指揮を執っている様子が
描かれている。画面中央、木の幹に隠れるようにして、朝鮮国の兵らしき人
物が描写されている。日清戦争錦絵において、とりわけ豊島沖海戦以降の戦
闘を描いた作品で、朝鮮国の兵が描かれることはほとんどない。本図では、
日清両軍の戦闘の中に、朝鮮国兵描かれており、珍しい作であるといえる。  
 
 
 
 
 
 
4‐ 2 大同江付近での戦闘  
 
《大同江仮橋渡リ進撃之図》（図 2-86／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：楊州周延、版元：綱島亀吉  
掲載不可  
掲載不可  
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 大同江を渡河した先で勃発した戦闘を描いた錦絵である。画面右で、日清
両軍が交戦している姿があり、日本軍の背後には、応戦すべく、仮橋を渡っ
ている日本兵らの姿がある。大同江は広大な河川であり、大砲などもあった
ため、そのまま川を横断することは不可能であった。そのため、小舟を利用
した橋が工兵によって造られ、それを利用し平壌へ進軍したという。ここで
も、橋の板の下に小舟が描かれており、日本軍が進軍のために造立したとい
うことがわかる。  
 
 
《我陸軍工兵大同江ニ船橋ヲ造リ敵ノ対岸ニ至ル》（図 2-87／印刷：明治 27
年 9 月 10 日、発行：明治 27 年 9 月／国立国会図書館）絵師：梅寿国利、版
元：長谷川久美之助  
 本図もまた、《大同江仮橋渡リ進撃之図》（図 2-86）と同じく、大同江近郊
で起こった戦闘に取材した錦絵である。画面中央上から右下にかけて大同江
が描かれており、そこには小舟で造られた橋が架かっている。その上を、日
本軍の兵らが隊をなして渡っており、その先では、清国軍を攻撃する姿が描
写されている。何百もの兵らが橋を渡る姿は壮観であり、日本兵らの隊列は
一切乱れていない。対して、清国兵は攻撃を受け、四方に逃げまどう姿で描
かれている。日本軍に対し、「統率力」や「強さ」というイメージを読み手に
伝える錦絵である。  
 
 
 
 
 
《平壌大激戦日本軍大勝利》（図 2-88／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図
書館）絵師：梅寿国利、版元：広瀬光太郎  
 平壌城へ進軍する途中で起こった戦闘に取材した錦絵である。画面中央に
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広い川が描かれており、日本軍の進路から、大同江であることがわかる。画
面前方には、河川敷があり、そこで日清両軍が戦闘を繰り広げている。一方、
後方には川に架かる橋が描かれ、そこでは橋上で戦おうとする兵らの姿があ
る。河川敷で戦う日本兵に目を向けてみると、やはりここでも、清国兵らを
一方的に攻撃する日本兵と、その攻撃の勢いに負け、退却しようとする清国
兵の姿がある。日本軍が優位に戦闘を進めているかのように描写されている
が、実際の戦闘では、清国軍の攻撃は強烈であり、日本軍を苦しめていたと
いう 6 0。日本軍の活躍のみ抜粋し描いていたことがわかる作である。  
 
 
《我陸軍大同江ヲ渡リ清軍之本営ヲ攻撃ス》（図 2-89／印刷・発行：不明／
国立国会図書館）絵師：春斎年昌、版元：清水泰五郎  
 平壌近郊にある大同江を渡河する日本軍を取材した錦絵である。画面左半
分が川の描写であり、右の岸には橋を架けようとする日本兵と、対岸を偵察
する兵とが描かれている。平壌陥落戦を取材した他の錦絵において、船を利
用して造られた仮橋を渡り、進軍する日本兵らの姿が描写されているが、本
図はおそらく、その仮橋を建造している姿を描いた錦絵だと考えられる。  
 
 
《暴虎之図  平壌ノ敵兵中ニ閔丙夷ノ使虎有  然モ我先軍ノ攻撃ニ進ミ得
テ却ル  陣中暴廻リ悉ク清国兵ヲ慆ル》（図 2-90／印刷・発行：明治 27 年／
国立国会図書館）絵師：楳斎、版元：清水泰五郎  
本図もまた、虎が戦闘に登場している。画面全体に、清国兵と虎が入り乱
れている姿が描写されている。何匹もの巨大な虎が清国兵を襲っており、そ
の拠点までも壊している。清国兵の阿鼻叫喚が聞こえてきそうな画面である。
                                                   
6 0 前掲書  原田敬一『戦争の日本史 19 日清戦争』 119 頁  
掲載不可  
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この虎について、題名を見てみると、閔丙夷（ 1858-？） 6 1という朝鮮国の貴
族が持つ虎だと記されている。どこまでが史実であり、どのような報道によ
って本図や《中和ヨリ進撃平壌大激戦  京城ヨリ平壌マデ六十五里》が制作
されたのかまでは不明である。  
 
 
《中和ヨリ進撃平壌大激戦  京城ヨリ平壌マデ六十五里》（図 2-91／印刷・
発行：明治 27 年／国立国会図書館）絵師：豊原国輝、版元：石井六之助  
 題名の「中和」とは、義州街道上の中和府のことを指す。平壌に進軍して
いた日本軍の第九旅団は、途中、中和府に到着する。到着すると、この先に
ある大同江付近に清国軍が進出してきているという報せを受ける。部隊はそ
の報告を受け、 2 日後中和府を出発し、清国軍との戦闘に入った。本図は、
この大同江における戦いを取材した錦絵であろう。他の錦絵と同様、日清両
兵が交戦している姿が描かれているが、その中に虎が清国兵を襲う様子が描
写されている。また、日本兵らと虎が共闘し、清国兵らを倒す描写もみられ
る。この虎について、はっきりとしたことはわからないが、《暴虎之図  平壌
ノ敵兵中ニ閔丙夷ノ使虎有  然モ我先軍ノ攻撃ニ進ミ得テ却ル  陣中暴廻リ
悉ク清国兵ヲ慆ル》（図 2-90）にも、虎が清国兵を襲う描写がある。  
【詞書】  
大嶋少将、野津、福嶋  
 
 
《平壌激戦帝国大勝利》（図 2-92／印刷・発行：不明／国立国会図書館）絵
                                                   
6 1 大村友之丞  編『朝鮮国貴族』朝鮮研究会、 1910 年、 92 頁  
掲載不可  
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師：五代歌川国政、版元：不明  
 本図は、平壌への進軍途中に勃発した戦闘を描いた錦絵である。背景に川
の描写があることから、大同江を渡河した先で起こった戦いであると思われ
る。  
 画面中央に、騎乗した野津中将と左宝貴が一騎打ちしている姿が描かれて
いる。左宝貴が今にも落馬しようとしているが、銃口を野津中将に向けてい
る。周囲では日清両兵らが交戦している。画面右には大嶋少将、左には清国
兵が、両者とも騎乗した姿で、右手に刀を持ち高く掲げている姿で描かれて
おり、左右対称になっているのが印象的である。  
【詞書】福島中佐、大島少将、野津中将、清六将サボキ  
 
 
 
 
 
 
 
 
4‐ 3 川崎伊勢雄氏の美談  
 
《万死を冒して大同江に敵情を探》（図 2-93／印刷・発行：明治 27 年 11 月
／国立国会図書館）絵師：梧斎年英、版元：辻岡文助、「内務省閲覧許可」の
印あり  
 斥候として別動隊にいた、混成第九旅団の川崎伊勢雄軍曹の美談を取材し
た錦絵である。  
平壌に向かって進軍していた騎兵斥候隊は、途中で大同江を渡河すること
となった。しかし、川は降雨の影響で濁流となっており、容易に進むことは
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できなかった。その様子を見た川崎軍曹は、軍服を脱ぎ、口には刀をくわえ、
川を泳ぎ渡る。対岸には清国軍が待機しており、大変危険な状況であったに
もかかわらず、清国軍の船を奪い、自軍に戻ったという。  
 画面右に、川の浅瀬に立ち、腰をかがめている川崎軍曹の姿が描かれてお
り、たくさんの赤い旗がはためく清国軍拠点を注視している。雲一つない満
月かつ、静かな水面という穏やかな情景が描かれているが、敵軍を見る川崎
軍曹には、死地へ赴く緊張感が感じられる。  
【詞書】  
「勇士の戦場に向ふ其功や素より優劣なしと  雖就中単騎挺身深く敵地
に入りて其動静を探る  これ真に莫大の偉勲にして其謄勇また賞する事
堪たり我軍の捷を平壌に制するや実に是我勇敢なる斥候の万死を冒した
るの功績によらずんばあらざるなり」  
 
 
 
  
《斥候騎兵軍曹川崎伊勢雄氏八月三日夜単身大同江ヲ泳渉シテ敵情ヲ視察
シ敵舟ニ乗シ悠然帰陣ノ図》（図 2-94／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：水野年方（応需）、版元：関口政治郎  
 本図もまた、大同江における川崎軍曹の活躍に取材した錦絵である。  
画面中央に、勇ましい顔つきで敵陣を望みながら、舟をこぐ川崎の姿が描
かれていることから、自軍に戻る場面であることがわかる。また、周囲に赤
い線で表現された銃弾がいくつか描き込まれており、銃弾をものともしない
勇猛果敢な姿が表現されている。  
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《大同江ニ川崎軍曹大功図》（図 2-95／印刷：明治 27 年／福島県立図書館）
絵師：晴洲、版元：高橋友三郎。  
 大同江における川崎軍曹の活躍を伝える錦絵である。画面左に清国軍の拠
点が配され、それを背にするように川崎軍曹が描かれている。一方、右には
軍曹を出迎えるように騎乗した日本兵二人と、万歳をする兵らが描写されて
いる。画中の説明から、騎兵の 2 人は野津中将と福島中佐であることがわか
る。また、「大軍功記略」という題で川崎軍曹の活躍内容が記されており、「本
図はこの活躍を伝える画報である」という一文が文末に記されている。  
【詞書】  
「大軍功記略  千軍萬島天蓋萬里ノ異境ニ懸ッテ天陰ヲ冒スニ  木島テ
加ヘテ天候一変霖雨々フリ  大同水●々トシテ濁流山ヲナシ敵塁ノ土崩
互解  人力ノ防グ能ハザル以好景ヲ傍観シツツ両軍相封峙シテ旌旗天ニ
翻ヘルハ恰モ皐月ノ装式タルノ感アリ  以時ニ当リ二千メートルノ大江
流ヲ死生ヲ顧ズシテ泳グ者アリ  敵ノ狙撃ヲ物トモセズ  能ク敵船ヲ取
テ引返シタル一軍曹アリ  姓ハ川崎名伊勢雄  其豪気活発ハ後日ノ亀鑑
トサルニ足ルアルヲ以ッテ  本面ハク月三日ニ於ケル武畧偉功ヲ世人ニ
照会スル画報アルノミ」  
 
 
《川崎軍曹渡単身大同江》（図 2-96／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：不明、版元：不明  
 敵地に向かう川崎軍曹の姿を伝える錦絵である。画面前面に水面が描き大
同江の広大さを表現する大胆な構図がとられ、中央には、裸で刀を咥え、清
掲載不可  
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国軍拠点に向かい泳ぐ川崎軍曹が配されている。中央上の詞書には、舟を奪
い、敵の銃弾が飛び交う中、無事日本軍拠点に戻ってきたという話が記され
ている。  
【詞書】  
「明治廿七年九月三日の夜    我斥候兵大同江の岸に出しも一般の船だ  
に無く剰へ霧雨の績きたる後とて溜々たる濁流之に渡り翼なくてハ渡る  
べくもあらず  此体を見し軍曹川崎伊勢雄氏ハ裸体剣を口に咥へ淘平濁  
浪之中に投じ山を崩すが知き奔流を物ともせず抜手を切て二千メー卜ル  
に達せる大河を苦もなく  北岸に泳き付しに   今迄寂貫たりし敵兵忽ち  
銃丸を放ち面を向くべき隙なけれバ    氏ハ素早く河上なる敵舟を認め  
雨の知く来る銃丸を冒し之を曳き悠々泳き返る  にぞ  頭に尾の有る豚兵  
は其謄勇に気を奪はれ呆気に取られて見てありしと」  
 
4‐ 4 平壌城門前の戦い  
 
《日軍平壌大捷之図》（図 2-97／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵師：
尾形月耕、版元：不明  
 平壌の城門前における日清両軍の戦いを描いた錦絵である。画面中央に描
かれた城門になだれ込む日本兵と、その行く手を阻もうとするも、その勢い
に負け、次々と倒れ込む清国兵の姿が描かれている。遠景で戦闘を描くこと
で、大挙して平壌を攻める日本軍の姿やその勢いを表現しようとした錦絵だ
といえる。  
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《日清戦争日勢平壌勝捕図》（図 2-98／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：尾形月耕、版元：不明  
描かれた場面から、平壌の城壁内での戦闘であることが推測できる。画面左
手前に、清国兵を取り押さえる日本兵が、右奥には大挙して平壌城内に攻め
入る日本軍が描かれている。本作品において、着彩の濃度によって遠近感を
表現しているが、他の錦絵においても同様の手法が見て取れる。また、アニ
リン赤を使用せず、青や紫などを多用する表現がみられるが、この錦絵の作
者である月耕のほかにも、何人かの絵師はこのような表現をおこなっている。 
 
 
 
《平壌激戦落城之図》（図 2-99／印刷・発行：明治 27 年 9 月／国立国会図書
館）絵師：楊斎延一（応需）、版元：不明  
本図もまた、平壌玄武門での戦闘を描いた錦絵である。日本兵らが、画面
左右から清国兵らを取り囲んでいる。中央奥に、清国軍総兵であった左寶貴
が騎乗した姿で描かれており、永田砲台隊長と戦闘を繰り広げている。しか
し、清国兵の大半は、反撃せず、倒れていたり、逃げまどう姿で描かれてい
る。このように、日本兵の攻撃に対してなすすべのない清国兵らの姿も、日
清戦争錦絵によくみられる描写である。  
【詞書】  
大島陸軍少将、林歩兵大尉、永田砲兵少佐、大迫陸軍大尉、清将左宝  
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貴、田上歩兵大尉、立見陸軍少将、佐藤歩兵大佐、野津陸軍中将  
 
 
《平壌日本兵大勝利之図》（図 2-100／印刷・発行：明治 27 年 9 月／国立国
会図書館）絵師：楊斎延一（応需）、版元：荒井喜三郎  
平壌の玄武門門前で勃発した戦いに取材した錦絵である。画面右奥に城門
が描かれており、そこへ突撃する日本兵らの姿がある。また、日本兵らの攻
撃を受け、逃げ出す清国兵や、城内に撤退しようとする兵らの姿が描かれて
いる。さらに、平壌城内に目を向けてみると、赤く大きな煙が上がっている
ことから、陥落寸前であることが見て取れる。人物の等身が低い点や、人物
の不自然な姿勢、さらにアニリン赤の多用など、スタンダードな戦争錦絵で
ある。  
【詞書】  
佐藤大佐、大島少将、立見少将  
 
 
 
《平壌激戦左宝貴以下生捕之図》（図 2-101／印刷・発行：明治 27 年 9 月／
国立国会図書館）絵師：楊斎延一（応需）、版元：松永作次郎  
 平壌城内に攻め入る日本軍の姿が描かれている。画面右に城門が配され、
底へ向け、日本兵らが進んでいる。その勢いに押され、清国兵らは城内に逃
げ込んでいる。一方、日本軍に捕まった清国兵は、木に縛られていたり、辮
髪を掴まれている姿で描写されている。記載されている文章を見てみると、
大将の左寶貴を生け捕りにしたとあるが、画中のどの人物であるかは不明で
ある。  
掲載不可  
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【詞書】  
「明治廿七年九月十五日  来我陸軍平壌ノ四面ヲ囲ミ  激戦ノ末十六日  
未明之ヲ陥レ  敵ノ大将左宝貴以下生捕  五千齢人其他ハ悉ク塵殺セリ   
文兵器米穀及ビ金銀韓銭等ノ  我ガ手ニ落シモノ極メテ多シ卜云フ  強  
のや誌」  
 
 
《平壌夜戦ニ我兵大勝利》（図 2-102／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：進斎年光、版元：綱島亀吉  
 日本軍がサーチライトを利用し、戦闘する様子が描かれている。画面右上
の山の上から発せられているライトの光が、画面を横断している。その光の
中には、清国兵らが描写されており、日本軍からの攻撃を受け、倒れる兵が
見られる。一方、日本兵らは影の部分に描かれており、清国兵らに銃撃や砲
撃をおこなっている。ライトの反射によって、オレンジ色に照らされる日本
兵の描写が細かい。  
明暗によって画面を二分する構図をとるなど、絵師の面白い着想がみてと
れる。  
 
 
《我軍平壌ヲ陥ル之図》（図 2-103／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図書
館）絵師：進斎年光、版元：不明  
 城門を背後に、日清両兵が交戦する姿がある。本図は、平壌占領戦を描い
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た錦絵である。画面右の詞書での説明によって、どの隊が本作戦に携わり、
戦っていたのかわかるようになっている。本図においても、日本兵が清国兵
を一方的に痛めつけている描写が目立つ。また、地面に膝と手をつき、命乞
いをする清国兵もいる。このような描写も、多くの錦絵にみられるものであ
る。  
【詞書】  
「九月十五十六両日ニシテ平壌ヲ抜  我忠勇之将校ハ左ニ知シ  佐藤大  
佐の枝隊、立見少将の旅団、大島少将の旅団、中軍野津中将」  
 
 
 
 
《膺懲義軍平壌攻撃》（図 2-104／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵師：
右田年英、版元：辻岡文助  
 清国軍に対し、銃撃をおこなう日本軍が描かれている。画面左には、司令
官と思われる騎乗した日本兵がおり、その足元には銃を手に攻撃を行う兵ら
が配されている。右には、煙とともに銃弾から逃げようとする清国兵が配置
されている。画面中央奥にあるレンガ造りの壁は、平壌城壁であると推測す
る。  
 
  
《日清平壌大激戦之図》（図 2-105／印刷・発行：不明／福島県立図書館）  
絵師：右田年英（表記：応需年英）、版元：不明  
 画面奥の城壁から、平壌の城門付近で繰り広げられた戦いを描いた作品で
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あることがわかる。騎乗した福島中佐と野津中将が、先陣を切って清国兵を
倒す姿が描かれている。軍馬に乗り戦う日本兵はたびたび登場しており、錦
絵における日本兵の「勇ましさ」を表現するひとつの描写であったといえる。
詞書で、「福島中佐」と「野津中将」、そして「泰軍  将兵右官」という人物
の説明が挿入されている。  
【詞書】  
福島中佐  野津中将  泰軍  将兵右官  
 
 
 
 
《我兵平壌占領之図》（図 2-106／印刷・発行：明治 27 年 9 月／国立国会図
書館・福島県立図書館）絵師：楊州周延、版元：辻岡大助  
 平壌城内に進攻すべく、城門へ突撃する日本軍を描く。日本兵らは画面右
より進軍し、中央にある橋を渡ろうとしている姿で描かれている。戦闘には
将校らしき騎兵が一人おり、それを取り囲むようにして歩兵が配されている。
また、その背後には工兵がおり、大砲を運んでいる様子が描写されている。
一方、清国兵は、日本軍の攻撃が当たり、のけぞっている兵や、大挙して攻
め入る日本軍を見て、逃げ出そうとしている兵らの姿が見える。  
 
 
《掩撃塵殺  平壌略取の図》（図 2-107／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：楊州周延、版元：辻岡文助  
 平壌城壁前における日清両兵の戦闘を取材した錦絵であると思われる。画
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面右には、銃剣を手に清国兵を攻撃する日本兵らと、騎乗した兵が描かれて
いる。一方で左には、奥に平壌城門らしき建物と、そちらに向かって逃げて
いる清国軍、そして逃げまどう清国兵らの姿が描写されている。  
 
 
 
《平壌大戦争之図》（図 2-108 ／印刷・発行：明治 27 年 9 月／国立国会図書
館・福島県立図書館）絵師：安達吟光（応需）、版元：福田熊次郎  
 画面左に日清両兵の戦闘が、右には、騎乗した日本兵らの姿が描かれてい
る。騎乗した日本兵に、それぞれ「大島少将」と「福島中佐」という説明が、
画中に記されていることから、第九旅団の戦闘であることがわかる。日清両
兵の交戦を団長クラスの日本兵が遠方から注視するという姿というのは、他
の錦絵にも確認することができる。  
【詞書】  
大島少将、福嶋中佐  
 
 
《朝鮮平壌落城シ我兵大勝利》（図 2-109／印刷・発行：明治 27 年 9 月／国
立国会図書館）絵師：五代歌川国政、版元：福田熊次郎  
 詞書に「第三師団」とあり、さらに「背後から攻撃」とあることから、平
壌城北方から攻め入り、清国軍堡塁を占領していった元山支隊の活躍を描い
た錦絵だと推測できる。画面左に門らしき建物があり、さらに奥には清国軍
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拠点の城壁と思われる壁が見える。この門前で日清両兵が交戦しているが、
戦局は日本軍が優位なようで、門の下の崖から清国兵が次々と落とされてい
る様子が描写されている。一方、右では、騎乗した日本兵が、双眼鏡で前線
の戦局を確認しているほか、その足元では、進軍計画を確認しているのか、
地図を広げた兵らの姿がある。また、その付近に「新聞記者」と説明の入っ
た 2 人の人物がおり、従軍記者が戦地で取材している様子も描かれている。  
【詞書】  
第三師団兵之一部  平壌背後自ラ攻撃ス  新聞記者  
 
 
《日軍  平壌大進撃之図》（図 2-110／印刷・発行：不明／国立国会図書館・
早稲田大学図書館）絵師：大倉耕濤、版元：綱島亀吉  
 平壌城の門前における日清両国軍の衝突を描く。鳥瞰的な視点から戦闘が
描かれており、《日軍平壌大捷之図》（図 2-97）と似たような構図である。ま
た、同図と同様に淡い色を多用している点など、両図の類似を見出すことが
できる。本図を描いた絵師である大倉耕濤は、尾形月耕の弟子であるため、
その作風も似たものになったのであろう。  
本図の内容についてみてみると、画面の至る所に煙が上がっているため、
戦地の全容は把握できないが、日本兵に反撃する清国兵はほとんどおらず、
武器を捨て城内に撤退する清国兵や、倒れ込んでいる清国兵らの姿が目につ
く。このような描写から本図もまた、他の日清戦争錦絵と同様、日本軍の活
躍を伝える錦絵であることがわかる。  
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《日本大勝利平壌攻撃ノ図》（図 2-111／印刷：明治 27 年 9 月 10 日、発行：
明治 27 年 9 月／国立国会図書館）絵師：梅寿国利（応需）、版元：広瀬光太
郎  
 画面のいたる所に将校らが描かれ、それぞれ指揮を執る姿や、戦う姿が描
写されている。将校らには詞書で説明が入っており、どの人物であるかが一
目見てわかるようになっている。描かれた内容から、平壌占領戦に関わった
日本軍と、それを指揮した将校を称える錦絵である。一方、清国兵のほうに
も、名前のみであるが、戦闘に参戦していた人物について説明が入っている。
斬首され、血しぶきをあげながら首が宙に舞っている清国兵や、日本軍の軍
馬によって踏みつぶされている兵など、全体的に過激な描写が多い。  
【詞書】  
此戦に於て我軍を指揮せし主たる将ハ野津中将大島主見の三将及遠藤大佐の
四氏にして四道より違敵の四面より攻撃して終に其の城を陥したるは明治廿
七年九月十六日暁なり  而して其敵兵を斃したるは殆ど三千余生捕せるに七
百余人其他金銀糧食等を分捕たる物  たるに遑あらざりといふ  
 
 
《大日本帝国萬々歳平壌激戦大勝図》（図 2-112／印刷・発行：不明／福島県
立図書館）絵師：水野年方（表記：応需）、版元：秋山武右衛門  
 画面右に月が描かれている事から、夜戦を取材した錦絵である事が分かる。
中央には騎馬を率いた日本兵が描かれており、その傍には清国兵を銃撃する
日本兵らが配されている。清国兵は影のようにシルエットで表現されており、
その全貌ははっきりと分からない。  
掲載不可  
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4‐ 5 原田重吉の活躍  
 
《平壌玄武門兵士先登之図》（図 2-113／印刷・発行：明治 27 年 10 月／福島
県立図書館）  
絵師：田口米作、版元：福田熊次郎  
 平壌城門前での戦いを取材した錦絵である。中央に玄武門が配されており、
その門前で、日清両兵が戦闘を繰り広げている。一方、画面右には城壁に上
り、門を見据える日本兵と、城壁下で軍帽を掲げる日本兵が描かれている。
この戦闘において、原田重吉という歩兵が、城壁を登り、いち早く玄武門を
内側から開け、日本軍を侵入させたという。画中に、玄武門が描かれており、
その付近には、壁をよじ登っている兵らの姿があることから、本図もまた原
田の活躍を描いた錦絵であると推測する。  
 
 
《玄武門攻撃随一軍功者原田重吉氏先登奮戦図》（図 2-114／印刷・発行：明
治 27 年 11 月／福島県立図書館）絵師：水野年方（応需）、版元：秋山武右衛
門  
平壌占領戦における、原田の活躍を伝える錦絵である。本図では、城壁を
登り切った原田が、門まで進むべく、眼下にいる清国兵らを銃剣で攻撃して
いる姿が描かれている。清国軍からの砲撃の中、孤立無援でありながら、大
勢の敵兵に向かう原田と、その原田の勢いに負け、複数で相手取りながらも、
後ろにのけぞる清国兵の姿が対照的である。  
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《平壌激戦玄武門攻撃ノ際清国兵嶮ニ據テ善ク防御シ日軍頗ル苦戦ス時ニ
一勇兵アリ城壁ヲ乗越遂ニ開門大勝ヲ得テ古今ノ大功ヲ顕ス此人ハ誰ソ三
河國ノ住人歩兵一等卒原田重吉氏則是ナリ》（図 2-115／印刷・発行：不明／
福島県立図書館）水野年方（応需）、版元：関口政次郎  
 平壌占領戦において活躍した原田重吉を題材とした錦絵である。本図では、
原田が玄武門をまさに開けんとする瞬間が描かれている。画面中央には、決
死の形相で門を開く原田が配されている。右太ももには銃剣が刺さり、流血
がしたたり落ちている。また、その背後からは清国軍の銃弾が飛び交ってい
る。一方、門の外には、日本兵らが隊をなして進軍している。  
 原田の活躍に取材した錦絵は多々発行されているが、それぞれ場面を変化
させて描いていることがわかる。おそらく、少しずつ図様を変化させること
で、購買者に、多様な錦絵を提供しようとした版元の販売戦略なのではない
かと推測する。  
 
 
《原田氏単身越城壁》（図 2-116／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵師：
森東●勝、版元：不明  
 平壌占領戦における原田重吉の活躍に取材した錦絵である。画面左に、城
門の柱につかまり、よじ登る原田と、それに驚く 2 人の清国兵が配されてい
る。おそらく、原田が玄武門に侵入しようとしている場面を描いたものであ
ろう。日清両兵らの描写はなく、本図の登場人物はこの 3 人のみである。画
中の情報量が少なく、題名で「原田氏」と記されなければ、どの作戦の、誰
の活躍を描いた錦絵なのか分からないものとなっている。  
掲載不可  
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《征清美談  勇兵偉勲録》（図 2-117／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：雪谷、版元：不明  
 平壌占領戦での、原田重吉の活躍を伝える錦絵である。本図は、原田が玄
武門を開門した直前の様子を描いたものであろう。画面中央で、清国兵を踏
みつけ、複数の清国兵相手に銃剣で戦う人物が原田であると思われる。画面
右では、日本兵らが進攻している様子が描かれている。原田の活躍に取材し
た錦絵は、数多く発行されているが、城壁を登る最中を描いたものや、門の
閂に手をかけ、開門しようとする瞬間を描いたものや、開門し、兵らが城内
に進攻するまで戦う姿を描いたものなど、様々な場面が図像化されているの
は興味深い。  
【詞書】  
「従軍原田重吉氏の家は愛知県三河国東加茂郡豊栄村日明二十八番地に  
あり  明治元年十月の出生として本年二十七  父の名は孝七  母は死し   
妻ヨウに長女わか  其性温孝にして平素活発の風あり  明治廿年志願兵  
となる  今回充員の召集に応じて入営し第十八連隊に属し元山支隊に従  
軍し  平壌に進む本隊は非常の苦戦なりて三度進て三度退き殆ど前進の  
途なるの折  抦氏憤虎の勢を以て城壁を越へ  敵の鉄壁を頼みし玄武門  
を開く  此時中隊長中尉三村幾三郎氏共に助けて我全軍の勝を撙たれば  
万吉不朽の偉功と云ふべし」  
 
 
《平壌先登  両雄開門図》（図 2-118／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：翠亭、版元：不明  
 平壌における原田重吉の活躍に取材した錦絵である。雷雨の中、門の閂に
掲載不可  
掲載不可  
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手をかけ、外そうとする兵の姿がある。この人物が原田重吉であると考えら
れる。その原田を阻止すべく、身を挺して妨害する清国兵らの姿があるが、
その多くは別の日本兵の猛攻によって撃退されている。原田の活躍を描いた
錦絵は多々あるが、特定の天候を描いた作品は見当たらない。何の情報をイ
メージソースにしていたのかは不明であるが、「原田重吉美談」に取材した錦
絵との差別化がなされた作品であるといえる。  
 
 
《平壌玄武門乗越し図》（図 2-119／印刷・発行：不明／福島県立図書館）  
絵師：不明、版元：不明  
 本図も、平壌での原田重吉の活躍を取材した錦絵である。縦置きの三枚続
きという、他の作品には見られない形態で制作されている。画面右には城壁
らしき石壁が描かれており、ちょうど中央に原田が配されている。画面下に
は原田を援護する日本兵が、上には原田を打ち落とそうとするも、日本兵の
攻撃を受け、攻撃がままならない清国兵が描かれている。画面を縦に設定す
ることで、高くそびえたつ城壁や、敵の猛攻の中進む原田の姿の臨場感も表
現されているといえる。  
 
4‐ 6 陥落後  
 
《日清戦争平壌大捷ノ図》（図 2-120／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：尾形月耕、版元：武川利三郎  
日清両軍の戦闘が描かれている。画面右に、サーベルを持ち清国兵に向か
い突進する日本兵の姿があり、左には、日本兵に追われ川に落ちる清国兵や、
のけぞる清国兵の姿がみられる。その背後には大勢の両国兵の姿と、日章旗
掲載不可  
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が掲げられた城壁が描写されている。おそらく、平壌陥落後、平壌を脱出し
ようとした清国兵との戦いを取材した錦絵であると考える。  
 
 
《日本万歳  平壌之凱歌》（図 2-121／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：小林清親、版元：不明  
本図は、平壌での日本軍の勝利を描いた錦絵である。題名に「平壌之凱歌」
とあるため、平壌における戦闘に勝利した日本軍を取材した錦絵であること
は間違いないが、画中には、城壁など場所を特定できる要素は一切含まれて
いない。画面中央に山のように積みあがった清国兵らの死体を踏みつけ、勝
利を祝う日本兵が描写されている。その描写には、清の兵らに対する慈悲や
哀れみは感じられない。また、日本兵らの上空には、暗闇を晴らすかのよう
に一筋の光が描き込まれているが、より一層日本兵らの無慈悲さや不気味さ
を助長しているかのようである。  
 
 
《朝鮮平壌日本大勝利之図》（図 2-122／印刷・発行：明治 27 年 9 月／福島
県立図書館）絵師：五代歌川国政、版元：片岡長治郎  
 平壌陥落後の日本軍の様子を描いている。画面右奥にテントのような建物
があるが、日本軍の野営地であろう。その前では、祝杯を挙げ、勝利を祝う
日本兵らの姿がある。画面中央には、騎乗した日本兵と、膝をつき日本兵に
対し、何かを熱心に懇願する 2 人の清国兵、そして、その兵らを訝しげに見
る日本軍歩兵の姿が描かれている。騎兵について、詞書で「大嶋少将」とい
う説明が入っているほか、清国兵らについても「清国兵降参人」とある。お
掲載不可  
92 
 
そらく、平壌占領戦において捉えた捕虜であると考えられる。  
本図のように、清国兵の捕虜が登場する錦絵はいくつか見受けられる。そ
の際、分補品も一緒に描き込まれることも多いようである。また、題名の右
上に「内務省検閲印」とある。  
【詞書】  
寄贈品、大嶋少将、清国兵降参人、日兵分捕品（軍旗や銃器など）  
 
 
第五節  黄海海戦  
 黄海海戦は、日清戦争における初めての海戦である。9 月 17 日、提督丁汝
昌（ 1836-1895）提督率いる北洋艦隊と、日本海軍の伊東祐
すけ
亨
ゆき
（天保 14［ 1843］
- 大正 3［ 1914］年）の聯合艦隊が、ほぼ同時に両者を発見し砲撃戦が開始
される。この砲撃によって、日本海軍は、数隻の軍艦が被弾し、死傷者が出
る。特に、旗艦であった「松島」は、大きな被害を受け、将校含む 28 名が戦
死し、 68 名が負傷した。一方で、清国艦隊も、 5 隻が沈没し、軍艦の多くは
甲板上で火災が起き、多数の死傷者を出した。そして、このような激しい砲
撃戦の末、日本軍が黄海の制海権を獲得し、勝利を得る。  
 また、この海戦が起こった日、鷹が日本軍艦「高千穂」のマストにとまり、
それを天皇に献上したというエピソードが伝えられており、この逸話に取材
した錦絵も描かれている。  
 
 
《我艦隊於黄海清艦撃沈之図》（図 2-123／印刷・発行：不明／国立国会図書
館）絵師：小林清親、版元：不明  
 本図は、黄海海戦における清国軍艦を描いた錦絵である。画面左半分に大
きく、清国軍艦が配されている。軍艦が真横からみた視点で描かれており、
艦尾から沈むさまがダイナミックに表現されている。また、軍艦の付近には、
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乗船していた清国兵の姿もあり、艦とともに海に沈んでいる様子が描写され
ている。  
 画面のほとんどを占める軍艦の描写や、その大胆な構図など、多くの人の
目を引いたに違いない。沈没する軍艦のインパクトを伝えている作品である
が、一方で、灰色の暗い海の底に沈んでいく兵らの描写など、物悲しさも伝
えている作でもある。  
 
 
《於黄海我軍大捷   第一図》（図 2-124／印刷・発行：不明／国立国会図書館、
早稲田大学図書館）絵師：小林清親、版元：松木平吉  
 4 図からなる揃物として製作された錦絵である。その１作目にあたる本図
は、日本軍艦「西京丸」の活躍を伝える作である。  
 画面左に、西京丸の甲板が描かれており、その上に、乗組員が配されてい
る。その一人に、「樺山軍令部長」という説明があることから、乗艦していた
樺山資紀（天保 8［ 1837］年−大正 11［ 1922］年）であることがわかる。樺山
の視線の先には、清国軍艦の「到達」、「定遠」、「靖遠」が配されており、い
ずれも被弾し、甲板から炎が上がっている。  
 画面上部には、いたるところに爆発描写があり、戦闘の激しさを伝えてい
る。また、その光に、日本兵らや砲台が照らされているさまも表現されてお
り、清親の光に対する描写のこだわりを感じることができる。  
 
【詞書】  
樺山軍令部長、西京丸、秋津洲、扶桑、到達、定遠火災、靖遠沈没  
「西京丸は敵弾晴集さること第一ならされ共  剛勇なる樺山司令長を更
に意に介せず益々猛進して清園第一等の甲銭艦遠定鎮遠に衝突せんとさ
るや  雨艦は驚樗艦体と分離して魚形水雷艇を放ちさるに左舷の七八間
を通過して命中せず再び水雷を設射（発射）せされしに  大胆なる樺山
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中将ハ完爾として艦を水雷に向かさしめるに  艦底深く水を潜り艦後に
浮上がりて用を為さず蕊に於て勇奮敵艦を打破りて悠然引揚げけり」  
 
 
《於黄海我軍大捷   第二図》（図 2-125／印刷・発行：不明／国立国会図書館、
早稲田大学図書館）絵師：小林清親、版元：松木平吉  
 《於黄海我軍大捷   第一図》に続く、黄海海戦に取材した錦絵の２作目で
ある。詞書によると、日本軍艦の旗艦「松島」が清国艦隊を攻撃するも、清
国軍艦の砲撃により、舵機が故障する。この時、伊東祐亨司令官長が乗船し
ており、艦の自由が利かなくなるも、果敢に砲撃し、奮戦したという。  
 本図には、日本軍艦からの砲撃によって、激しく爆発する清国軍艦 2 隻が
描かれている。艦は灰色の煙に覆われ、ところどころで火花が散っている。
また、水柱も上がっており、当時の激戦の様子を伝えている。  
  
【詞書】  
浪速、松島、千代田、経遠火  
「松島の破損  
松島は旗艦として中軍におり  信旗を上下して能く全艦を指揮す時に  
松島の一弾定遠に命中しために火を失し防ぐとことを知らず  松島の敵
弾を受くる蜂巣の如し時  すなわち火を設せり  我兵漸く消し止むるを
しけり   伊東司令長ハ勇猛奮戦さるも艦隊自由にならず   決然大躍眼を
抱えて甲板に立ち大喝一声   3 週間二修繕し再び来れと終に橋方へ移る」 
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《於黄海我軍大捷   第三図》（図 2-126／印刷・発行：明治 27 年 11 月／早稲
田大学図書館）絵師：小林清親、版元：松木平吉  
 黄海海戦に取材した錦絵《於黄海我軍大捷》の 3 作目である。本図では、
日本軍艦「赤城」の奮戦が描かれている。画面左半分に、赤城の甲板が配さ
れており、兵らが砲撃する様子が画かれている。清国軍艦の猛攻を受けたた
めか、甲板のいたるところが破壊されているほか、包帯を巻いた兵らの姿が
見られる。さらに、甲板で攻撃指揮を執る赤城艦長の坂元八郎太（嘉永 7 
［ 1854］年−明治 27［ 1894］年）が描かれている。  
 黄海海戦において、赤城は、清国艦隊に奮戦するも、大破し退却を余儀な
くされた。さらに坂元艦長も、敵弾に倒れ戦死する。この時の奮戦をもとに、
軍歌「坂元少佐（赤城の奮戦）」が作られ、その活躍を称えられたという 6 2。 
【詞書】  
沈没越勇、広済、水雷、比叡、艦長阪本少佐、甲遠、赤城  
「赤城比叡両艦の奮闘  
我艦隊中苦戦の最も苦戦せしは赤城をもって一となす  敵丸雨のごとき  
中において寸歩も退かずために舳頭の●を折られ甲板ハ破壊せられたり   
艦長坂本少佐ハブリックの司令塔上に在り  猛然号呼して艦隊を指揮し  
砲撃を務めたるも  敵弾のために身を撃砕されば  黄海の藻屑ときえし  
は悲歓と堪へず  そのため艦隊は一層網勇気を増し  敵艦をして退却せ  
しめたり。比叡は左右に敵艦を受け  奮闘して能く之れに当たるるに   
敵ども甚だ危なし  是に於て意を決して敵中に突進して戦闘ついに火を  
矢し病室を破壊され  二十余名の死者が血痕は淋漓として艦内に満ちた  
り  此の時に於敵の水雷を放つ三面皆枚中を外して水中に入る比叡は危  
きを逃れて敵艦中を突出せり。」  
 
                                                   
6 2 多田省軒  編『日清戦争逸話』 1894 年、 29 頁  
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《於黄海我軍大捷   第四図》（図 2-127／印刷・発行：不明／国立国会図書館、
早稲田大学図書館）絵師：小林清親、版元：松木平吉  
 黄海海戦に取材した《於黄海我軍大捷》シリーズの最後の作となる錦絵で
ある。黄海を悠然と進む日本軍艦と、海に沈む清国艦隊が描かれる。画面中
央から左にかけて、「吉野」、「高千穂」、「橋立」が配され、列をなして進んで
いる。その進行方向には、「来遠」、「威遠」と、清国軍艦 1 艦が配されており、
炎や火花を散らし、沈没する姿で描かれている。さらに、画面上部に目を向
けると、日の出がうっすらと描写されている。  
 一図から三図までは、戦闘の重々しい雰囲気を感じさせる錦絵であったが、
本図は、柔らかい日の出の描写や、穏やか波など、日本艦隊の勝利を晴れや
かに伝える錦絵となっている。  
【詞書】  
来遠、沈没威遠、吉野、高千穂、橋立  
「吉野艦勇戦   吉野ハ   第一遊撃隊を作って高千穂  秋津洲  浪速の三艦  
を率い  初め敵の中堅に向ひ直進し転して右翼を打つ  是に於て吉野ハ  
敵の的となって彼の砲丸ハ皆是に向つく注ぎぬ  しかれども艦員諸士の  
精英なるにて砲弾を避けて進退自由に戦闘し  終に楊威をして出火せし  
め百発百中皆敵の艦体を傷け敵漸く退去の色あり  是に於て勇気百倍砲    
撃いよいよ務め  追逐益々迫りて彼の来遠  を沈没せしむ  其状を形容  
さすれば恰も狂犬の苦しむで転倒し漸くにて死さざるみの如し  吉野を  
始め三艦と伴に是を望見し声を放つと大日本海軍高歳を三呼せしは実に  
壮快の至り」  
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《海洋島沖西京丸奮戦之図》（図 2-128／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：小林清親、版元：不明  
 黄海海戦における、日本軍艦「西京丸」の活躍を伝える錦絵である。本図
で、まず目に入るのは、大きく水しぶきを上げる清国軍艦である。おそらく、
画面中央に描かれた、日本軍艦の砲撃が被弾し、その衝撃で激しい波が起こ
っているのであろう。また、画面右にも、被弾し、黒い煙を上げている清国
軍艦が描かれている。題名の「西京丸」は、中央の軍艦であろう。水しぶき
と砲撃による煙によって、艦全体をはっきりと見ることができないが、旭日
旗が掲げられていることが確認できるため、日本軍艦であることは間違いな
い。  
 本図もまた、他の海戦を描いた錦絵にみられるように、激しい爆発光や水
しぶき、炎など、目を引く描写が多々見られる。  
 
 
《日清艦隊海洋嶋激戦》（図 2-129／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図書
館）絵師：五代歌川国政、版元：日吉堂菅谷与  
 黄海海戦における、日清両軍艦の戦いを描いた錦絵である。画面下全体を
使用し、艦のマストと司令塔が描かれ、司令塔には、被弾し、苦悶の表情を
浮かべる日本兵の姿が配されている。詞書から、この人物が坂元八郎太であ
り、この艦が、軍艦「赤城」であることがわかる。一方で、画面左を見てみ
ると、赤城を攻撃した清国軍艦が配され、画面右には、樺山軍令部長と、日
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本軍艦「西京丸」が描写されている。  
 大打撃を受け、灰色の煙が立ち込める中、奮戦し、戦死した坂元艦長の最
期の姿を伝える錦絵である。  
 
 
《日清海戦大孤山沖大激戦大日本海軍大勝利之図》（図 2-130／印刷・発行：
明治 27 年 10 月／国立国会図書館・福島県立図書館）絵師：五代歌川国政、
版元：福田熊次郎  
 本図は、大判六枚続という、横長の巨大な画面の錦絵である。本図では、
悠然と海を進む日本軍艦と、炎や煙が上がり、沈没する清国軍艦が描写され
ている。詞書から、黄海海戦において、清国の北洋艦隊を撃破し、勝利した
日本軍連合艦隊を称える作品であることがわかる。  
 他の多くの日清戦争錦絵は、三枚続という形態をとっており、その二倍の
画面に描かれた本図は、両国軍の軍艦を迫力ある姿で伝えている。  
【詞書】  
日本軍艦  吉野艦  高千穂艦  秋津洲艦  浪速艦  千代田艦  松島艦  厳島
艦  橋立艦  比叡艦  扶桑艦  赤城艦  西京丸  
清国軍艦  定遠  鎮遠  経遠  来遠  靖遠  致遠  平遠  済遠  超勇  揚威  
威遠  広甲  広丙  外ニ一艦  水雷艇六隻  
「明治二十七年九月十七日ナリ  鴨緑江ト旅順トノ間大孤山沖ニ我海軍  
海上巡視ノ折  清国軍艦ニ出合タリ   我吉野艦敵ノ艦ナルヲ見留タルヨ  
リ  本隊ニ通ジ開戦ノ準備シタル所ニ忽チ敵艦ハ我艦隊へ発砲シタル故   
直チニ之ニ応ジ砲発シ敵艦ノ帰航ノ路ヲ遮リ隊五ヲ乱サズ砲戦シ超勇ヲ  
打チ沈メタリ  揚威ハ火災ヲ起シ狼狽シテ逃レ去リタルガ浅瀬ニ乗リ揚  
ゲタリ  我艦益戦ヒ西京比叡赤城中々危険ナリシモ能ク戦ヒ敵艦ヲ撃チ  
テ無事ナリ  敵ノ雄艦ト跨ル鎮遠定遠ハ西京ノ正面間近ク進ミ来ルヲ少  
シモ屈セズ直進シ此ノ間切リ抜ル勢ヒ龍ノ如シ  流石堅艦ト雖も勇猛ニ  
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懼レ左右ニ開キタリ西京ハナンナク衝キ切リタリ  水雷三度ニ逢ヒタル  
モ能ク之ヲ避ケ我艦ハ縦横無尽ニ横行シ尚敵艦来遠靖遠ヲ撃チ沈メ敵益  
狼狽隊乱レ戦力尽キタルニ  又定遠経遠平遠ノ三隻焼毀シ水雷艇モ打沈  
メラレ残ル敵艦ハ大破損ヲ受ケテ渤海ヘ向ケ遁走ス  広甲ハ浅瀬ニ乗リ  
上ケ焼棄テタリ  致遠モ沈没シタリト云フ  清国ノ名アル甲鐵モ数隻我  
猛烈ナル海軍ニ打沈メラル適々無事ナルモ大破損ヲ被リ敗走ス  古今無  
比ノ大海戦ニ  大日本海軍ノ大勝利  帝国萬歳萬々歳」  
 
 
《日清艦隊大孤山沖ニ激戦》（図 2-131／印刷・発行：明治 27 年／国立国会
図書館）絵師：五代歌川国政、版元：日吉堂菅谷与  
 平行に並んだ日清両軍艦が、砲撃戦を繰り広げている様子が描かれている。
画面右には日本軍艦が、画面左には清国軍艦が配されている。互いに攻撃は
しているものの、清国軍艦のほうが被害を受けており、煙が立ち込めている。
今にも沈みそうな清国軍艦と、悠然と進む日本軍艦とが対称となるような構
図で描かれているのが特徴的である。  
 
 
《九月廿日号外  海洋島附近激戦》（図 2-132／印刷：明治 27 年 9 月、発行：
明治 27 年／国立国会図書館・福島県立図書館）絵師：五代目歌川国政、版
元：福田熊次郎  
 海洋島沖における日清両軍艦の戦いを描いた錦絵である。画面中央に日本
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軍艦が大きく配され、その左側には、攻撃を受ける清国軍艦が描かれている。
日本軍艦と、清国軍艦にはそれぞれ「日本水雷」、「楊威」と詞書による説明
が挿入されている。また、この 2 隻の後方には、清国軍艦「定遠」が描かれ
ているが、こちらもまた赤い炎が上がっている。さらに、これら軍艦の手前
には、沈む軍艦にしがみつく清国兵らが描写されており、彼らに対して、日
本軍が攻撃を行っている。  
【詞書】  
支那水雷、定遠、日本水雷、超勇、楊威  
 
 
《樺山軍令部長西京丸を以て敵艦に当る》（図 2-133／印刷・発行：明治 27 年
10 月／国立国会図書館・福島県立図書館）絵師：安達吟光、版元：福田熊次
郎  
 黄海海戦における、日本軍艦「西京丸」の活躍を描いた錦絵である。画面
左に、「西京丸」の甲板と、そこで攻撃をおこなう日本兵らの姿が描かれてい
る。また、彼らの背後には、大砲を構えた複数の兵らが次々と砲撃を開始し
ている。さらに、兵らの眼の前では、複数の軍艦が交戦している。立ちこめ
る煙でその全容ははっきりとはわからないが、沈没する清国軍艦や、多数の
傾いた軍艦のマストなどが描写されており、激戦を伝える作である。  
 
 
《日清戦争太孤山沖日艦戦勝之図》（図 2-134／印刷・発行：不明／国立国会
図書館）絵師：尾形月耕、版元：不明  
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 黄海海戦における日本軍艦の活躍を描いた錦絵である。画面左に、日本軍
艦が砲撃している様子が描かれている。その向かい側には、清国軍艦がある
が、日本軍艦からの猛攻を受け、大破し、ほぼ海に沈んだ状態で描写されて
いる。また、清国軍艦には、乗組員と思われる清国兵が、甲板の手すりや艦
首に掴まっている姿も見てとれる。  
 本図において、砲弾や銃弾が黒い線で表現されており、その線の数の多さ
から、激戦を繰り広げていることが伝わってくる。他の日清戦争錦絵におい
て、銃弾が飛び交うさまを赤い線で表現する作品もあるが、本図のように、
黒い線で表現している錦絵はほとんど見られない。  
 
 
《我艦隊大勝利  海洋島沖ニ敵艦ヲ撃沈ム》（図 2-135／印刷・発行：明治 27
年 10 月／福島県立図書館）絵師：春斎年昌、版元：小森宗次郎  
 黄海海戦で出撃していた日清両軍艦が描かれている。画面中央に、マスト
のみとなった清国軍艦である「来遠号」と、被弾し水しぶきを上げる「楊威
号」が配されている。その週には、日清両軍艦が並んでいる。画面左から日
本軍艦「比叡」、「西京丸」、「松島」、「赤城艦」、「橋立」、清国軍艦の「定遠号」、
「平遠号」、「超勇号」である。各軍艦について、詞書で説明がなされている。  
 
 
《大孤山沖海洋島ニ日本海軍清艦撃沈ス》（図 2-136／印刷・発行：不明／国
立国会図書館）絵師：進斉年光、版元：不明  
 黄海海戦における、大孤山沖での戦闘を描いた錦絵である。画面中央から
右にかけて、前方に大きく傾く清国軍艦が描かれている。そこには、数多く
の清国兵らが乗船しており、振り落とされないようにマストなどにしがみつ
く者や、そのまま海に落ちるもの者の姿が見てとれる。一方、画面左には日
掲載不可  
掲載不可  
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本軍艦が配されており、黒煙をあげながら砲撃している様子が描かれている。
また、両艦の間には、清国軍艦らしき燃え盛る船が描写されている。大きな
波しぶきや波のうねり、激しい爆発、船全体を燃やす巨大な炎など、派手な
描写が目につく錦絵である。  
 
 
《海洋島海戦大激戦》（図 2-137／印刷・発行：不明／国立国会図書館）絵師：
梅英、版元：不明  
 黄海海戦における日清両軍艦の夜戦が描かれている。画面右に、日本軍艦
の艦首が配され、その軍艦からライトが長く伸びている。そのライトは、画
面左の、海上で激しい爆発が起こっている様子まで照らしている。巨大な爆
発描写であるため、はっきりとは分からないが、折れたマストや旗が確認で
きることから、日本軍の砲撃を受け、爆発した清国軍艦であると想像できる。
夜戦を描いた錦絵であるためか、細かな陰影表現が各所にみられる。  
【詞書】  
「九月十七日我艦隊十二隻海洋島大孤山沖ニ清艦十四隻水雷艇六隻を発  
見シ  玆チ清艦三隻ヲ打沈メ四隻ハ焼毀シ其余ハ皆非常ノ損害ヲ受ケ威  
海衛ニ向ケ遁逃ス我艦隊大勝利ヲ得タリ」  
 
 
 
《帝国赤城艦長阪本少佐奮戦》（図 2-138／印刷・発行：明治 27 年／国立国
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会図書館）絵師：水野年方、版元：秋山武右衛門  
 本図は、日本軍艦「赤城」の艦長・坂元八郎太（嘉永 7［ 1854］年 -明治 27
［ 1894］年）の活躍を描いた錦絵である。日本軍艦の甲板の上から、前線を
見ているような構図で描かれており、画面右に、司令塔で、決死の表情で指
揮を執る兵が配されている。この人物が、坂元艦長であろう。甲板では、兵
らが清国軍艦に向け砲撃をおこなっており、画面中央奥には、被弾した軍艦
が描かれている。  
 黄海海戦において、坂元艦長は自ら声を張り上げ指揮を執っていたが、「鎮
遠」の砲撃を受け、上半身を吹き飛ばされ戦死する。乗艦していた兵らは、
艦長の死を悲しむも、その勇姿に感銘を受け、無事撤退したという 6 3。  
 
 
 
《海洋島附近  帝国軍艦発砲之図》（図 2-139／印刷：明治 27 年 9 月、発行：
明治 27 年／東京経済大学、福島県立図書館）絵師：水野年方、版元：秋山武
右衛門  
 軍艦の甲板に設置された艦砲を打つ日本兵らの姿が描かれている。画面中
央から左にかけて巨大な艦砲が配されており、水兵数人がかりで操作をして
いる。まさに発射した瞬間を描いているようで、煙が甲板に広がっている。
海戦での戦闘では、軍艦をはじめとする近代兵器を使用する場面が多かった。
そのため、本図のように、兵器を大きく取り上げた錦絵も制作されている。  
 
 
                                                   
6 3 牛台山人『日清戦争軍人名誉忠死列伝』尚古堂、 1894 年、 52 頁  
掲載不可  
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《大孤山沖大海戦  我海軍大勝之図》（図 2-140／印刷・発行：明治 27 年 10
月／福島県立図書館）絵師：不明、版元：不明  
 黄海の大孤山沖における日清両軍艦の海戦を描いた錦絵である。画面左下
に、清国軍艦の甲板が配され、そこでは日本軍艦からの砲撃を受け逃げまど
い、甲板から海に飛び込む清国兵らの姿が描写され、左上には、日本軍艦の
甲板の上で砲撃する日本兵らが描かれている。また、両軍艦の間にはボート
が何隻かあり、その上では、兵らが戦闘を繰り広げている。水しぶきや爆発
など、迫力ある描写が多用されている。  
 
 
《大孤山沖海戦実影》（図 2-141／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図書館）
絵師：不明、版元：勝木吉勝  
 黄海海戦において、出撃した日清両軍艦を、鳥瞰的視点から描いた錦絵で
ある。描かれている内容としては、《日清海戦大孤山沖大激戦大日本海軍大勝
利之図》（図 2-130）と類似したものとなっており、それぞれの軍艦の名前が
詞書によって説明されている。万国旗が飾られた艦や、旭日旗が大きくはた
めいているさまなど、日本艦隊の戦勝を祝う描写が随所に施されている。一
方清国側のほとんどの軍艦は、日本軍艦からの攻撃を受け、黒煙をあげてい
るか、打ち沈められている。この、あまりにも異なる日清両国軍艦の描写の
差異が、より一層、日本軍の勝利を際立たせているといえる。  
【詞書】  
大孤山、扶桑艦、平遠号、高千穂号、秋津洲艦、橋立艦、厳島艦、千代田艦、
松島艦、威遠号、広丙号、経遠号、浪速艦、広甲艦、水雷艇、水雷艇、靖遠
号、揚威号、水雷艇、超勇号、威海衛、鎮中号、済遠号、水雷艇、来遠号、
定遠号、水雷艇、鎮遠号、赤城艦、比叡艦  
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《黄海之戦我松島之水兵臨死問敵艦之存否》（図 2-142／印刷・発行：不明／
福島県立図書館）絵師：小林清親、版元：不明  
 黄海海戦における兵の美談に取材した錦絵である。黄海での戦闘の際、日
本軍艦「松島」は、清国軍艦「鎮遠」の攻撃によって、主砲及び副砲など損
害を受けたほか、将校含む 28 人の兵が戦死、ほか 68 人が負傷するという被
害を受けた 6 4。この時、戦死した兵の中に、三浦虎次郎という人物がおり、死
の間際、「松島」副長に「まだ定遠は未だ沈みませんか」と問いかけたという。
副長は「心配するな。定遠は早や砲発し能わざるまでに、やっつけたれば是
から鎮遠をやるのだ」と答えた。すると、三浦は、微笑して「どうか仇を打
ってください」と言い息絶えたという 6 5。この美談がもととなり、軍歌「勇敢
なる水兵」が創作された。  
 本図は、この三浦の最期の姿を描いた作品で、画面右の、倒れこんでいる
兵が三浦で、左に立ち、右を指差す人物が副長である。三浦の顔は青白く、
瀕死でありながらも、鬼気迫る表情で敵艦について尋ねており、その意志の
強さまで描き出している。  
 また、甲板は大破しているほか、画面右の海上では、艦が被弾したのか、
周囲が見えなくなるほどの爆発光が描かれており、激戦の最中であることが
うかがえる。  
 
                                                   
6 4 『戦争の日本史 19 日清戦争』 134 頁  
6 5 多田省軒  編『日清戦争逸話』辻本九兵衛、 1894 年、 16 頁  
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《神国名誉奇談》（図 2-143／印刷・発行：明治 27 年／国立国会図書館）絵
師：五代歌川国政、版元：沢久次郎  
 本作は、黄海海戦の際に起こった出来事を題材とし描かれた錦絵である。
海戦当日、日本軍艦「高千穂」に、一羽の鷹が止まったという。「高千穂」艦
長はそれを捕えさせ、皇室に献上した。この出来事は、日本神話の神武東征
における金色の鳶の逸話になぞられ、絶賛されたという 6 6。この逸話の他に、
海戦の前に 2 羽の鳩が、艦の上空を飛び回っていたという話や、清国兵が潜
伏している場所には必ずカラスの群れがおり、日本軍にその居場所を伝えて
いたかのようであるという話など、黄海海戦における鳥にまつわる逸話が図
像化されている。  
 本図を見てみると、軍艦のマストに止まる鷹や、飛翔する 4 羽のカラス、
そして、羽を休める無数の鳩が描写されている。  
【詞書】  
「樺山中将か神助なりと云時一読あり   海洋島大海戦の前に二羽の鳩我  
艦隊の上を飛翔し居るを見る者有   激戦の最中に一羽の鷹  高千穂艦の  
楕上尚りて動かず  戦終りて後  我水兵之を捕へて天覧に供したり  とか  
亦厳島神社の使者は鴉なりとかの説あり  故に広島地方ハ特にからすの  
多かりしが  征清の軍起てより不思義にも其影も見ず  必ず清国兵の伏  
所には鴉群居よし  我兵は之を以て一のしらせ同様に為居れりとか  然し  
偶然の事なるが  鴉神国の奇旲宣空言ならんや是一の奇談にて可し」  
 
                                                   
6 6 前掲書  原田敬一『戦争の日本史 19 日清戦争』 136 頁  
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《霊鷹奉献之図》（図 2-144／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵師：尾
方月耕、版元：綱島亀吉  
 本図も、黄海海戦における鷹の逸話に取材した錦絵である。ここでは、鷹
を献上している様子が描かれている。画面中央に、翼を広げた真っ白な鷹が、
衝立に止まっている姿で描写されている。また、その背後には、恭しく礼を
する日本軍将校の姿がある。さらに、画面右には、鷹の姿をしげしげと眺め
る将校らの姿も見てとれる。  
 この鷹は、留まっていた軍艦にちなんで「高千穂」と名付けられ、宮中で
飼育されたという 6 7。  
 
第六節  九連城無血占領  
 九連城は、清国軍の防衛拠点のひとつである。日本軍の第一軍は、拠点を
牽制すべく進軍し、途中、北東から南西に流れる河・鴨緑江を渡河して、九
連城に達す。そして、歩兵が九連城東北から掩堡に侵入するが、中は大砲や
食糧が残されているのみであり、清国兵らはすでに退却した後であったとい
う。そのため、九連城では戦闘が起こらず、 10 月 26 日、日本軍の占領が完
了した。  
 錦絵では、九連城に向かう道中で起こった戦闘や、鴨緑江にて、対岸の清
国軍の偵察をおこなうべく、変装し敵地へ赴いた佐藤大佐の活躍が描かれて
いる。  
  
                                                   
6 7 竹井駒哲  編『日清交戦記』杉本七百丸、 1984 年、 43−44 頁  
108 
 
 
《大日本大勝利九連城没落之図》（図 2-145／印刷・発行：不明／国立国会図
書館）絵師：延重、版元：古橋新之助  
 九連城占領戦での、日本軍の様子を伝える錦絵である。画面右に、中国式
建築が描かれており、その中で、日本軍の将校らが、地図を広げ会議を行っ
ている。外では、大きな旭日旗を持った日本兵や、縄で縛られ、木に括りつ
けられた清国兵捕虜が配されている。この建築がある場所は小高い丘の上で、
その下では、両軍兵らが交戦している。空には、火花と思われるオレンジ色
の光が無数に描き込まれており、戦闘の激しさを伝えている。また、中央に
は鴨緑江が流れており、そこを渡河する日本兵らや、船が小さく描き込まれ
ている。  
 
 
《敵国占領之先登九連城攻撃之図》（図 2-146／印刷・発行：明治 27 年／国
立国会図書館）絵師：右田年英（応需）、版元：辻岡文助  
 日本兵が川を渡り、陸地にいる清国兵らを攻撃する姿が描かれている。題
名から、日本軍が渡河している川は「鴨緑江」であることがわかる。画面右
に鴨緑江が描かれ、日本兵らが横断している。その先の陸には、清国兵らが
おり、先立って上陸した日本兵が攻撃を加えている。本図を描いた右田年英
は、日清戦争錦絵において、アニリン赤など、鮮やかな色が特徴の人口顔料
が極力使用せず、落ち着いた色使いで画面をまとめている。  
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《征清第一軍九連城占領》（図 2-147／印刷・発行：明治 27 年 11 月／国立国
会図書館）絵師：右田年英（応需）、版元：辻岡文助  
 清国軍に対し、日本兵が騎兵突撃をかける姿が描かれている。画面右の白
煙から 2 人の騎兵が飛び出している。その先には、清国兵がおり日本兵に銃
を構えているが、 2 人の騎兵の気迫に押されているのか、数名は背中を向け
敗走しようとしている。走り出している軍馬は、肉体表現など、自然かつ躍
動感のある描かれ方をされているが、一方で、人物は、大仰なポーズで描か
れており、不自然でぎこちない印象を受ける。  
 
 
《佐藤大佐韓服を着し通訳官を従へ鴨緑江の沿岸を偵察す》（図 2-148／印
刷・発行：明治 28 年／国立国会図書館）絵師：右田年英（応需）、版元：辻
岡文助  
鴨緑江における佐藤大佐の活躍に取材した錦絵である。人物が 2 人登場し
ているが、中央の、水色の韓服を着て、何か説明しているような手ぶりをし
ているのは案内人で、右側の白い韓服を着用している人物が佐藤大佐である
と思われる。画中には描かれていないが、案内人の指さす先にこれから潜入
する清国軍の拠点があることが想像できる。二人の表情は固く、空も灰色で
描かれていることから、緊迫した空気感が表現されている。  
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《我斥候鴨緑江附近に敵陣を窺ふ図》（図 2-149／印刷・発行：不明／国立国
会図書館）絵師：小林清親、版元：不明  
日本軍は、九連城を占領すべく進軍を進めていた。その際、地形的問題か
ら、付近にあった鴨緑江に架橋し、渡る必要があった 6 8。おそらく、本図に描
かれている日本兵は、架橋をする前に、敵の動向を窺うべく偵察をおこなっ
た、陸軍歩兵大佐の佐藤正という人物であると考えられる。佐藤は、韓服を
着用して変装し、案内人とともに敵拠点に侵入し、その動向を偵察したとい
う。  
本図は、偵察前の佐藤大佐を描いたものであろう。対岸の敵軍拠点を見つ
める佐藤大佐は、青白い月明りに照らされている。また、水面は穏やかであ
り、月や周囲の山々も映し出しており、前線であることを忘れさせるような
情景である。しかし、これから起こる激戦を暗示するかのように、清国軍拠
点の高く上がった煙や光などが描き込まれている。  
 
 
《九連城附近ニ清国兵ヲ激破ス》（図 2-150／印刷・発行：不明／国立国会図
書館）絵師：進斎年光、版元：不明  
 日清両軍の交戦を描く。題名から、九連城占領戦における戦いを描いた錦
絵であることがわかる。画面中央に、小川が流れており、その周囲で戦闘が
繰り広げられている。騎乗し、複数の清国兵を相手取る日本兵や、両手に刀
を持ち、勇猛に戦う兵が描写されている。本図を概観すると、清国兵よりも
日本兵のほうが大きく描かれていることがわかる。描き分ける理由は不明で
                                                   
6 8 前掲書『戦争の日本史 19 日清戦争』 164 頁  
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あるが、日本兵を大きく描くことで、強い存在として表現したかったのでは
ないかと思われる。  
 
 
《日本大捷  九連城激戦図》（図 2-151／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：楊州周延、版元：綱島亀吉  
 九連城での日清両兵の戦闘を描いた錦絵である。画面中央から進軍する日
本兵が、次々と清国兵を倒す姿が描写されている。画面右上では、野津中将
が指揮を執っており、さらに背後には日本兵が控えている。一方、清国兵は、
日本兵らの攻撃を受け、力なく座る姿や、倒れこむ姿で描かれている。本図
もまた、強い日本兵というイメージを表現する、定番の錦絵である。  
【詞書】野津中将  
 
 
《日本大勝利九連城陥落》（図 2-152／印刷・発行：明治 27 年 10 月／静岡県
立中央図書館）絵師：不明、版元：山田末吉  
 川辺で交戦する日清両軍の姿を描く。画面中央に、広い川が描かれており、
その周囲で日清両兵が戦闘している。画面左には、「福島安正君」と「直字軍
統領  鄭崇義」という人物が、もみ合いになりながら崖から落ちている姿が
描かれている。また、画面中央では、 3 人の日本軍騎兵が、十数人の清国軍
歩兵や、騎兵を相手取る姿が描写されている。騎乗し戦う兵の姿など、芝居
がかったポーズや表情で描かれており、主題は近代戦争でありながらも、武
者絵や芝居絵を連想させる作品である。  
【詞書】  
掲載不可  
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福島安正君、直字軍統領  鄭崇義、藩高才、趙懐業、波多野君、野田君、児
玉君、大山大将  
 
第七節  鳳凰城陥落戦  
 九連城を占領した第一軍は、続いて、北西にある清国軍拠点、鳳凰城を攻
略すべく前進する。10 月 29 日、先行していた騎兵らが鳳凰城に接近すると、
清国兵はすでに退却を始めているところであった。その後、騎兵が鳳凰城に
突入し、 31 日には陥落し、日本軍が占領した。  
 
 
《鳳風城総攻撃之図》（図 2-153／印刷：明治 27 年 11 月 7 日、発行：明治 27
年 11 月 10 日／国立国会図書館）絵師：藤岡隆章、版元：牧金之助  
 鳳凰城城門前における戦いを描いた錦絵である。画面左奥に、城門らしき
建物と高くそびえたつ城壁があり、その前で日清両兵が交戦している。一方、
画面右には、日本軍に指示を出す騎兵や、銃剣を持つ歩兵らが配されている。
この騎兵に関しては、画中の詞書より、野津陸軍中将、立見陸軍少将、福島
陸軍中佐、一戸陸軍少佐であることがわかる。  
【詞書】  
野津陸軍中将、立見陸軍少将、福島陸軍中佐、一戸陸軍少佐、佐藤陸軍大佐  
 
 
《鳳凰城陥落敵兵潰走図》（図 2-154／印刷・発行：明治 27 年 11 月／福島県
立図書館）絵師：水野年方、版元：秋山武右衛門  
 大砲を放つ日本兵らの姿が描かれる。画面中央に大きく大砲が描かれ、そ
掲載不可  
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の周囲には大砲を操作する兵らが描写されている。その周囲には、倒れる清
国兵の姿が見て取れる。口径付近に煙が浮かんでいることから、砲撃した直
後であることがわかる。次の砲弾を準備する者、大砲を支える者、導線を持
っている者、双眼鏡によって方角を指示する者、そして、彼らを警護する者
など、それぞれ砲撃を行う際の兵らの持ち場が詳しく描写されており、興味
深い錦絵となっている。一方で、大砲や兵らの足元を見てみると、清国軍の
軍旗が無残に踏みつけられている様子も描写されている。  
 
第八節  大孤山攻略戦  
 九連城、鳳凰城と、清国軍拠点を占領した第一軍は、補給路を確保すべく、
九連城の西にある大孤山地方の攻略をおこなう。ここでは、第三師団に攻略
および物資の徴集を、第五師団には、歩兵の大隊を率いさせ、東北から大孤
山に迫るよう命じる。そして、11 月 5 日には、大孤山は日本軍によって占領
された。  
 
 
《拆木城南に於て榊原少佐奮戦乃図》（図 2-155／印刷・発行：不明／福岡県
立図書館）絵師：安達吟光、版元：不明  
 本図もまた、日本兵の活躍を取り上げた錦絵である。大孤山を攻略した日
本軍第三師団は、その後、大孤山近郊の海域および、北側にある岫厳城と拆
木城を占領する。拆木城進軍の途中、第三師団は清国軍と鉢合わせる。前衛
にいた榊原少佐は、他の兵を率いて偵察に向かうが、敵の銃弾が腹部に当た
り、重傷を負う。その時数歩前進したが、力尽き、手当も受けるも死亡する。
画面中央の、騎乗した日本兵が榊原少佐であろう、馬に落ちつつも、清国兵
に致命傷を与える姿が描かれている。  
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第九節  金州城占領作戦  
 明治 27 年 9 月 21 日、黄海海戦での勝報を知った大本営は、旅順半島の攻
略作戦に着手する。このとき、すでに準備が終わっていた第一師団と混成第
十二旅団に旅順口東に位置する金州城を攻略させ、その後、第二師団と合流
し、旅順攻略に当たらせることとした。しかし、実際は第一師団のみで金州
城攻略作戦は実行され、11 月 5 日、金州街道を進む。その後、金州城の北門
および東門まで迫るが、城門は固く閉ざされ、城壁もよじ登ることができな
いような高さであった。そこで、城門を爆薬で爆発させ、破壊することとな
った。その際、工兵らが門前に設置されていた地雷などを解除しつつ、門の
前に爆薬を仕掛け、北方の代に門を破壊し占領したという。そして、翌日に
は金州城を占領した。  
 
 
《金州城攻撃工兵小野口徳治城門》（図 2-156／印刷・発行：明治 28 年 2 月
／国立国会図書館）絵師：水野年方（応需）、版元：秋山武右衛門  
本図は、小野口徳治上等兵の美談を取材した錦絵である。小野口は金州城
右北門を攻撃する際、清国軍からの銃撃をもろともせず、城門の第二門に爆
薬を仕掛けたという。  
 爆発している門と、上から、清国兵が小野口を銃撃されている様子が描写
されている。また、煙に隠れているが、背景には 3 人の日本兵の姿が見える。
おそらく、小野口とともに城門に向かった工兵であると思われる。  
【詞書】   
「明治廿七年十一月六日金州城攻撃中工兵小野口徳治君  高死ヲ冒シテ  
突進シ  綿火薬ヲ以テ第一第二ノ城門ヲ破壊シ  終ニ大捷ヲ致ス鴫呼勇  
烈ナル哉」  
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《今景季  第十五隊長付歩兵少尉伊藤柳太郎君ハ十一月六日暁天和尚山ノ
一塁二塁ニ挺進 6 9先登シ二度ノ魁ヲナシ忽チ敵塁ヲ抜ク  是一個ノ美少年人
呼ンデ和尚山ノ梶原景季ト云フ》（図 2-157／印刷・発行：不明／福島県立図
書館）絵師：水野年方（応需）、版元：綱島亀吉  
金州城東にある、和尚山での戦いに取材した錦絵である。城壁らしき壁を
よじ登り、清国兵に突撃を試みる日本兵が描かれている。この兵が伊藤柳太
郎という人物であろう。  
梶原景季とは、源頼朝に仕えていた武士のことを指す。景季は、一の谷の戦
いにおいて、敵陣に突入し、「梶原の二度駆け」と呼ばれる奮戦をしたという。
また、後世において色男であるとも伝えられている。伊藤は、その活躍ぶり
や容姿も相まって、景季と称されたのであろう。  
 
 
《金州城撃戦》（図 2-158／印刷・発行：明治 28 年／国立国会図書館）絵師：
安達吟光、版元：福田熊次郎  
 本図は、小野口が第二門に到達するまでの様子を描いた錦絵である。画面
中央から右にかけて 3 人の日本兵が、煙に包まれた城門に向かい、銃弾が飛
び交う中、突撃する姿が描かれている。それぞれ左から、「工兵小野口徳次」、
「西川工兵中尉」、「北上源之助」と名前が記されていることからも、彼らは
城門に爆薬を仕掛ける任を受けた者であることがわかる。同一人物の活躍や
美談を取り上げた錦絵であっても、描き起こす場面はそれぞれ異なっている。 
【詞書】  
                                                   
6 9 「身」の誤字か  
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工兵小野口徳次、西川工兵中尉、北上源之助  
 
 
《日清戦争  金州城追撃之図》（図 2-159／印刷・発行：不明／福島県立図書
館）絵師：尾形月耕、版元：不明  
 画面左に描写された日本軍が、右に配された清国軍を追う様子が描かれて
いる。また、清国兵らの背後には、煙越しにうっすらと城門が描かれており、
題名から金州城城門であることがわかる。おそらく本図は、日本軍に追われ、
金州城に逃げ込もうとする清国兵らの姿を描いたものだと思われる。  
 
 
《第二軍金州城大激戦之図》（図 2-160／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：秋香、版元：関口政治郎  
 日清両兵が交戦する姿を描いた錦絵である。題名の「第二軍」とあるが、
旅順口攻略のため進軍していた第一師団と第六混成旅団の連合軍のことを指
すと思われる 7 0。城壁らしき壁や、城門が描写されていることから、金州城を
目前にした戦闘を取材したものと考えられる。中央には日本軍の騎兵と歩兵
がおり、それを囲むように清国兵が描写されている。また、右には清国軍の
騎兵が配されている。本図においても、日本兵は、清国兵を一方的に叩きの
めす姿で描かれ、清国兵は金州城場内へ逃げ込もうとする姿で表現されてい
る。  
 
                                                   
7 0 塩島仁吉  編『日清戦史  第五巻』経済新聞社、 1895 年、 1 頁  
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《金州城永安門陥落之図  上等兵小野口徳治》（図 2-161／印刷・発行：明治
28 年 1 月／福島県立図書館）絵師：小林清親、版元：不明  
 本図もまた、小野口の美談に取材した錦絵である。画面中央に小野口が配
され、右には爆破した門が描かれている。爆破直後の場面であり、まぶしい
ほどの光と城門の瓦礫が描写されている。夜景であるため、黄色やオレンジ、
白で表現された光に目を引かれる。また、人物が光によってオレンジ色に照
らし出されている様子も表現されており、細かい描写も丁寧であるといえる。 
  
第十節  旅順口攻略戦  
 11 月 14 日、金州城攻略を成し遂げた第一師団は、その後、混成第十二旅
団などを加え、旅順口に向かっていた。途中、偵察のため先に進んでいた騎
兵が、土城子という場所で清国軍と遭遇し、攻撃を受ける。この際、予想外
に清国兵が多かったため、日本軍は兵を増員するも、激しい銃撃戦となった。
数時間に渡る戦闘後、清国軍が撤退したため、日本軍は進軍を再開する。そ
の後、旅順口を防衛する砲台を占領し、 22 日には、旅順口を陥落した。   
日本軍は、21 日には旅順口市街に入っており、清国軍の敗兵掃討も試みて
いた。掃討は陥落後の 24 日まで続けられたという。この掃討作戦が「旅順虐
殺事件」としてイギリス紙の『タイムズ』に掲載され、日本軍や日本政府は、
欧米諸国より強い批判を受けた。  
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《日清旅順口攻戦大勝利之図》（図 2-162／印刷・発行：明治 27 年 10 月／静
岡県立中央図書館）絵師：楊斎延一、版元：堤吉兵衛  
 陸にいる清国軍に対し、日本軍が海上から攻撃している様子が描かれてい
る。画面左は海が、右には陸地が広がっており、左側には、日本軍艦とボー
トに乗り銃撃する日本兵らの姿が、右側には、清国軍拠点と、日本軍に対し
攻撃をおこなう清国兵らの姿が描写されている成歓および牙山の戦闘に取材
した錦絵において、二国の海軍と陸軍の戦いを同画面で描いている作品は多
かったが、このように、海と陸に別れ日清両軍が交戦する様子を題材とした
錦絵は他に例がない。  
 
 
《旅順口之陥落》（図 2-163／印刷：明治 28 年 2 月、発行：明治 28 年／国立
国会図書館・福島県立図書館）絵師：右田年英（応需）、版元：辻岡文助  
 旅順口の清国軍拠点を、軍艦の砲撃で攻撃する日本軍が描かれている。画
面左半分に海が広がっており、日本軍艦が 3 隻停船している。軍艦からは、
黒と白の煙が上がっており、砲撃直後であることがわかる。一方、画面右に
は、城壁らしきレンガ造りの壁と、軍艦からの攻撃を受け、倒れ込む清国兵
の姿が描写されている。  
 本図に明記はされていないが、連続した描写や、制作した絵師および版元
が同一であることから、《旅順口合囲》（図 2-164）と《旅順口進撃》（図 2-
165）の連作であると考えられる。  
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《旅順口合囲》（図 2-164／印刷：明治 28 年 2 月、発行：明治 28 年 2 月 19
日／国立国会図書館）絵師：右田年英（応需）、版元：辻岡文助  
 本図もまた、旅順口占領戦における戦闘に取材した錦絵である。大砲で清
国軍拠点を攻撃する日本軍の姿が描かれている。画面左に城壁が配され、そ
の内側には清国軍旗がなびいている。一方、画面右には、拠点に攻撃すべく、
大砲を構える日本兵らの姿が配されている。周囲は白煙に覆われており、砲
撃の際に出た煙であることがわかる。また、うっすらと赤い線が描き込まれ
ていることから、銃撃戦も繰り広げられてことが見てとれる。  
 本図の描写から、《旅順口之陥落》に続く錦絵であると考えられる。  
 
 
《旅順口進撃》（図 2-165／印刷：明治 28 年 2 月、発行：明治 28 年 2 月 19
日／国立国会図書館）絵師：右田年英（応需）、版元：辻岡文助  
 旅順口の清国軍拠点に進攻する日本軍が描かれている。城門周辺で戦闘が
勃発しており、日本兵らが拠点内に攻め入ろうとしている。それを阻止すべ
く、清国兵が立ち向かうが、反撃することはできず、拠点内に敗走している。
本図も、画面の至る所に白煙が上がっているほか、上空では火花が散ってい
る。このような描写から、激しい戦闘を繰り広げていることがわかる。また、
《旅順口合囲》に続く錦絵であると思われる。  
以上 3 図の錦絵は、上陸の際清国拠点を攻撃し（《旅順口之陥落》）、城壁へ
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攻撃を仕掛け（《旅順口合囲》）、拠点に進攻する（《旅順口進撃》）という流れ
で制作された、連作であると考えられる。  
 
 
《旅順口陥落之図》（図 2-166／印刷・発行：明治 27 年／福島県立図書館）
絵師：尾形月耕、版元：田村為吉  
 旅順口の清国軍砲台を攻撃する日本兵らの姿が描かれている。砲台のすぐ
外に海が広がっており、遠方には旭日旗を掲げた日本軍艦が描き込まれてい
る。中央に巨大な大砲が配され、その傍で戦いが繰り広げている。日本兵に
一方的に攻撃され倒れ込む清国兵や、日本兵に命乞いする清国兵が描写され
ている。砲撃を受け、高く吹き飛ぶ兵や、兵の顔貌表現など、など大仰な描
写が多々見られる。  
 
 
《旅順口砲台乗取之図》（図 2-167／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵
師：尾形月耕、版元：綱島亀吉  
 本図も、清国軍の砲台における日清両軍の戦闘を伝える錦絵である。画面
左から、石壁を登り、砲台内部へ進む日本兵と、武器をもって応戦しようと
するも日本兵らの攻撃を受け退散する清国兵の姿がある。高く大きく上がる
煙から、激戦の様子がうかがえる。また、遠景には海が広がっており、そこ
には同じく交戦している日清両軍の軍艦が見える。海岸沿いに設置されてい
た砲台であることがわかる。  
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《旅順山間ニ  露営将士日光ヲ拝ス図》（図 2-168／印刷・発行：明治 27 年
12 月／福島県立図書館）絵師：尾形月耕、版元：松野米次郎  
 日本軍の野営から、日の出を拝む兵を描いた錦絵である。画面中央に、日
本軍の将校が小高い岩山に立つ姿が配されている。その付近には、部下らし
き兵がおり、岩山の下には野営を営む兵らが描写されている。将校の眼前に
は海が広がっており、そこには日光が描かれている。題名に旅順山とあるこ
とから、日の出であることがわかる。また、発行月が 12 月であり、旅順口の
攻略が完了した後に制作されたものと思われ、攻略成功を祝う図であると推
測できる。さらに、12 月発行という点から、敢えて日の出を描くことで、新
年の縁起物として発売することを視野に入れた錦絵であったとも考えられる。 
 
 
《根津砲兵大尉  飯田海軍大尉》（図 2-169／印刷・発行：不明／福島県立図
書館）絵師：安達吟光、版元：不明  
 旅順口攻略戦における両兵の活躍を伝える錦絵である。嵐で海が荒れてい
る中、小さな木舟で軍艦まで行こうとする根津大尉と飯田大尉の姿が中央に
描かれている。軍服から、向かって左が飯田大尉、右が根津大尉であろう。
画面右には、両兵を追うも、日本軍の軍艦を見て逃げる清国兵が描かれてい
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る。陸軍、海軍それぞれの活躍は別々に描かれることが多いが、協力し合う
姿も題材になることもあったようである。  
【詞書】  
「旅順攻撃ノ際軍司令官ハ陸海軍ノ連絡ヲ通センカ為メ或ハ海上颶風ニ  
逢ヒ或ハ闇夜渓谷ニ落チ屡々危険ヲ冒シ其任務ヲ全フシ誠ニ軍人ノ本文  
ナラスヤ」  
 
 
《於土城子大尉浅川氏之苦戦》（図 2-170／印刷・発行：不明／国立国会図書
館、福島県立図書館）絵師：不明、版元：不明  
 旅順口に日本軍が向かう最中、旅順近郊の土城子という場所で、日本軍の
騎兵隊と清国軍とが衝突した。この騎兵隊は、偵察として出された隊であり、
兵数も少なかったため、大変な苦戦を強いられた。その後、歩兵も応援に来
るも太刀打ちできず、一時撤退を余儀なくされた 7 1。本図は、この戦いにおい
て、敵の大群めがけて突進し、 7 人もの清国兵を倒した浅川大尉の活躍に取
材した錦絵である。画面中央には、浅川氏と思われる騎乗した日本兵がおり、
その背後には、煙越しに日本軍の騎兵隊が進む姿が描写されている。浅川氏
の足元には清国兵がおり、日本軍に驚きおののく姿で表現されている。また、
土埃が舞い上がっているさまを表現するためか、画面は茶色く、至る所に白
で煙が描かれている。  
 
                                                   
7 1 服部誠一『征清独演説  続編』小林喜右衛門  等、 1894 年、 17⁻18 頁  
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《清国旅順港図》（図 2-171／印刷・発行：明治 27 年／静岡県立中央図書館）
絵師：不明、版元：村上豊次郎  
 旅順口市街近郊で、清国軍と交戦する日本軍の様子を描いている。画面右
に城門が配されているが、こちらが旅順口の市街であろう。その前を、日本
軍が大挙をなして進んでいる。詞書の説明から、立見少将と梶本少佐の部隊
であることがわかる。日本軍は、清国軍を追跡していたようで、彼らの部隊
よりも先に進んでいた隊の兵らが、すでに戦闘を繰り広げている。また、城
壁にいる清国兵を銃撃したり、崖に追い詰めて海に落とすなど、清国軍を徹
底的に追い詰める日本軍の姿が描かれている。  
【詞書】  
朝鮮義品、山路中将、●●宋慶、立見少将、梶本少佐、大迫少将、大島少将  
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第十一節  威海衛陸海軍攻略戦  
 11 月下旬、大本営は、冬季以降の決戦計画を遂行すべく、準備を進めてい
た。その中で、威海衛の制海権が未だ掌握されていないことが指摘され、威
海衛攻略作戦が計画される。  
そして翌年明治 28（ 1895）年 1 月 26 日から、第二師団と第六師団が威海衛
へ進軍し、 30 日には、威海衛の清国軍砲台への総攻撃が開始される。南岸、
北岸と占領していき、 2 月 2 日は、威海衛を占領した。また、この作戦の最
中、樋口大尉という兵が、戦地に取り残された清国人の幼児を助け、幼児を
守りながら戦闘をおこない、捕虜に託したという美談が生まれた。この樋口
大尉の美談は、洋画家の浅井忠（ 1856-1907）によって《樋口大尉小児を扶く
る》という題名で絵画化されている。  
 
 
浅井忠《樋口大尉小児を扶くる》 7 2 
 
一方、日本海軍の聯合艦隊も、 1 月 30 日には、威海衛湾内に侵入し、 2 月
4 日の夜、港内の砲台と清国軍艦の砲撃が開始される。さらに、5 日、6 日と
夜襲を仕掛け、清国軍艦を沈没させる。そして、 7 日には、日清両軍艦の総
攻撃が始まり、北洋艦隊は撃滅し、12 日には、北洋艦隊司令官長の丁汝昌が
乞降書を提出し、降伏する。その夜、丁汝昌は自決し、北洋艦隊は壊滅した。  
冬季の戦局を左右する重要な戦いであり、陸戦、海戦ともに 1 か月という長
期の作戦であったためか、数多くの錦絵が制作されている。そこで、本節に
おいても、描かれた場面ごとに、 1.陸戦を描いた錦絵、 2.樋口大尉の美談、
3.海戦を描いた錦絵、 4.丁汝昌自決の 4 つに分類し、それぞれ分析した。  
                                                   
7 2 1895 年、所蔵：宮内庁三の丸尚蔵館。図版は、展覧会図録『皇室の名品  : 近代日
本美術の粋』京都国立近代美術館 , 宮内庁三の丸尚蔵館、 2013 年  より引用。  
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11‐ 1 陸戦  
 
 
《日清戦争威海衛附近激戦ノ図》（図 2-172／印刷・発行：明治 28 年／国立
国会図書館）絵師：光方、版元：不明  
 威海衛占領戦における日清両軍の戦闘を伝える錦絵である。画面左に、清
国軍が築いた土塁を登って、清国兵らを攻撃する日本兵らの姿が描かれてい
る。その奥では、小高い丘から銃撃する日本兵が描写されている。一方、清
国兵らは、日本軍からの攻撃を受け退却している。また、画面左奥には、山
に築かれた城壁らしき建物が描写されており、そちらでも戦闘が繰り広げら
れているのか、火の手が上がっている。  
 アニリン赤が極力使用されておらず、唯一使用されたと思われる旭日旗や
清国軍旗がより映える画面となっている 7 3。  
 
 
《威海衛上陸砲台攻撃之光景》（図 2-173／印刷・発行：明治 28 年／福島県
立図書館）絵師：小林清親、版元：福田熊次郎  
日本兵が騎乗し、サーベルを高く掲げる姿が中央に配され、その傍には、
物資を押し進める歩兵が描かれている。また、画面右には、進軍する騎馬隊
が陰によって表現されている。題名から、威海衛にある清国砲台を攻撃すべ
く進軍する日本軍を描いた錦絵であるとわかる。清国兵の姿は見えないが、
騎兵の足元に描かれた爆発によって、日本軍を砲撃していることがわかる。
ちょうど足元に被弾したのか、驚き飛び上がる軍馬と、それに動じず号令を
                                                   
7 3 現在、アニリン赤が使用されたと思われる部分は、蝋のようなもので塗りつぶされ
ており、変色している。  
掲載不可  
掲載不可  
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かける騎兵の姿が描写されている。  
 
 
 
《威海衛進軍配置之図》（図 2-174／印刷・発行：不明／函館  福島県立図書
館）絵師：小林清親、版元：不明  
 威海衛を進軍する日本軍の姿を描いた錦絵である。画面中央に、望遠鏡を
使用する兵と、その兵に指示を出す、将校らしき人物が配されている、題名
から、兵を進めるため、その配置を確認している最中を描いたものであろう。
また、左には整列した兵や喇叭を吹く兵がおり、彼らの目の前には海が広が
り、浅瀬には軍艦が停船している。早朝なのか、水平線から日が昇っている
様子が描写されている。この、日の出の描写は《旅順山間ニ  露営将士日光
ヲ拝ス図》においてもみられる。日の出を描き込むことによって、時間帯を
示すだけでなく、日本軍の勝利を祝う「おめでたい」象徴としての役割も包
括しているのではないかと考える。  
 
 
《威海衛百尺崖所ニ大寺少将奮戦ス》（図 2-175／印刷・発行：明治 28 年／
福島県立図書館）絵師：小林清親、版元：福田熊次郎  
 威海衛の陸戦において戦死した、大寺安純少将（弘化 3［ 1846］年 -明治 28
［ 1895］年）の活躍を題材に描かれた錦絵である。第十一旅団長であった大
寺少将は、部下を引き連れ、威海衛の海岸沿いにあった砲台を臨検していた。
その時、清国軍艦から砲撃を受け、被弾してしまい致命傷を受け死亡した。
本図では、どのような場面を取材したのかは不明であるが、軍馬に乗る少将
と、部下らしき人物たちの、勇ましく戦う姿が描写されている。  
 
掲載不可  
掲載不可  
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《大雪ヲ冒シテ我将校単身敵地ヲ偵察之図》（図 2-176／印刷・発行：明治 28
年 1 月／福島県立図書館）絵師：田口米作、版元：水野浅次郎  
 激しい吹雪の中を進む日本兵 2 人の姿が描かれている。画面左にはうっす
らと城壁が描写されており、おそらく清国軍の拠点であると思われる。日本
兵は、しっかりと外套を着込み、ゴーグルを着用し、猛吹雪の中を堪えるよ
うにして進んでいる。また、軍馬にも外套のようなものを着用させており、
その過酷さがうかがえる。どの戦地に取材した錦絵なのかは分からないが、
発行年月などから威海衛における作戦を描いたものと思われる。  
 
 
《於威海衛附近我海軍陸戦隊決死隊七勇士先鋒上陸之図》（図 2-177／印刷・
発行：不明／福島県立図書館）絵師：水野年方（応需）、版元：秋山武右衛門  
 本図は、威海衛作戦を取り上げた錦絵である。威海衛攻略に向け、偵察行
動を行っていた日本軍は、立地的な問題から、海軍の連合艦隊と協力し、各
地の堡塁を攻略するという方針を固める。その際、日本軍は、水兵 7 人に、
先立って上陸し、清国軍の電線の切断及び、清国兵の捜索を命じる 7 4。本図は
この 7 人の活躍を描いたものである。画面中央に、大雪の中、偵察のため上
陸した日本兵らが描かれ、彼らの目前には、うつ伏せで倒れている清国兵が
いる。画面右に、煙を上げている日本軍艦が描写されていることから、砲撃
を受け死亡した清国兵であると想像できる。厳しい環境の中作戦を遂行する
日本兵の勇ましい姿を描いた錦絵である。  
                                                   
7 4 塩島仁吉  編『日清戦史  第六巻』経済新聞社、 1895 年 10-11 頁  
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《日清戦争威海衛ニ於我軍激戦ス》（図 2-178／印刷・発行：明治 28 年／国
立国会図書館）絵師：幽斎年章、版元：福田熊次郎  
 威海衛の戦闘において、雪中を進軍する日本兵らが描かれている。画面中
央に、騎乗した２名の日本兵が、向かって右側の様子を伺う姿で描写されて
いる。騎兵らの視線の先は描かれておらず、何の様子を伺っていたのかまで
はわからない。また、画面左には、彼らに続いて進んでいた歩兵らの姿が見
える。さらに、画面左奥には、海が広がっており、日清両軍艦が交戦してい
る。  
 空の微妙な曇り空や、深く積もった雪、凍った滝などの描写から、日本兵
らが、極寒の地で作戦を遂行していることがわかる。また、アニリン赤の使
用が極力抑えられ、灰色が多用された画面は、さらにその寒々しさを伝える
ものとなっている。  
 
 
《威海衛附近  登州府降雪激戦之図》（図 2-179／印刷・発行：明治 28 年／
福島県立図書館）絵師：楊州周延、版元：大西庄之助  
 降雪の中、馬に乗り、木々の間を駆ける日本兵らの姿が描かれている。画
面中央に、馬に乗った将校らしき人物がおり、その後ろには、同じく騎乗し
た兵が続いている。兵らは、頭まで外套をかぶり、雪風から身を守るように
して進んでいる。また、左奥では、日本軍の騎兵らが清国兵を襲撃している
姿が描かれ、その手前には、雪に埋まった清国兵の死体が描写されている。
戦局も佳境になってくると、本図のように、最前線の戦闘を主題とするので
掲載不可  
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はなく、後衛の兵らに注目した錦絵が多く見られるようになる。  
 
 
《日清戦争之内  明治廿八年一月三十日  我第二軍威海衛攻撃の際  百尺
崖激戦ハ大風雪ニシテ遂ニ是ヲ占領シ加エ清国司令官載将軍モ戦死セリト
イフ》（図 2-180／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵師：楊州周延、版
元：不明  
 本図は、画面中心に清国兵を配すという、あまり他の錦絵にみられない構
図がとられている。騎兵のようであるが、落馬して地面に振り落とされる瞬
間が描かれている。詞書の説明に、「掲将軍」とあることから、この将軍を描
いているのだとわかる。また、左には銃を抱える清国兵の姿が、右側には、
煙越しにうっすらと日本兵らの姿が描写されている。  
【詞書】  
掲将軍  
 
 
《我軍占領栄城湾上陸之図》（図 2-181／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：小林清親、版元：不明  
 海をボートで渡る日本兵らの姿が描かれている。画面中央に、11 名の兵が
乗ったボートが配され、懸命にオールを漕ぐ兵らの姿が描写されている。周
囲は高い波に囲まれ、いつ飲み込まれてもおかしくない状況である。また、
画面右下の浅瀬には、清国兵の死体が流れ着いている。  
 明治 28 年 1 月 19 日、大連湾を出発した日本海軍は、20 日には栄城湾に到
掲載不可  
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着し、陸戦隊を編成したのち上陸する 7 5。本図は、この陸戦隊が、上陸すべく
沿岸に向かう姿を描いた錦絵であろう。上陸後、栄城に向い進軍し、途中清
国軍の騎馬隊と衝突するも、 20 日夜には栄城を占領した 7 6。  
 
 
《栄城湾上陸后之露営》（図 2-182／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵
師：小林清親、版元：松永作次郎  
 日本兵らが野営をし、焚火で暖をとる姿が描かれている。画面中央と左奥
には、焚火とその前で休憩する兵らが描写されている。煙草を吸う者や、両
手を暖める者など、それぞれ火の前でくつろぐ姿が見てとれる。また、画面
右には海が広がっており、暗闇の中上陸する日本兵らの姿が、影で表現され
ている。オレンジや赤で表現された焚火の光と、濃淡や黒、灰色で表現され
た海の闇が対照的である。  
 
11－ 2 樋口大尉の美談  
 
《陸海軍人高名鑑  第六師団大隊長  樋口大尉》（図 2-183／印刷・発行：明
治 28 年 4 月／福島県立図書館）絵師：小林清親、版元：井上吉次郎  
 威海衛における砲台占領作戦のさい生まれた美談を描いた錦絵である。第
六師団の大隊長であった樋口大尉は、進軍途中、雪中で幼い子どもが泣いて
いるのを発見する。このまま放置してしまうと凍死してしまうため、哀れに
思った樋口大尉は、子どもを抱き上げ、進軍を続けた。途中、清国軍に接近
し、戦闘が勃発したが、左手で子どもを抱き上げ、右手で指揮を執った。そ
の後、捕虜の清国人に子どもを託し、両親を探すよう伝えたという。本図で
                                                   
7 5 篠田正作  編『日清戦争見聞録』明昇堂、 1895 年、 91 頁  
7 6 『日清戦争見聞録』 92 頁  
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は、子どもを抱きかかえ戦う樋口大尉の姿が描かれている。軍帽は被弾し、
宙を舞い、抱えている子どもは腕から落ちないようしがみついている。また、
背後には銃撃を行う日本兵らの姿が描写されている。各描写によって、緊迫
した様子が表現されている。  
 【詞書】  
「第六師団大隊長樋口大尉  既ニ摩天嶺ノ敵ヲ撃チ退ク将ニ百尺崖所ニ  
向ハントス時ニ  一小児ノ路上ニ遺キセラレテ啼泣スルアリ  大尉其凍  
死センコトヲ憐ミ之ヲ抱キテ以テ進ム  たまたま敵軍ニ接近シ戦機急ナ  
リ  乃チ左手児ヲ擁シ右手劔ヲ翳シテ部下ヲ指揮ス  後之ヲ捕虜ニ託シ  
テ其親ニ致サシムト勇ニシテ仁ナル我軍ノ士気概ネ斯ノ如シ」  
 
11‐ 3 海戦  
 
《帝国艦隊於威海衛撃沈敵艦》（図 2-184／印刷・発行：不明／福島県立図書
館）絵師：楊州周延、版元：綱島亀吉  
 画面中央に、日本海軍の艦首が大きく配され、軍艦の後方には、砲撃を受
け沈没する何隻かの清国軍艦が描かれている。本図は、威海衛における日本
海軍の活躍に取材した錦絵である。三枚続きのうち 2 枚を使用し描かれた日
本軍艦は、迫力があり堅牢さや強さを伝えている。また、清国軍艦も、炎や
黒煙を上げ沈没する描写によって、戦闘のすさまじさを伝えている。  
 
 
《威海衝陥落北洋艦隊提督丁汝昌降伏ノ図》（図 2-185／印刷・発行：不明／
福島県立図書館）絵師：右田年英、版元：不明  
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 丁汝昌とは、清国軍北洋艦隊の提督を務めた人物である。明治期、東洋一
の強さを誇っていた北洋艦隊であるが、威海衛における海戦で、壊滅状態と
なる。それを受け、丁汝昌は、日本軍に対し、兵員が捕虜の扱いを受けるな
らば無条件降伏に応じると通達し、日本軍側もそれを受け入れる。その後、
丁汝昌は清国軍艦の鎮遠で服毒自決を図った。  
 本図では、軍艦の上で丁汝昌および北洋艦隊の兵員が、日本海軍に対し降
伏する姿が描かれている。画面右側には、お辞儀をする清国の兵員と西洋人
の兵員が配され、その向かいには日本海軍の兵員らがいる。また、描かれて
いる西洋人は、北洋艦隊副提督であろう。毅然とした態度でいる日本兵に対
し、丁寧にお辞儀をする清国人と無念の表情を浮かべる西洋人らの姿が対照
的である。  
 
11‐ 4 丁汝昌自決  
 
《清國北洋艦隊於威海衛全滅遂提督丁汝昌我海軍敵不能於官宅自殺図》（図
2-186／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵師：水野年方、版元：秋山武
右衛門  
本図は、降伏後の、丁汝昌が自決を図る前の姿を題材とした錦絵である。
グラスを持ち、椅子に腰かけ、窓の外の様子を見ている姿で描写されている。
窓の外には海が広がっており、遠方に日本軍の軍艦が見える。この軍艦を見
ていると思われる丁汝昌の表情は苦々しく、拳を強く握っている。自決を図
る前の、無念さや悔恨の情が伝わる作である。題名に官宅で自殺とあるが、
実際には清国軍艦「鎮遠」の艦内で自決している。  
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《劉公島官舎ニ丁汝昌遺書ヲ程壁光ヘ托シ衆ニ代リテ決死ヲ計ル図》（図  
2-187／印刷・発行：不明／国立国会図書館・福島県立図書館）絵師：右田年
英、版元：不明  
 本図は、丁汝昌が日本軍に対し降伏する旨を伝えるべく、降伏文書を劉公
島に託す場面を伝える錦絵である。  
画面左に座る丁汝昌が、劉公島に宛てた遺書を、右隣りで深く頭を下げて
いる程壁光という人物に託す様子が描かれている。丁汝昌は下を向き自身が
記した遺書を見ており、《清國北洋艦隊於威海衛全滅遂提督丁汝昌我海軍敵
不能於官宅自殺図》（図 2-186）よりも、悲しみを帯びた表情で描かれている。  
 
第十二節  牛荘城占領戦  
 明治 27 年に九連城、鳳凰城を占領した日本軍第一軍は、清国領土に進攻
し、清国軍拠点を奪取していった。そして、さらに進み、明治 28 年 3 月 4 日
に牛荘城という拠点を攻撃する。この攻撃作戦は、第三師団と第五師団によ
って行われた。  
 この戦闘で、ついに日清戦争において初めての市街戦が展開される。清国
軍は、日本軍が牛荘城付近まで迫る頃には撤退を始めていたが、途中で退路
を断たれたため、城内に残った兵らが、家屋に立てこもり、抵抗をおこなっ
たという。そのため、激しい掃討戦が繰り広げられ、1800 人もの清国兵が戦
死した。  
 
 
《海城附近缸瓦寨之立見旅団の戦図》（図 2-188／印刷・発行：不明／福島県
立図書館）絵師：右田年英（応需）、版元：辻岡文助  
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 営口近郊の缸瓦寨
こ う が さ い
で起こった戦闘を描いた錦絵である。画面右に、清国軍
に突撃する日本軍の歩兵らと、刀を持ち指揮を執る将校の姿が描写されてい
る。一方、画面左には、その突撃から逃げ回っている清国兵らの姿がある。
本戦闘において、日本軍は戦闘に勝利し、清国軍を敗走させたが、帰還の際
飢えと寒さで困難を極めたという。  
 
 
《我軍牛荘城攻撃の図》（図 2-189／印刷・発行：不明／国立国会図書館）絵
師：延保、版元：不明  
 牛荘城門前で、城門を攻撃する日本軍を描いた錦絵である。画面左に、砲
兵と、騎乗した兵、そして後方には歩兵らが控えている。砲兵は、城門に向
かい砲撃をおこなっている。画面右には、牛荘城の城壁が配されており、そ
の城壁の下では、日清両兵が戦闘を繰り広げている。辺りは深い雪で覆われ
ており、厳寒の中での占領作戦であったことが窺える。  
 
 
《皇軍盾牛荘陥落奉天府》（図 2-190／印刷・発行：明治 28 年 1 月／国立国
会図書館）絵師：延保、版元：今井繭太郎  
 牛荘城占領作戦における日本軍の活躍を伝える錦絵である。画面右奥に、
牛荘城の城門へ、大挙して攻め入る日本兵らの姿が描かれる。画面右には、
「騎兵乗込」と説明の入った騎馬隊が煙をあげて突撃する姿が描写され、彼
らの侵入を阻止するかのように、槍を持った清国兵らが行く手を阻んでいる。
一方、牛荘城城門付近では、歩兵らが戦闘を繰り広げている。その中で白い
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鉢巻を着け、日本刀で戦う部隊が描き込まれている。彼らについて、詞書で
「日本抜刀隊」と説明が挿入されている。日本抜刀隊とは、西南戦争期（ 1885
年）に、警視隊の中から選抜され編成された部隊のことを指す 7 7。  
【詞書】  
日本抜万隊、騎兵乗込、野津中将  
 
 
《佐藤大佐》（図 2-191／印刷・発行：明治 28 年 6 月／福島県立図書館）絵
師：尾形月耕、版元：関口政治郎  
牛荘城における、佐藤大佐のという日本兵の活躍に取材した錦絵である。
中央に、旗を杖のようにして持ち、右手のサーベルを掲げ持つ人物が配され
ている。おそらく、この人物が佐藤大佐であろう。彼の周囲には、自身が倒
したであろう清国兵の死体が横たわっている。また、画面右には牛荘城城門
らしき建物が描かれている。  
 第 18 連隊隊長であった佐藤大佐は、命を受け、部下とともに牛荘城北端に
進軍する。この時、清国軍から銃撃を受け、佐藤大佐は右足に銃弾を受ける。
しかし、倒れることなく、ハンカチを傷口に巻き、軍旗を杖のように使い、
そのまま進軍した。その姿を見た他の日本兵は大いに勇気づけられ士気が上
がったという 7 8。  
【詞書】  
「牛荘城激戦ノ役聯隊旗ヲ杖ニシテ突貫ス  
我軍、牛荘ヲ囲ムヤ敵遁ルル途ナク窮ソ猫ヲカムノ勢ヲ以テ防戦尢勉メ  
我軍一時逡巡ス  時ニ第十八聯隊長佐藤大佐憤然トシテ曰ク  報国ノ期  
今日ヲ措テ将ハタ  何レノ秋ニカアラント巳、真先ニ軍旗ヲ押立雨ノ如  
キ飛丸ヲ冒シテ突進シ敵線ヲ距ル僅カ三百メートル  市ノ北端ノ所ニ至  
ル折シモ飛来ル敵ノ一丸大佐ノ左脚部関節ヲ貫ク  大佐屈セバ起上ガリ  
聨隊旗ヲ杖ニシテ奮進ス  
                                                   
7 7 日清戦争期においても、抜刀隊を結成しようという動きがあったが、却下されたと
いう。（『警視庁史  明治編』警視庁史編さん委員会、 1959 年、 304-305 頁）  
7 8 塩島仁吉  編『日清戦史  第七巻』経済雑誌社、 1895 年、 55-56 頁  
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一軍為ニ大ニ振ヒ立ツニ敵塁ヲ抜ケリ」  
 
 
《牛荘市街激戦之図》（図 2-192／印刷・発行：不明／福島県立図書館・野田
市立図書館）絵師：尾形月耕、版元：辻岡文助  
 牛荘城の市街戦に取材した錦絵である。日清戦争において、初めて市街戦
が起こったのは牛荘城占領作戦の時であった。本図でも、画面右上に、日清
両軍の猛攻の末、朽ち果ててしまった建物の壁が描写されている。その前で、
逃走する清国兵らを日本兵らが追いかけている。正午頃始まり、午後 5 時頃
には牛荘市街戦は終了したが、掃討戦として、抵抗し敗走する者は殺され、
投降する者は捕虜になったという 7 9。本図は、市街戦を描いた錦絵というよ
りも、掃討戦を描いた錦絵である可能性も高い。  
 
 
《牛荘附近雪夜之斥侯》（図 2-193／印刷・発行：明治 27 年／福島県立図書
館）絵師：小林清親、版元：不明  
 吹雪の中進む、3 人の騎兵を描いている。題名に「斥候」とあることから、
牛荘城を偵察する部隊であることが想像できる。画面中央には、風を受けな
がらも前を向き進む兵が配され、右には、うつむき、雪風に耐える兵の姿が、
左には 2 人の先を進む兵が陰で描かれている。足元の雪が高く舞うほどの猛
吹雪の中進む兵らの姿から、冬季における戦いの過酷さや、牛荘という地を
進む困難が伝わる錦絵である。  
 
                                                   
7 9 前掲書『戦争の日本史 19 日清戦争』吉川弘文館、 2008 年、 218 頁  
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《我軍隊牛荘城市街戦撮影之図》（図 2-194／印刷・発行：明治 28 年 3 月／
福島県立図書館）絵師：小林清親、版元：不明  
 戦地を設営する兵士の姿を描いた錦絵である。画面中央に、雪原の中、三
脚を取り付けたカメラを覗く人物が配され、その視線の先には、負傷者を運
ぶ衛生兵の姿がある。また、画面奥には戦闘を繰り広げる姿が陰で描かれて
いる。夕焼けか朝焼けかわからないが、空の微妙な色合いと、真っ白な雪原
との対比など、抒情的な作品であるといえる。  
 
 
《牛荘城外之大激戦》（図 2-195／印刷・発行：不明／国立国会図書館）絵師：
右田年英（応需）、版元：不明  
 牛荘城の城壁付近で起こった戦闘を描いた錦絵である。迫りくる日本軍を
迎え撃とうとしていた清国兵らが、日本軍の突撃によって陣形を崩され、次々
と倒されている様子が描かれている。画面左から中央にかけて、清国兵が列
をなして並んでおり、日本兵らの後壁によって、右から次々と倒れ込んでい
る。また、画面右には、白煙の中から進み出る、大勢の日本兵の姿が描かれ
ている。敵を次々と倒し、大挙をなして進む日本軍の勢いを伝える作品であ
る。  
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《佐藤大佐牛荘城ヲ攻ルニ當リ敵弾ヲ被リテ屈セス聯隊旗ヲ杖二シテ奮進
突貫敵塁ヲ乗取ル図》（図 2-196／印刷・発行：明治 28 年／福島県立図書館）
絵師：右田年英、版元：不明   
 牛荘城で満身創痍ながらも戦った佐藤大佐の活躍を描いた錦絵である。画
面中央に、旭日旗を杖に、鬼気迫った表情で戦う佐藤大佐が配されており、
左には、佐藤大佐に駆け寄る騎兵が描写されている。また、佐藤大佐の周囲
には、銃弾が飛び交っており、最前線であることがうかがえる。しかし、足
元にはうつぶせに倒れ込む清国兵らの姿があるものの、他の兵は見当たらな
い。旭日旗を手に戦う佐藤大佐の姿は、歌舞伎における大立ち回りの姿を連
想することができる。  
 
 
《牛荘城占領之図》（図 2-197／印刷・発行：明治 28 年 3 月／国立国会図書
館）絵師：五代歌川国政、版元：小森宗次郎  
 牛荘城の市街で繰り広げられた戦闘を伝える錦絵である。周囲の赤い柱や、
石畳から、建物の中での戦闘を描いていることがわかる。また、到る場所か
ら黒煙や上がっているほか、屋根には火が移っている。日本兵らが、清国兵
に対し、銃撃など攻撃を行っている。遠景を見てみると、城門から伸びてい
る道から、続々と日本兵が進攻している。  
 牛荘城攻略戦において、日清戦争で初の市街戦が繰り広げられた。この戦
闘で、投降する清国兵以外は殺されたといい、清国軍の損失としては最大と
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なったという 8 0。  
 
 
《牛荘城附近之図》（図 2-198／印刷・発行：明治 28 年／福島県立図書館）
絵師：清齋宣親、版元：武川清吉  
 川岸より、牛荘城をみる日本兵らの姿が描かれている。画面中央に、騎乗
した兵が川の麓に馬を停め、城を見ている。その後ろにも騎乗した兵らが続
いていることから、騎兵隊であることがわかる、城からは高く炎が上がって
おり、日清両軍が戦闘を繰り広げている最中であることが想像できる。また、
城付近に、敗走する清国兵らの描写が見られるが、シルエットで表現されて
おり、小林清親の《精鋭我軍占領臺湾澎湖島之図》（図 2-221）の表現と類似
していることがわかる。画風や画名から、宣親は小林清親系の絵師である可
能性が指摘されており 8 1、本図についても清親から何らかの影響を受けてい
ると考えられる。  
 
第十三節  営口攻略戦  
 営口攻略戦は、第一師団と交戦し、退却した清国軍を迎え撃つべく行われ
た戦闘である。清国軍は、一時、営口やその周辺の海岸砲台にて抵抗するが、
すぐに撤退し、市街戦も行われなかった。その後、 3 月 6 日には営口の占領
が完了した。  
 
                                                   
8 0 『戦争の日本史 19 日清戦争』 218 頁  
8 1 日本浮世絵協会  編『原色浮世絵百科事典  第二巻』大修館、 1982 年、 80 頁  
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《冒営口厳寒我軍張露営之図》（図 2-199／印刷・発行：明治 28 年／福島県
立図書館）絵師：小林清親、版元：不明  
日本兵の野営を題材とした錦絵である。野営地で、日本兵らが、焚き火で
暖をとっている。光は焚火の火のみであり、周囲は深い闇に包まれている。
辺り一面の雪の中、兵らは外套を顔まで覆っており、その寒さの厳しさを伝
えている。また、画面右手前に赤十字のマークが入った旗を掲げていること
から、暖をとる兵は衛生兵だと思われる。中央には騎兵がおり、暖をとる兵
らと話をしているかのようである。焚火のそばでつかの間の休息を取る兵ら
の姿を伝える錦絵だといえる。  
 
第十四節  田庄台占領戦  
 3 月 9 日早朝、日本軍は、清国軍の資源を絶ち、拠点を破壊すべく、田庄
台清国軍拠点に攻撃を仕掛けた。 1 時間ほど激しい砲撃戦が続くも、清国軍
の勢いは弱まっていき、撤退をし始める。その後、市街地で両兵の小競り合
いがあったものの、午前中には田庄台を占領し、当初の計画通り、街に火を
点け、武器庫や司令部、さらには居住区も含めてすべて燃やした。  
 
 
 
 
《倭暁輝天下田庄台焼打之図》（図 2-200／印刷・発行：不明／国立国会図書
館）絵師：歌川国輝、版元：石井六之助  
 城壁の目前で戦う日清両兵と、後衛に控える日本兵らの姿が描かれている。
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題名に「焼打」とあるように、城下には大きな炎が上がっている。画面右に、
喇叭を持つ兵と、サーベルを掲げる兵、大砲を構える兵、さらに、猫車を引
く軍夫らが配されている。一方、画面左の前線に目を向けてみると、日本兵
らが清国兵らを追いかける姿が描写されている。また、後衛に配置されてい
る砲兵が放った砲弾が、清国兵に直撃している様子も描かれている。  
 
 
 
《田庄台之役》（図 2-201／印刷・発行：明治 28 年 5 月／福島県立図書館）
絵師：尾形月耕、版元：関口治次郎  
 田庄台占領戦が終了し、日本軍の第一軍と第二軍が合流している様子を描
いた錦絵である。画面右上から左下にかけて河が流れており、右側には騎兵
した日本兵らがおり、左側は遠景に燃え盛る集落がみえる。この河は田庄台
近郊に流れている遼河で、火が上がっている集落は陥落した田庄台であろう。
また、河の両岸には、互いに手を振りあう日本兵らの姿がある。この作戦の
完遂によって、ほぼすべての重要拠点を占領できたため、両軍は天皇より、
勅使を下賜する。詞書などの内容から、本図は、その時の様子を想像し描か
れたものであると考えられる。  
【詞書】  
「将校十一名同一ヶ所ニ会ス  
我軍ノ田庄台ヲ陥イレ将ニ其兵ヲ班サントスルヤ  我陸軍ニ日取モ尊重  
セラキ最モ名誉アル将官十一人遼河ノ左岸ニ会ス  第一師団長山路中将、 
第三旅団長大島（久直）少将、第一軍司令官野津大将、第三師団長桂中  
将、第九旅団長大島（義昌）少将、第五旅団長大迫少将、砲兵部長黒田  
少将、第五師団長奥中将、第一軍参謀長小川少将  是なり  紅、紅と相  
暎ジ互ニ手ヲ執テ戦勝ヲ賀シ對岸ノ猛火ヲ見テ●語スルヲ数時遂ニ相分  
キテ三方ニ去ル」  
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《田庄台攻撃占領之図》（図 2-202／印刷・発行：不明／国立国会図書館）絵
師：小林清親、版元：不明  
吹雪の中、清国軍を偵察する日本兵らの姿が描かれている。切り倒された
木や積もった雪に身を隠すようにして、兵らが様子を窺っている。防寒具を
口元まで身に着けた日本兵の姿が描写されている。彼らの視線の先には、ぼ
んやりと清国兵と軍旗の影が確認できる。画面右上から左下にかけて、光線
のように描かれた吹雪によって、この環境の過酷さが表現されている。  
 
 
《野津大将雪晴ニ遼陽エ進望図》（図 2-203／印刷・発行：不明／福島県立図
書館）絵師：楊州周延、版元：綱島亀吉  
 題名から、田庄台攻略戦のために進軍する第五師団・長野津道貫とその部
隊を描いた錦絵であることがわかる。画面右に、ソリに腰を掛け地図を持つ
日本兵が配されており、恐らくこの人物が野津師団長であると考えられる。
また、画面左奥にうっすらと描かれた建物が、部隊が田庄台の途中にある遼
陽であろう。野津師団長の眼前には、膝をついた清国人が 2 人描かれている。
どのような場面を描こうとしていたのかは不明であるが、地図を広げている
姿から、進軍に関わる情報を、周辺に住む清国人から聞き出そうとしている
のではないかと推測する。  
 
第十五節  日清講和条約会談  
1895 年 3 月 20 日、日本及び清国の全権大使が広島県下関市の旅館・春帆
楼に集い、日清戦争における講和条件をまとめる会談を行った。この会談を
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第一回とし、同年 4 月 15 日までの間６回に渡る協議が重ねられ、 5 月 17 日
の第７回会議において、日清講和条約（下関条約）が調印された 8 2。当時の日
本側の全権は当時の首相であった伊藤博文（天保 12［ 1841］年 -明治 42［ 1909］
年）と、外相の陸奥宗光（天保 15［ 1844］年 -明治 30［ 1897］年）で、清国
側の全権は北洋大臣・直隷総督の李鴻章（ 1823‐ 1901）と、外国事務を担当
していた甥の李経方（ 1855‐ 1934）である。  
 当初、日本は清国に対し、休戦条件として、遼東半島、台湾などの領土割
譲、戦費賠償、通航条約の改定など厳しい条件を提示する。しかし、清国側
が難色を示したため、その交渉は難航していた。しかし、第三回講和会談終
了後、李鴻章が暴漢に狙撃され負傷するという事件が起こる。この事件を受
け、列強からの非難および強い干渉を恐れた日本は、休戦に応じ、3 月 30 日
には日清休戦条約が調印される。そして、その後、交渉が重ねられ、日清講
和条約が調印された。その休戦条件に関しては、日本側の要望が数多く取り
入れられ、遼東半島、台湾などの領土割譲や通航条約の改定のほかに、朝鮮
の独立承認、賠償金二億テールの支払いなどが決定された。  
 
 
《清国講和使来朝談判之図》（図 2-204／印刷・発行：明治 28 年／国立国会
図書館）絵師：五代歌川国政、版元：片岡長治郎  
画面を横に二分するように長机が配され、向かい合う形で日清両全権が座
っている。伊藤、陸奥の日本全権は、洋装に身を包み、背筋を伸ばし堂々と
構えている姿で描かれている。対して、李鴻章や李経方といった清国全権ら
は、少し背筋を曲げおとなしく座る姿で描写されている。  
【詞書】  
「明治廿八年三月清園靖和使李鴻章来朝ニ付馬関ニ於テ  会見ヲ許シ我  
                                                   
8 2 第二回会議以降の会議日程は以下の通りである。  
第二回会議：  3 月 21 日、第三回会議：  3 月 24 日、第四回会議： 4 月 1 日、第五回
会議： 4 月 10 日（前掲書  原田敬一『戦争の日本史 19 日清戦争』を参照。）  
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力全樺大臣伊東陸奥ノ両氏靖和候件ニ依テ談判ヲ開ケリ」  
 
 
《講和使李鴻章談判之図》（図 2-205／印刷・発行：明治 28 年／福島県立図
書館）絵師：小林清親、版元：福田熊次郎  
日清両国全権による講和会談の様子を、絵師が想像して描いた錦絵である。
画面左には清国全権たちが、右には日本全権たちが座り顔を合わせている。
彼らの中央に立ち、まっすぐ前を向き、左手を清国全権らにかざしている物
は、日本のお雇い外国人であったアメリカ人のヘンリー・ウィランド・デニ
ソン（ Henry Willard Denison、 1846- 1914）である 8 3。彼は、日本側の通訳
として会議に参加していた。講和条約会談において、会議は英語で進められ
ていたため、伊藤を除く日清両全権は通訳を通し、議論を交わしていたとい
う 8 4。堂々とした佇まいで描かれたデニソンは、重要な役割を持つ者である
ように見え、まるで、両者の仲介をし、会議の進行役を任されているように
感じる。また、清国側にもアメリカ人らしき人物が配されているが、彼につ
いての詳細は不明ではある。  
 
 
《日清両国之大官全公命能結平和之局》（図 2-206／印刷・発行：不明／福島
県立図書館）絵師：楊州周延、版元：綱島亀吉  
                                                   
8 3 丹波恒夫『錦絵にみる明治天皇と明治時代』（朝日新聞社、 1966 年） 229 頁。  
8 4 陸奥宗光（著）・中塚  明（編）『新訂  蹇蹇録―日清戦争外交秘録』（岩波文庫、
1983 年） 96 頁。  
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本図もまた、日清講和会談を題材にした錦絵である。向かい合わせで両国全
権と書記が座っている。また、画面左奥と右手前に日本人と清国人がそれぞ
れ 2 人ずつ配されている。全権以外の人物に関しての詳細は不明であるが、
会談の出席者を確認してみると、全権や書記官以外にも、秘書官がそれぞれ
随行しており、彼らを描いたのではないかと推測できる。堂々と描かれた日
本側の全権や、起立し、腰に手を当て、清国全権らを見下ろす秘書官の姿な
ど、日本側が会議を優位に進めているかのような描写がなされている。また、
この作品でも日本全権の背後に荒々しい波が描写された金屏風が配されてお
り、伊藤や陸奥の堂々とした態度を引き立てている。  
 
第十六節  戦地不明  
 本節では、題名や画中の詞書において、どの戦地での戦いを描いているの
か明記されておらず、印刷・発行年月からも、戦地が特定できない錦絵につ
いて解説をおこなっている。描かれているモティーフなどから、すべて陸戦
を描いていることがわかる。  
 
 
《日清戦争  日本大勝利ノ図》（図 2-207／印刷・発行：不明／福島県立図書
館）絵師：尾形月耕、版元：不明  
 日清両兵の戦いを伝える錦絵である。画面中央に騎乗した日本兵がおり、
その周囲で日本軍の歩兵らが、清国兵らを襲撃している様子が描かれている。
また、画面右には壊れたテントが描かれており、清国軍の野営跡であると考
えられる。本図もまた、強い日本軍と弱い清国軍という定番の構図で戦闘が
描かれている。  
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《日清戦記  我兵風雨ヲ衝テ大ニ清国兵ヲ破》（図 2-208／印刷・発行：明治
27 年／福島県立図書館）絵師：経哉、版元：井上吉次郎  
 日清両兵の陸戦が描かれている。画面中央で、両兵が交戦しており、この
場所が最前線であることがわかる。その周囲をみてみると、画面左では大砲
を運ぶ兵と、清国軍陣地に砲撃をしている兵らが配されている。画面右では、
日本軍の打った大砲が着弾したのか、至る所に炎が上がっている清国軍拠点
の様子が描かれている。  
 
 
《題不明 (雨中砲撃図 )8 5》（図 2-209／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：小林清親、版元：不明  
 雨の中で、敵地に砲撃をおこなう日本兵の姿が描かれている。横殴りの雨
の中、騎乗した兵と、砲兵らが合羽を身につけ、任務を遂行している。奇襲
作戦のためか、周囲は真っ暗であるにもかかわらず、兵らは手に明かりとな
るようなものは持っていない。周囲の風景はほとんどわからない状態である
が、画面右に赤とオレンジ色の爆発光が描かれており、砲撃が成功したこと
がわかる。雨の部分はから摺りで表現されており、豪雨により視界が悪いさ
まを伝えている。激しい雨音とともに、兵らの緊張感まで伝わる作である。  
 
                                                   
8 5 国立国会図書館命名。画面欄外上部に題名が摺られていたようだが、切り取られて
おり確認することができない。  
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《題不明（奉軍馬隊と戦う軍夫の図）8 6》（図 2-210／印刷・発行：明治 27 年
10 月／福島県立図書館）絵師：不明、版元：秋山右武衛門  
 本図もまた、《平壌大激戦輝倭魂  海外》と同様に、軍夫が戦う姿を描いた
錦絵である。中央には、脇差を持ち、騎乗した清国兵に立ち向かう軍夫が配
され、右側には清国軍の軍旗を奪う軍夫が描写されている。また、彼らの背
景には、清国兵と交戦する日本兵らの姿を見ることができる。  
 
 
《暴行清国兵ヲ斬首スル図》（図 2-211／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：五代歌川国政（撰：桜花生）、版元：福田熊次郎  
 日本兵が清国兵らを処刑している姿が描かれている。画面中央に、日本兵
によって首を打ち落とされている清国兵が配されている。彼らの面前には、
打ち落とされた首が何体も地面に転がっている。地面には血が広がっており、
生々しい光景である。また、奥には、日本軍によって処刑の様子を見せられ
ている清国兵らの姿が描かれている。画中にある詞書を読んでみると、暴動
を起こした清国兵を斬首刑に処したとある。また、その光景を他の捕虜に見
せつつ、意味なく捕虜を殺すことはせず、暴動さえ起こさなければ、戦後、
国に帰すなどと諭したという。  
【詞書】  
  「我軍隊の正義慈仁なるは  欧米の文明国に対して慙ぢざるのみならば  
 行却てこそを  侮るものあらば世間既に公洋あり  これに及して清国兵
の残悪暴虐なる彼の赤十字病院に乱入して  是之自由ならざる負傷者を
殺害するが如きは天人ともに怒る所に  今回の生捕に際して我軍隊は極
                                                   
8 6 福島県立図書館における表記。題名の部分が切り取られており、詳細は不明であ
る。  
掲載不可  
掲載不可  
148 
 
てこれを優待し決して苛酸の取扱を為ざるを勿論なりに  彼き清国兵は
残虐なる己きが国風の脳裏に浸透してあるを以て捕る事で  殺さるると
思ひ警護の巡査に向ひ悪態を働きその帯鉛を奪ひて切り付けなどするも
のありしに  よりいかに寛仁大度を以てこれを処するも此暴兵に対して
は止むを得ず軍律に処せざるべきにより暴行を為せるもの三十八名を引
出し数多の生捕の面前に於て  其頭を刎ね他の捕虜に向い諭して曰く  
我軍隊は決して汝等を故なく殺戮するものにあらず  戦ひ終らば厚く遇
して東国に送り還すべきと  逸に対し暴行を為すに於ては止むを得ず  
斯くの如く罰せざるべきらず汝等恭順よく我命に従へと、捕虜等一日感
動して我帝国軍隊の仁義慈愛なるに心服せりといふ  恩威ならび行いな
るを謂つなぎなるや  甲  ●●十月  桜花生  識」  
 
第十七節  その他  
 画題となった戦地が不明であり、戦闘図でない錦絵である。戦勝を記念し、
祝宴をあげる姿や、敵地へ偵察をおこなう姿、さらには、休息をとる姿など、
日本兵の様々な姿が錦絵によって表現された。また、中には日本兵だけでな
く、異民族の姿を伝える錦絵も制作されている。  
 
 
《征清軍休戦野営之夢》（図 2-212／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵
師：小林清親、版元：不明  
 野営地のテントで眠る日本兵が夢を見ている。帰宅し、家族に出迎えられ
ている夢である。本図は野営する日本兵の姿を想像し、描いた作である。夢
の中で、兵は正装をし、自宅の前に立っている。それを、母や妻、そして息
子や娘が出迎えている。本図について、河田明久氏が、『風俗画報  日清戦争
図絵第四編』に掲載された口絵《清兵太平楽夢中紅閨を思ふ図》における、
娼家で遊ぶ夢を見る清国兵と対比させ、日本軍の兵士は「よき家長」である
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という認識が日清戦争期において一般化したため、よりその認識を投影した
錦絵が描かれていたのだろうと指摘している 8 7。  
戦地における日本兵を描いた錦絵の中で、戦闘やそれに関係する事柄を主
題ではない、珍しい錦絵である。  
 
 
《草河口附近日陣遠望満州騎兵異相出陣之図》（図 2-213／印刷・発行：不明
／福島県立図書館）絵師：田口米作、版元：水野浅次郎  
 満州騎兵が、日本軍の陣地をみおろしている姿が描かれている。画面中央
に、白い軍馬に乗り、武器を持つ兵が配され、その後ろには、部下らしき騎
兵が続いている。両者とも顔には化粧を施し、顔が描かれた盾を装備してい
る。どのような経緯で本図が描かれているのかは不明である。また、小林清
親の《牛荘城附近之図》（図 2-198）によく似た構図がとられている。清親と
米作は、師弟関係にあるため、作画に何かしらの影響があっても不思議では
ない。  
 
 
 
 
                                                   
8 7 河田明久「近代日本「戦時図像」解釈―「家族」の場合」『アジア文化研究  別
冊』 14 巻、国際基督教大学アジア文化研究所、 2005 年、 5 頁  
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《海軍将校等征清の戦略討論する図》（図 2-214／印刷・発行：不明／福島県
立図書館）絵師：水野年方、版元：関口政治郎  
 海軍の将校らが、軍艦のデッキの上で、戦略を立てている様子を描いた錦
絵である。本図を描いた絵師である水野年方が、様々な報道や情報に着想を
得て制作した作品であると思われる。テーブルの上に地図が広げられ、討論
が繰り広げられている。地図を広げ、今後の作戦について話し合っている姿
は、他の日清戦争錦絵にも描写されているが、主題として取り上げたのはこ
の錦絵以外には見当たらない。  
 
 
《朝鮮宮中宴会の図》（図 2-215／印刷・発行：明治 27 年／福島県立図書館）
絵師：延一、版元：横山良八  
 豪奢な建物の中で、日本軍の大島公使と野津師団長が、朝鮮国国王と太院
君らと共に宴を催している姿が描かれている。中央には、韓服に身を包んだ
女性 2 人が配されており、豪華な装飾が施されている衣装から、身分の高い
人物であることがわかる。また、画面右奥には、官人と話す日本兵の姿がみ
える。きらびやかな宮中の内装や、女性らの衣装など、緻密な描写によって
描き出されている。  
 画中に説明も無く、印刷および発行日も不明であるため、本図がどのよう
な場面を描いているのかは分からないが、大鳥公氏や太院君が描かれている
ことから、おそらく、日本軍が画策したクーデター成功を祝っているのでは
ないかと推測する。  
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《日本兵大勝利祝宴を開之図》（図 2-216／印刷・発行：不明／福島県立図書
館）絵師：楊州周延、版元：綱島亀吉  
 勝利を祝い、祝宴を開いている日本兵らの姿が描かれている。各兵らが盃
を持ち、「大勝利」と記された酒樽から酒を飲んでいる。画面中央には、大皿
に盛られた料理もあり、田酒を交わしながら談笑する兵らの姿が描かれてい
る。画面右上には、「凱旋の歌」という題で、文章が記されている。おそらく、
当時作られた軍歌の歌詞であろう。  
【詞書】  
「凱旋の歌  やよ兵士
つはもの
よ兵士
つはもの
よ  御身も我も皆に  皇 国
すめらぎくに
の民なるぞ   
文化に浴さる人なるぞ  凡そ地球は大なるも  凡そ世界は広くとも  旭  
輝くこの御旗  况を我等は忠と義に  身を固めたる決死の士  未熟の兵  
や弱卒の  縦ひ幾万来るとても  百戦百勝眼の前り  何の恐るる事やあ  
る  我に冦なる敵ならば  何の猶豫に及ぶべき  腕に覚えの銃と刀  打  
も切のも国の為め  群る敵を打放し  頼来る敵を薙立てて  異境に残す  
此誉れ  勇しくも亦た面白し  此處に供へる此酒は  凱旋とこそ名づけ  
たり  此處處に開ける此宴ハ  敵に勝たる祝ひなり  飲めよ飲め飲め皆  
共に  舞へよ舞へ舞へ皆共に  前後未曾有の此愉快  帝國陸軍万々歳   
前後未曾有の此愉快  帝國海軍万々歳」  
 
第十八節  朝鮮出兵および、台湾占領作戦  
朝鮮出兵および、台湾占領作戦は、ともに日清戦争期以外に勃発した戦闘
である。しかし、この両戦闘は、日清戦争に深く関連する戦いであったこと
から、錦絵においても、数は少ないが、題材として描かれている。そのため、
本章でも両戦闘を題材にした作品を取り上げる。  
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18‐ 1 朝鮮王宮占領事件に取材した錦絵  
明治 27 年月日に、朝鮮国で蜂起した東学党の乱は、その勢いを増し、独自
での鎮圧が不可能だと判断した朝鮮政府は、清国に救援を依頼する。この依
頼は日本政府にも伝わり、東学党の沈静という名目で、朝鮮国への派兵をお
こなう。しかし、その後、東学党軍が撤退したため、日清両国の出兵理由が
無くなる。日本政府は、このまま朝鮮国内での影響力を強固なものにしたか
ったため、単独で朝鮮国の内政改革を行うこと宣言する。そして、国王の実
父である大院君（興宣大院君： 1820-1898）を擁し、 7 月 23 日、大鳥圭介朝
鮮公使と日本軍は太院君とともに王宮へ入り、当時政権を握っていた閔妃（国
王の妻： 1851-1895）とその一派を追放した。  
 
 
《大鳥公使韓廷参内之図》（図 2-217／印刷・発行：不明／福島県立図書館）
絵師：楊州周延、版元：長谷川園吉  
明治 27 年の甲午農民戦争の際に、大島圭介朝鮮公使が、内政を整理すべきで
あるという提言すべく、朝鮮国王である高宗
こうそう
（ 1852-1919）を訪ねている様子
を描いた錦絵である。画面中央に、大島と高宗が配され、画面左には朝鮮の
官僚が、右には「外国公使」と説明が入った日本人が描写されている。大鳥
と日本の公使が脱帽せず、直立したまま配されている点や、国王である高宗
と大鳥が並んで描かれている点など、朝鮮王朝と日本政府が同列であるかの
ように表現されているのが興味深い。  
【詞書】  
「明治廿七年七月廿三日午前京城ニ韓兵ト戦争アリ後チ  直チニ韓廷エ  
大島（原文ママ）公使参内  國王ハ頻リニ我国ノ好意ヲ陳謝アリ太院君  
ハ日本ノ要請スル所其理アルヲ以テ其説ヲ容レ内政ヲ整理スルニアラザ  
レバ朝鮮ノ独立ヲ保チ難シト奏シタリ亦同日午後二時半頃小戦暫時ニシ  
テ韓兵打破ル分取ハ大砲十五門小銃千五百挺韓銭数多クアリタリト云フ  
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韓廷の新任官／領議政  金宏集／宣恵応堂上  魚允中／兵曹判書  金鶴  
鎮／壮衛使  趙義淵／統御使兼統衛使  申正熙／統衛使兼経理使  李鳳  
儀／左輔将  李元会／右輔将  安●寿／外務協辨  金嘉鎮／外務参議   
兪吉澹／全羅監使  朴斎純」  
 
 
《日韓事件  大鳥公使京城進入の図》（図 2-218／印刷・発行：不明／福島県
立図書館）絵師：不明、版元：長谷川常次郎  
 本図は、京城の王宮に侵入した日本軍らを描いた錦絵である。画面中央に
は、騎乗した日本兵が配され、周囲には隊を組んだ日本兵らの姿が描かれて
いる。彼らは、取り囲むようにして朝鮮王宮を守る兵らを追い詰めている。
一方、画面左にも、騎乗した人物がおり、服装からおそらく、太院君である
と思われる。宣戦布告前かつ、清国軍との戦いではないものの、この事件に
取材した錦絵がいくつも発行されている。国民の関心が高かったことの表れ
であろう。  
 
18－ 2 澎湖列島及び台湾占領作戦  
明治 27 年 12 月、威海衛攻略戦を完了させ、講和条件の中に台湾の割譲が
盛り込まれることを見越した大本営は、台湾攻略戦を計画する。翌年の明治
28 年 1 月 13 日には、台湾攻略の前段階として、澎湖列島の攻略を決定する。
日本陸海軍が協力し、作戦を行うこととなった。3 月 21 日より上陸作戦が開
始されたが、天候の悪化や座礁による軍艦の損傷のため、23 日に持ち越しと
なった。その後、上陸した陸軍部隊は、清国軍砲台を撃破し、いくつかの村
を占領していく。そして、21 日の午前 1 時、清国軍拠点地である馬公城を攻
略すべく進攻し、同日正午には、攻略を完了する。この時、日本軍をコレラ
が襲い、多くの兵らが犠牲となったという。  
 
掲載不可  
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《澎湖島占領佐久間大尉吶喊之図》（図 2-219／印刷・発行：不明／福島県立
図書館）絵師：右田年英、版元：辻岡文助  
 澎湖島占領戦の際、第一聯隊第四中隊長であった佐久間大尉は、敵をせん
滅せよという命を受け、敗走した清国兵を追撃しつつ進攻していた。本作品
は、その時の戦いに取材した錦絵であろう。本図では、岩山の斜面を登りつ
つ、日本兵らが進んでいる。画面中央で喇叭を吹いている人物が佐久間大尉
であろう。銃弾が飛び交っている様子が、赤い線によって表現されており、
その数の多さから、激しい戦闘が繰り広げられていたことが想像できる。  
 
 
 
《栗田大尉澎湖島馬公城攻撃之際祐定ノ銘刀ヲ以テ大ニ奮闘スル図》  
（図 2-220／印刷・発行：不明／福島県立図書館）絵師：右田年英、版元：不
明  
 澎湖島における清国の拠点地、馬公城での日本兵の活躍を描いた錦絵であ
る。画面中央で、日本兵が日本刀で清国兵を切りつける姿が描かれている。
この日本兵が、題名にある「粟田大尉」で、手に持っている日本刀が「祐定
ノ銘刀」であろう。足元にも、倒れている清国兵がおり、猛烈な勢いで敵を
倒していたことが窺える。一騎打ちをし、刀で敵を倒している姿が武士を連
想させる。  
 
掲載不可  
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《精鋭我軍占領臺湾澎湖島之図》（図 2-221／印刷・発行：不明／野田市立図
書館）絵師：小林清親、版元：不明  
 印刷、発行年が不明であるが、題名から、澎湖列島占領作戦の時に勃発し
た戦いを伝える錦絵であることがわかる。画面右には燃え盛る炎と城門が配
され、画面下には川が描写されている。その川には、日本兵らが敗走する清
国兵らを追いかける姿が影によって表現されている。兵らが戦闘する様子は、
かすかに描かれた地上の火花によっても分かるが、水面に映し出された彼ら
の影のほうが、よりその戦いの激しさを伝えている。  
 
 
 
《我軍深夜台湾上陸之図》（図 2-222／印刷・発行：明治 28 年／福島県立図
書館）絵師：小林清親、版元：福田熊次郎  
 台湾に上陸する日本軍が描かれている。暗い海の中、ボートに乗り海岸か
ら進攻する兵らの姿がある。画面左には、兵の乗っていた軍艦が、影のみで
表現されている。兵らが向かう先には、灯台のような塔が描写されている。
月も雲に隠れており、描かれている光は、軍艦に合図を送るための光と、灯
台の明かりのみである。絶妙な筆致で、光と影の表現がなされている。  
 
 
 
 
 
掲載不可  
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小結  
 以上、本章にて、これまで筆者が調査してきた日清戦争錦絵について、そ
れぞれ分析し、所見を述べてきた。まず、描写表現について、陸戦と海戦を
描いた錦絵において大きな違いがあることがわかった。まず、陸戦において
は、対人での戦闘描写がクローズアップされている。サーチライトや大砲な
ど、近代兵器をメインに据えた錦絵であっても、武士のように、刀を手に取
り、騎乗し、戦う日本兵らの姿が描き込まれている。近代戦争であり、洋装
の軍服に日本軍が身を包み、近代兵器を多用していながらも、いまだに国民
には、騎乗した武士同士が戦う姿がひとつの戦闘のイメージとして残ってい
たといえる。  
 一方、海戦では、軍艦同士の激しい砲撃戦が描かれている。一部、清国軍
艦に乗り込み、清国兵と戦う日本兵の姿を描いている錦絵もみられるが、多
くは、日清両軍艦がダイナミックに描写されている錦絵となっている。陸戦
とはうって変わって、近代戦争らしい描写をもって、戦闘が表現されている。
なぜ、陸戦と戦闘の表現が異なっているのか。その理由として、海戦にこそ
近代戦争らしさを表現したかったのではないかと考える。陸戦で表現しきれ
ない近代的な描写を、「軍艦」という、真新しく目を引くモティーフに頼って
いたのだと推測する。  
次に、同じ戦地に取材した錦絵であっても、絵師や版元の着眼点がそれぞ
れ異なっていることがわかった。例えば、平壌占領戦における原田重吉の活
躍を伝える錦絵を 7 点確認したが、それぞれ、原田が城壁を登る姿や、門を
開門しようとする姿、門を開け、日本軍を誘導する姿など、原田の活躍をそ
れぞれ異なる場面から表現しようとしていたことが窺える。おそらく、版元
達が、それぞれ描写が被らないように、採用する場面を工夫した結果である
と推測できる。同一の話題で、他の版元や絵師と勝負しなければならなかっ
たためになされた戦略であろう。さらに、絵師の田口米作（元治元［ 1864］
年 -明治 36［ 1903］年）と水野年方（慶応 2［ 1866］年 -明治 41［ 1908］年）
は、この活躍を題材とした錦絵を 2 図制作している。同じ絵師が描いていて
も、その描写表現は異なっている。また、年方の錦絵は両図とも「応需」と
描き込まれている。これは、版元の要請に応じて制作されたという意味があ
るので、画題の選択や描写などに、版元の指示が色濃く出ているということ
がわかる。米作の場合も、応需の記載はないが、描写に関して、通常よりも
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より版元の意図が組み込まれた錦絵であったと考えられる。  
さらに、《征清軍休戦野営之夢》（図 2-212）《精鋭我軍占領臺湾澎湖島之図》
（図 2-221）など、他の絵師とは一線を画した表現によって、日清戦争を描
き出した小林清親にも注目したい。同じ戦地を題材としていながらも、独自
の視点によって、特徴ある錦絵を制作している。また、日本兵の休息の姿な
ど、独特な観点から画題を選択している。これらは、版元の意図というより
も、清親自身の表現力や着眼点が優れているためであると考える。  
 以上、これまで調査を行ってきた錦絵を一点ずつ分析していったが、どの
時期にも、それぞれの表現の特徴に当てはまらない錦絵があった。この多様
性は、数多くの有名・無名の絵師や、版元達が制作にかかわっていることの
表れであろう。また、購買者である国民の需要や嗜好も、事細かに変化して
いったことも、表現の多様性の生んだ要因であると考察する。  
 
〈画像の引用について〉  
 国立国会図書館所蔵錦絵は、国立国会図書館デジタルコレクション
（ http://dl.ndl.go.jp/）より、静岡県立中央図書館所蔵品は静岡県立中央
図書館デジタルライブラリー  ふじのくにアーカイブ上村翁旧蔵浮世絵集コ
レクション
（ http://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/library/index.html）
より引用した。また、福島県立図書館所蔵品については、資料調査および撮
影、掲載の許可を頂いた。ここに記して御礼申し上げる。  
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第三章  小林清親の日清戦争錦絵  ―戦地にみられる光と影の表現―  
 
序論  
 日清戦争期、印刷媒体の主流が、石版額絵や銅版画などに変わりつつあっ
た時期であった中、日本の伝統的な印刷媒体として存在していた錦絵によっ
て数多くの戦争図像が制作された。中でも浮世絵師の小林清親は、とりわけ
多くの日清戦争錦絵を制作している。清親は明治期の浮世絵師である。明治
9（ 1876）年に浮世絵師として活動を開始し、同年から明治 14（ 1881）年に発
表した、風景版画《東京名所図会》が最初「光線画」と称され、人気を博し
た。  
日清戦争期では、「陸海軍人高名鑑」（図 3-1）8 8や、《日清戦争  百撰百笑》
（図 3-2）8 9といったシリーズ物の錦絵のほか、各戦況に取材した錦絵を制作
した。なかでも、戦況を描いた錦絵は、「戦争に便乗した安易な作品が多い中
で、絵画として鑑賞に堪える佳作も少なくない。」と、その評価は高い 9 0。  
では、なぜ清親の日清戦争錦絵は、高い評価が下されているのか。そこで
本章では、この理由を明らかにすべく、清親の日清戦争錦絵について、光と
影の描写に着目し、他の絵師の錦絵と比較を試みる。また、清親は日清戦争
期のみならず明治 10（ 1877）年の西南戦争期、明治 37-38（ 1904-1905）年の
日露戦争期においても戦争錦絵を制作している。この、両時期の戦争錦絵と
日清戦争錦絵とも比較することで、その特徴の独自性を浮き彫りにするとと
もに、なぜ、この時期清親が光と影に着目した表現をおこなったのかについ
て、その画業や半生などと照らし合わせながら考察を試みる。  
 
第一節  日清戦争勃発までの小林清親の画業  
まずは、日清戦争期までの小林清親の画業について紹介する。清親が浮世
絵師としての道を歩み始めたのは、明治 9（ 1876）年、 27 歳の頃であった。
弘化四年、幕臣の子として生まれた清親は、文久 2（ 1862）年に、家督を継
ぎ、自身も幕府に仕える。慶応元（ 1865）年には、徳川家茂に付き従って大
                                                   
8 8 （図 3-1）《陸海軍人高名鑑：工兵小野口徳治氏》大判錦絵、明治 28 年、大英図書
館。図版は、アジア歴史資料センター・大英図書館共同インターネンと特別展  描か
れた日清戦争～錦絵・年画と公文書～より引用した。  
8 9 （図 3-2）《日本萬歳百撰百笑  李鴻章の大頭痛》大判錦絵、明治 27 年、早稲田大
学図書館。図版は、同大学古典籍総合データベースより引用した。  
9 0 浅野秀剛、山口桂三郎『原色  浮世絵大百科事典  第 9 巻』大修館書店、 1981 年、
100 頁  
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坂へ行き、慶応 4（ 1869）年の鳥羽・伏見の戦いでは、幕府軍のひとりとして
参加した。幕府軍敗走後、一時は静岡に居を構えるが、明治 7（ 1932）年に家
族と共に東京へ戻る。この時期より、様々な絵師や画家と交流から、画技を
修得し、明治 9 年には、《東京五大橋之一両国真景》を出版し、錦絵の絵師と
してデビューを果たす。さらに、同年には《新橋ステンション》（図 3-3 9 1）
や《東京小梅曳船夜図》など、のちに《東京名所図》シリーズとして銘打た
れた 9 2、東京を情緒豊かに描きだした錦絵を発表し、このシリーズは、「光線
画」と称され、たちまち人気を博した。  
さらに、細かい網目によって陰影を表現した《猫と提灯》（図 3-4） 9 3を、
第一回内国勧業博覧会に出品するなど、個性豊かな錦絵を精力的に発表した。
しかし、明治 14 年に両国で大火災が起こり、それを取材した錦絵を発表した
のち、光線画の制作を止めたという。その後、同年に錦絵漫画『清親ポンチ』
シリーズの発表や、『団団珍聞』の挿絵を手掛けるなど、漫画、ポンチ絵、さ
らには新聞挿絵の制作などへ活動を移行していく。このように、制作を転換
して十年ほど経ったころ、日清戦争が勃発する。この時、しばらく途絶えて
いた錦絵の制作依頼が増え、《東京名所図》シリーズの版元であった松木平吉
や福田熊次郎など、複数の版元がみずから交渉に訪ねてきていたと、清親の
5 女の小林哥津
か つ
（明治 27［ 1894］年 -昭和 49［ 1974］年）が執筆した「清親
考」において記している 9 4。  
 両国の大火災以来、光線画を含む錦絵の制作を積極的に行ってこなかった
清親であったが、日清戦争期には、複数の版元から制作依頼が舞い込んだ。
つまり、版元達には、清親の日清戦争錦絵が、人気が出るということを、予
想していたといえる。  
 
第二節  小林清親の日清戦争錦絵  
本節では、清親の日清戦争錦絵をみていく。まずは、日清戦争期、どれほ
                                                   
9 1 大判錦絵、町田市立国際版画美術館。図版は、展覧会図録『没後 100 年  小林清親
展  文明開化の光と影をみつめて』静岡市美術館、 2015 年より引用。  
9 2 発表当初は、シリーズものとして発行されていなかったが、昭和の遺作展で初め
て、シリーズとして扱われた（展覧会図録『明治の浮世絵師  小林清親展』静岡県立
図書館、 1998 年、 19 頁）  
9 3 （図 3-4）大々判錦絵、明治十年、千葉市美術館。図版は、展覧会図録『光と影の
浮世絵師  小林清親』板橋区立美術館、 1982 年より引用。  
9 4 「さて日清戦争となると、少時とだえていた木版錦絵の大判やら、三枚続きやらの
出版を、版元から云って来る。」（小林哥津「清親考」『最後の浮世絵師  小林清親』蝸
牛社、 1977 年、 83 頁）  
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どの錦絵を制作していたのかについて述べる。千頭氏の目録をみると、300 図
ほど出されていた日清戦争錦絵うち、清親が描いた錦絵は 80 図ほどであっ
たことがわかる 9 5。本節では、これらのうち、いくつかを取り上げ、その表現
についてみる。  
 
1-1 光の描写  
他の絵師と比べ、清親の日清戦争錦絵は、夜を舞台にしたものが多い。田
中日佐夫氏が、清親の錦絵について、昼の戦闘であるにも関わらず、時間帯
を変更し、夜の戦闘として描いたものもあると述べており、変更した理由と
して、より自分に向いている画面づくり、つまり、光と影の描写を生かすべ
く、夜間に変更したのだと指摘している 9 6。確かに、実際に時間帯が変更され
た錦絵を見てみると、地上の点滅する光と月光、そして炎という、異なる光
が画面に描き込まれている。夜景のほうが、様々な光を描きやすく、そのさ
まも表現しやすい。このことから、清親自身が日清戦争錦絵において、光と
影の描写を積極的に取り入れようとしていたことが分かる。事実、清親は、
さまざまな光を画中に登場させている。  
まず、清国軍拠点を偵察する日本兵を描いた《我斥候鴨緑江附近に敵陣を
窺ふ図》（図 3-5） 9 7を見ていく。川岸に立ち、対岸の敵地を望む日本兵が描
写されている。また、空には、満月が出ているが、その大部分は雲に覆われ
ており、薄暗い。そして、そこから差すかすかな月光が、地上を青く照らし
ている。本図は、鴨緑江対岸の清国軍拠点を偵察すべく、佐藤大佐という兵
が偵察をおこなったという話から着想を得てつくられた錦絵である、画中
の、軍馬を連れている兵は佐藤大佐であろう。  
静寂の中、川岸の崖に佇む日本兵の姿が印象的であり、一見すると、戦争
の最中の一場面には見えない。しかし、濃い雲に隠れた月や、それによって
日本兵や騎馬が薄暗く照らされているさまが、どこか重苦しい印象を受ける。
また、対岸に描かれた赤い炎が、敵の存在を示している。月明かりによる微
妙な明暗表現によって、これより敵地へ攻め入るという日本兵の緊張感や不
安を巧みに描き出した錦絵といえよう。  
                                                   
9 5 千頭泰「日清戦争錦絵目録・日露戦争錦絵目録抄（未定稿）」『季刊浮世絵』第 40
号、 1970 年  
9 6 前掲書  田中日佐夫『日本の戦争画―その系譜と特質』、 31 頁  
9 7 （図 3-5）大判三枚続、 1894 年、国立国会図書館。図版は、国立国会図書館デジタ
ルコレクションより引用。  
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また、豊島沖の戦いで、被弾し沈没する清国の軍艦を描いた、《朝鮮豊島
海戦之図》（図 3-6）9 8では、月の光のほかに、燃え盛る炎が描写されている。
赤い炎に包まれ、海に沈む軍艦と、浜に避難し、茫然とそれを見つめる清国
兵たちが描かれている。炎は、水面だけなく、遠方の清国兵の姿もまた赤く
照らしており、その火の勢いの凄まじさがわかる。一方で、月は、炎よりも
小さく描かれているが、水面にうつる光は長く縦に伸びており、存在感があ
る。穏やかな水面と、三日月の静かな描写、そして激しく燃え盛る炎との対
比が、逃げてきた清国兵の心情も描き表している。炎と月の光という、異な
る二つの光の対比によって、場の情景に深みをもたせたほか、描かれた人物
の心情をも表現している作である。  
さらに、《冒営口厳寒我軍張露営之図》（図 3-7）9 9という、雪中で野営をす
る日本兵らの姿を描いた錦絵でも、特徴的な光の描写が施されている。題名
に、「営口」とあることから、明治 28 年 1 月下旬に、日本軍が実行した営口
占領作戦に取材した作品であろう。雪が降りしきる中、野営をする日本兵ら
の姿が描かれている。画面右手前と画面左奥とで、焚き火をし、暖をとる兵
らの姿がある。右手前の焚き火では、火の様子を窺う兵の姿が描写されてお
り、中央に配された騎乗している兵がライトでその様子を照らしている。辺
り一面闇の中、明かりはオレンジ色の 2 つの焚き火と白いライトのみである。
人工的で無機質なライトの光によって、焚き火に表現された暖かみがよりい
っそう際立っている。また、雪よけの板や、火の粉の描写など、情景が細か
く描き込まれている。焚き火とライトに照らされた部分のみを描き、それ以
外の描写を排することで、静寂の中、つかの間の休息を取る兵らの姿を、2 種
類の光と、周囲に広がる深い闇と描くことで表現している作品だといえる。  
 
1-2 影への意識  
清親の日清戦争錦絵には、光と共に、影の描写においても、独特な表現を
見ることができる。その例として、《精鋭我軍占領臺湾澎湖島之図》（図 3-8）
1 0 0を挙げる。これは、明治 28 年 3 月に、日本軍が、澎湖島を占領した作戦を
                                                   
9 8 （図 3-6）大判三枚続、 1894 年、国立国会図書館。図版は、国立国会図書館デジタ
ルコレクションより引用。  
9 9 （図 3-7）大判三枚続、 1895 年、国立国会図書館。図版は、国立国会図書館デジタ
ルコレクションより引用。  
1 0 0 （図 3-8）大判三枚続、国立国会図書館。図版は、国立国会図書館デジタルコレク
ションより引用。  
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描いたものである。画面上に炎に包まれた城門が描かれ、その下には川らし
き水辺がある。そして、その近辺では、日清両兵が戦闘を繰り広げている。
この作品において、炎による逆光のためか、人物はすべて、墨の濃淡で影の
ように表現されており、その戦闘の様子ははっきりと確認できない。しかし、
各所にある火花の描写から激しい戦いが繰り広げられていることがわかる。
また、炎の逆光で、水面に兵の姿が映し出されており、地上よりも鮮明に日
清両軍の戦いを伝えている。このような影の描写は、光線画にも確認する事
ができ、《新橋ステンション》では、駅舎の電灯による逆光で、人々の姿が黒
くぼんやりと浮かぶ様が描かれている（図 3-9） 1 0 1。  
これまで見てきた錦絵に共通して、微妙な光の明暗を描き分け、異なる性
質を持つ光の対比や、その光によってできる反射や影が、丹念に描かれてい
る。この描写から、清親の光と影への意識がみてとれ、その時々の情景はも
ちろんのこと、描かれた兵らの心情までも画中に表現しようとしていたとい
える。  
 
第三節  他の絵師が描いた日清戦争錦絵との比較  
前述しているように、これまでの研究において、清親の日清戦争錦絵は、
他の絵師が制作したものと比べ評価が高い。また、小林哥津が「清親考」に
おいて、父の日清戦争錦絵について  
  
  「同時代の他の絵師のものよりはあまり血なまぐささはかかれてゐない。 
砲弾が炸裂して、波しぶきの立つ上を、大きな艦隊の黒い色が横ぎると  
ころとか、雪の進軍に吹雪に行きなやむ兵や馬、はるかな敵地の降りつ  
もる雪の林の中を、一人斥候に行く兵のありさま等、見ようによっては、  
そこはかとないさみしさ、哀しさをにじみ出していた。 1 0 2」  
  
 と記している。清親の日清戦争錦絵は、派手な描写をもって「血なまぐさ
く」戦地を描いた錦絵というよりも、哀愁や印象的であり、他の絵師とは異
なる視点で日清戦争図像を制作していたことが窺える。では、清親の作品は
他の絵師のものとどのような違いが見られたのか。他の絵師との作品比較を
                                                   
1 0 1 （図 3-9）《新橋ステンション》（図 3-3）の部分  
1 0 2 前掲書  小林哥津「清親考」『最後の浮世絵師  小林清親』 83 頁  
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おこなうことで明らかとする。  
 ところで、岩切信一郎氏が『明治版画史』において、構図や表現法から日
清戦争錦絵を以下の三系統に分類している。  
 
「①西南戦争絵でみられたような芝居がかった演出の名残と大仰な様が  
見受けられ、色は赤が目立つが、西南戦争絵ほどの赤と紫の強烈さは抑  
えられている作品。  
  ②歴史画としての、新趣向の淡い色調の錦絵表現を持ち込んでいる作品。 
 ③新しい洋画的方向性を持ち、勇猛さよりも静寂な景（特に夜景）、敵兵
を描かない戦場図に迫真性を持たせた作品。 1 0 3」  
 
 この中で岩切氏は、清親の錦絵を③の作例に挙げている。この他にも、平
壌の戦い以降制作した作品の多くは③の系統に当てはまる。そこで本節では、
この岩切氏の分類に基づき、清親の作品の重要な特徴のひとつである「風景
への意識」について踏まえつつ作品比較する。具体的には、①の系統に該当
する作品を制作していた楊州周延と、②の系統の作品を制作していた水野年
方の作品を例に挙げ、比較を試みる。  
 
2−1 楊州周延  
 まず、楊州周延の《朝鮮国成歓日本大勝利之図》（以下《朝鮮国成歓図》、
図 3-10） 1 0 4という作品についてみていきたい。  
 周延は、豊原国周の門人である。歌川国芳や三代豊国に学び、美人画や開
化絵を多く描いた 1 0 5。周延も清親と同じく、西南戦争期に錦絵を制作してい
た絵師である。しかし日清戦争期においては、清親と異なりあまり作品を制
作していない。また、その作品も宣戦布告前後の戦闘を描いたものが多く、
明治 28 年に勃発した戦闘を画題としたものはほとんど描いていない 1 0 6。  
 成歓の戦いの際、周延によって制作された錦絵《朝鮮国成歓図》には、朝
鮮半島に上陸した日本軍が、高所より攻めて来る清兵を返り討ちにする姿が
                                                   
1 0 3 前掲書  岩切信一郎『明治版画史』 50 頁  
1 0 4 （図 3-10）大判三枚続、 1894 年、国立国会図書館。図版は、国立国会図書館デジ
タルコレクションより引用。  
1 0 5 樋口弘『幕末明治開化期の錦絵版画』味灯書屋、 1943 年、 75 頁  
1 0 6 筆者の確認した錦絵の中に、該当するものは無かった。また、千頭氏の目録を確認
してみても、描いていない事がわかる。  
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描かれている。画面右に大きく描かれた、騎乗する大島少将とその背後に掲
げられた旭日旗、そして中央に小さく描かれた整列し行進する大勢の日本兵
らの姿が目に留まる。右手のサーベルを掲げ、鋭い眼差しで砲隊や歩兵らの
様子を見る大島少将は、次の指示を出す機会を虎視眈々と狙っているかのよ
うである。また、アニリン赤により彩られた旭日旗は、中将の背後で大きく
なびくことで、よりその存在感を強調している。また、中央の日本兵らは、
画面左の清兵らへ向かい、足を進めている。右肩に銃剣を携え、左肩には真
っ赤な背負い袋を身につけ中腰で進む彼らは、判子で押したかのようなほぼ
同じ姿で描かれている。一方で清国兵らは、岩山から襲撃せんとする姿で描
かれている。日本兵らとは対称的に、まばらで、日本兵の攻撃に臆し逃げ戻
る兵もいる。これらによって、統率がしっかりととれている日本軍と、統率
がとれていない清国軍という対称的な構図ができあがり、日本軍の近代化を
より一層強調しているかのようである。この、騎乗する兵を極端に大きく配
し、日章旗を背後に描き込むことによって、「極端な遠近法 1 0 7」が表現されて
いるほか、判子のように、似たようなポーズで兵らを描いている描写は、他
の作品においても多くみられる。清親の錦絵において、同じような姿で描写
された群像はみられず、極端な遠近法を用いていない。遠景の人物をはっき
りとした線や色彩で表現するのではなく、浮かび出ているかのようにぼんや
りと描写することで、画面により自然な遠近感が表現されている。  
次に、色彩についてみていきたい。岩切氏が指摘しているように、アニリ
ン赤が多用された、派手な画面が特徴的な錦絵を多く描いている。まず、《朝
鮮国牙山  大日本陸軍大勝利之図》（図 3-11） 1 0 8をみてみる。本図では、旭
日旗などもともと赤が使用されているモティーフのほかに、日本兵の荷物や
清国兵の軍服の一部などもアニリン赤で摺られている。また、《日本兵大勝利
祝宴を開之図》（図 3-12） 1 0 9においても、題名や日本兵らの軍曹の一部にア
ニリン赤が使用されている。一方で、清親の描いた錦絵には、アニリン赤は
極力使用されていない。以上から、清親が画面の構成や描写などを考慮して、
                                                   
1 0 7 この「極端な遠近法」とは、田中日佐夫氏が、西南戦争錦絵の構図に言及したさい、
「画面の前景中央部に大きく群像を描き、左右に極端に遠く小さな人物を配するという、
これまた極端にして、しかも効果的な遠近法を用いている。」という指摘をしている。
本図もまた、同様の構図がとられているため、その説明のために引用した。（前掲書  田
中日佐夫『日本の戦争画  その系譜と特質』ぺりかん社、 1985 年、 28 頁）  
1 0 8 （図 3-11）大判三枚続き、 1894 年、国立国会図書館。図版は、国立国会図書館デ
ジタルコレクションより引用。  
1 0 9 （図 3-12）大判三枚続き、 1894 年、国立国会図書館。図版は、国立国会図書館デ
ジタルコレクションより引用。  
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使用を制限していたことは明らかである。  
 
2－ 2 水野年方  
次に、②歴史画としての、新趣向の淡い色調の錦絵表現を持ち込んでいる
作品に分類される水野年方の錦絵を見ていく。  
慶應 2（ 1866）年、東京・神田の左官職の家に生まれた年方は、幼時より絵
を好み、明治 12（ 1879）年、 14 歳の時、絵師・月岡芳年（ 1839−92）の門人
となって浮世絵を学ぶ。翌年、一度芳年の元を離れるが、明治 15（ 1882）年
頃に再び門下生となる。数多くの風俗美人画や歴史画の錦絵を制作する一方
で、肉筆画にも長じ、日本絵画協会にも参加した 1 1 0。  
真面目で義理堅い性格であり、弟子の鏑木清方（ 1878−1872）が、年方につ
いて「職人の子でありながら、その人柄や志操には、どうしても士人の出と
しか思へない節があつた。」と語っている 1 1 1。また、考証癖があり、資料とし
て武具や甲冑を買い込んでいたという 1 1 2。さらに、自身の作品に生かすべく、
時代風俗や武家故実などの研究も欠かさない熱心な勉強家であった 1 1 3。  
では次に、年方の日清戦争錦絵をみていく。まずは《大日本帝国万々歳  成
歓襲撃和軍大捷之図》（図 3-13） 1 1 4についてみていく。この作品は、成歓の
戦いにおける日清両軍の交戦を伝える錦絵である。本図では、清国軍に一斉
射撃をする日本軍の姿が描かれている。画面右に小高い丘より銃を構える日
本兵らの姿が、画面左には、銃撃を受け逃げ惑う清国兵らの姿がある。銃撃
する日本兵の背後には、サーベルを持った右手を掲げ、兵らに号令をかける
上官らしき兵の姿もある。さらに、その後ろには、戦況を取材する従軍記者
らの姿や、目の前で起こっている戦闘をスケッチしている従軍画家の久保田
米僊、金僊の姿が描写されている。画中の詞書きによって、向かって左側は
米僊で、右側が金僊であることがわかる。足元は岩場となっており、バラン
スをとりながらスケッチする様子が描写されている。描かれた表情や顔貌表
現などから、丁寧に描き分けされているのが見受けられる。このように、そ
の総数は少ないものの、記者や画家など、民間人の従軍者を画中に描き込ん
                                                   
1 1 0 岩切信一郎「水野年方とその門下」『近代画説』 9 号、明治美術学会、 2000 年、 68
頁  
1 1 1 鏑木清方『こしかたの記』中央公論美術出版、 1961 年、 122 頁  
1 1 2 前掲書  岩切信一郎「水野年方とその門下」『近代画説』 9 号、 76 頁  
1 1 3 前掲書  岩切信一郎「水野年方とその門下」『近代画説』 9 号、 77 頁  
1 1 4 （図 3-13）大判三枚続き、 1894 年、国立国会図書館。図版は、国立国会図書館デ
ジタルコレクションより引用。  
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だ錦絵はいくつか制作された。清親もまた、《我軍隊牛荘城市街戦撮影之図》
（図 3-14）1 1 5という、従軍写真師の活動を描いた錦絵を発表している。色彩
をみてみると、アニリン赤が比較的多用されており、日清戦争錦絵によくみ
られる、色使いがなされている作となっている。  
 次に、《玄武門攻撃随一軍功者原田重吉氏先登奮戦図》（図 3-15） 1 1 6につい
てみていく。本作は、平壌占領戦において活躍した日本兵・原田重吉の美談
を伝える錦絵である。本図では、城壁を登り切った原田が、複数の清国兵ら
相手取り、奮闘する姿が描かれている。アニリン赤が一切使用されておらず、
岩切氏の指摘通り、淡い色調でやや暗めの画面となっている。両作品をみて
みると、色調については変化があるものの、激しいアニリン赤の主張はみら
れず、全体的に落ちついた色づかいとなっている。  
 では、清親の錦絵と比較してみるとどのような差異があるのか。清親もま
た、アニリン赤を多用するような色づかいをしていないが、年方よりも明る
い色調で錦絵を制作している。また、描写については、人物の等身は明らか
に年方のほうが高く描写しているほか、相貌については、日本画的な描写を
もって表現されている。一方で、年方の錦絵については、あまり光と影の描
写について意識していないようで、清親のような陰影表現はみられない。だ
からこそ、アニリン赤の使用を制限しながらも、水野の錦絵よりも明るい色
彩をもって戦地を表現していることがわかる。  
また、清親は、画面全体の構成についても、他の絵師よりも注意を払って
いる。例えば、《田庄台攻撃占領之図》などのように、欄外に題名や版元名な
どが記されている錦絵もある（図 3-16） 1 1 7。  
これに関しては、《東京新大橋雨中図》といった光線画にも類似したスタイル
が見られ、加藤陽介氏が、アメリカ・カリエ・アンド・アイヴス社の石版画
の体裁との類似性を指摘している 1 1 8。清親は、日清戦争錦絵においても、こ
のような石版画のスタイルを採用していたことがわかる。清親は、浮世絵の
画技を絵師の河鍋暁斎（天保 2［ 1831］ -明治 22［ 1889］年に学んでいるが、
自身は暁斎の門下には入っていない。また、どの流派にも属していなかった
                                                   
1 1 5 （図 3-14）大判三枚続き、 1895 年、国立国会図書館。図版は、国立国会図書館デ
ジタルコレクションより引用。  
1 1 6 （図 3-15）大判三枚続き、 1894 年、国立国会図書館・福島県立図書館。図版は、
福島県立図書館にて筆者が撮影。  
1 1 7 （図 3-16）《田庄台攻撃占領之図》の部分。  
1 1 8 加藤陽介「小林清親の洋風表現について」『鹿島美術財団年報』鹿島美術財団、
1997 年、 151 頁  
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ためか、様々な画技や技術を習得している 1 1 9。さらに、先行研究において、
清親の錦絵に、海外の石版画や、絵画の影響が見てとれると指摘されている
1 2 0。つまり、清親が、アメリカ版画や絵画にみられる表現を積極的に取り入
れようとしていたことは明らかである。  
日清戦争錦絵は、想像画として描かれていたにも関わらず、時事報道画と
しての役割も果たしていたため、戦況を、読み手に分かりやすく伝えること
が重要であった。だからこそ、多くの戦争錦絵には、図像のほかに、文字に
よっても説明が入れられていた。しかし、清親は、戦況に関する説明を画中
から極力排除することで、日清戦争錦絵を、新聞の延長としてただ戦況を伝
えるだけの一過性のものではなく、鑑賞に堪えられるようなものに仕上げる
べく、時に海外の石版画などの画面構成を用いつつ制作したのだといえる。  
清親の場合、日清戦争錦絵を描くとき、戦況の報知ではなく、その時々の
情景や、描かれた人物の心情を描写することに重きを置いていた。戦勝を祝
し開催された凱旋パレードに、多くの人々が詰めかけ、日本中がお祭り騒ぎ
のようであったという。このように、戦勝に湧くさなかで、清親の錦絵は異
質な存在だったといえる。  
 
第四節  近代戦争と小林清親  
清親は、日清戦争期のみならず西南戦争期、日露戦争期でも、錦絵を発表
している。このように、何年も戦争錦絵を描いた絵師は少ない。ここでは、
西南戦争、日露戦争の両時期に制作した錦絵について、その表現の変遷をた
どる。  
 
4-1 西南戦争  
 明治 10（ 1877）年に勃発した西南戦争において、 300 点以上の錦絵が刊行
された 1 2 1。それらは、主に西郷軍の活躍を取り上げた錦絵であり、アニリン
                                                   
1 1 9 日本画家の柴田是真（文化 4［ 1807］年 -明治 24［ 1891］年）に日本画を、写真師
の下岡蓮杖（文政 6［ 1823］年 -大正 3［ 1914］年）には写真術を学んだ。また、油画
に対しても興味を持ち、その画法を習得しようとしたという。（吉田漱「小林清親・近
代版画の先駆者」展覧会図録『小林清親展』板橋区立美術館、 1982 年、 90 頁）  
1 2 0 まず、芸術家の織田一麿が、「清親は輸入された色摺り石版画を木版で試みたので
はないか」と指摘しているほか、山梨絵美子氏は、清親が錦絵制作の際、カリエ・ア
ンド・アイヴス社の石版画を参考にしたという考察をおこなっている。（織田一麿『浮
世絵と挿絵芸術』萬里閣、 1931 年および、山梨絵美子「小林清親『高輪牛町朧月景』
をめぐって―明治期におけるアメリカ美術の影響」『美術研究』 338 号、東京国立文化
財研究所、 1987 年を参照。）  
1 2 1 千頭泰「西南戦争錦絵目録（未定稿）」『季刊浮世絵』第 38 号、 1969 年。  
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赤やムラコの紫が多用された、鮮やかな色彩の戦争錦絵であった。  
この時期、清親の戦争錦絵制作数は、 8 点と少ない。また、その時に制作
した錦絵を見ると、日清戦争錦絵にみられるような光と影を意識した描写は
見られず、大仰な表現をもって劇的に戦場を描いていた。この戦争が勃発し
た時期は《東京名所図》が発表されていた最中であり、光線画の制作を積極
的に行っていた時期でもあったが、戦争錦絵には光線画的手法を取り入れよ
うと考えていなかったようである。他の絵師の作品と大差ないものであり、
時期の戦争錦絵においてはまだ、日清戦争錦絵にあったような、その場の情
景や人物の心情を描き出そうという意識は見られなかった。  
 
4-2 日露戦争期  
明治 37 年の日露戦争でもまた、戦争錦絵は制作された。しかし、写真製版
を活用した画報の登場により、その発行総数は 30～ 40 図と、日清戦争期と比
較すると格段に少なくなる。日露戦争錦絵の描写の特徴について、岩切氏が、
「写真などを参考にしたと思われる、非常に写実的な描写」が施されている
と指摘している 1 2 2。たしかに、月三《遼陽之役敵将黒鳩公戦略齟齬シ総軍大
ニ敗ル公勇奮自ラ陣頭ニタ立チ血戦ス》（図 3-17） 1 2 3の、クロパトキン将軍
の描写を見てみると、将軍の服のしわや、騎乗している軍馬の体躯の表現な
ど、より実物に似せ描こうとしたことが窺える。一方で、清親の《摩天嶺之
逆襲》（図 3-18） 1 2 4をみてみると、日清戦争錦絵の面影は無く、人物など簡
略化され描かれており、他の絵師の錦絵と大きく異なる。この戦争でも、清
親は、戦争錦絵の制作依頼をされていたが、気乗りせず、出来もあまり良く
なったという。明治 30 年頃より、錦絵よりも肉筆画を描くようになったこと
から、清親は錦絵の制作から身を引いていた。このことが、日露戦争錦絵の
作風に影響しているのではないか。  
 このように、最も光と影への意識が強く、戦地の情景や、描かれた兵の心
情を画中に表現していたのは日清戦争期の戦争錦絵であった。  
 
 
                                                   
1 2 2 前掲書  岩切信一郎『明治版画史』 55 頁  
1 2 3 （図 3-17）大判三枚続き。図版は、小西四郎『錦絵  幕末明治の歴史  日露戦争
前後』 12 巻、講談社、 1978 年より引用。  
1 2 4 （図 3-18）大判三枚続き。図版は、小西四郎『錦絵  幕末明治の歴史  日露戦争
前後』 12 巻、講談社、 1978 年より引用。  
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第五節  清親の半生にみる日清戦争錦絵への意識  
では、なぜ清親が、日清戦争期において、独特な戦争錦絵を描いてきたの
か。描いた理由の一つとして、清親のこれまでの画業と、自身の半生が、そ
の作風に影響していると考える。  
 まず幕末、明治初期における戦闘体験である。清親の娘の小林哥津による
と、清親が自身の半生を描き綴った「清親絵日記」に、鳥羽の戦いに参加し
ていた時の様子が記されていたという 1 2 5。また、哥津は、昭和 39（ 1964）年
におこなわれた座談会「開化期の絵師  清親の歩んだ道」において、清親が
上野での戦いで、偵察の命を受け、身を隠していたさい、傍にあった天水桶
に大砲が直撃し、一目散に逃げたというエピソードを語っている 1 2 6。このよ
うに、動乱の最中、清親は幕臣であったために、戦いに駆り出されており、
その様子を目撃していた。  
次に、明治 14（ 1881）年における制作の変化である。清親は、明治 14 年
の両国大火災を機に、人気の絶頂にあった光線画の制作をおこなわなくなっ
た。辞めた理由のひとつとして、技法をこらした清親の錦絵は、高度な技術
が必要であるゆえに、手間がかかり、単価が高くなり立ち行かなくなったと
いう理由が挙げられる。また、その一方で、山梨絵美子氏が、東京の景観を
魅力的に描くことで、意図せず、政府の方針を、読み手に肯定的に捉えさせ
てしまうことを危惧したためだとも指摘をしている 1 2 7。同年、明治 14 年の政
変と呼ばれる政治事件 1 2 8が起こり、政府への批判が強まった。清親もまた、
この事件によって、政府への不信感を決定付け、政策への疑心をもつように
なったのではないか。だからこそ、日清戦争期においても、兵らの厳しい状
況を無視した、一方的かつ熱狂的な日本軍への賞讃をよしとしなかったので
はないか。  
さらに、清親の弟子や、共に仕事をした彫師や刷師の中にも徴兵されたも
のがおり、彼らやその家族に同情した清親は、年末、僅かな画料を割いて、
                                                   
1 2 5 前掲書  小林哥津「清親考」『最後の浮世絵師  小林清親』 19 頁  
1 2 6 「上野の戦争では「自画伝」にもかいてますが、人足みたいな風をして、物見の役
をしていたんですって。幕府側で。それで、山下の雁鍋のそばの天水桶のわきで隠れ
ていて、 (中略 )ドンドンという大砲の音で、そのうちどうしたのか流れ玉が一つ、天
水桶にぶつかったんですって。それと同時に自分もびっくりして、父は、逃げ出して
しまったんだそうです。」（座談会「開化期の絵師  清親の歩んだ道」『季刊  浮世絵』
第 10 号、 1964 年、 44-45 頁）  
1 2 7山梨絵美子『日本の美術  清親と明治の浮世絵』第 368 巻、至文社、 1997 年、 69 頁  
1 2 8 明治 14 年 10 月開拓使官有物払下げの中止、 10 年後の国会開設の公約、参議大隈
重信派の追放などを内容とした政変。薩長藩閥体制が固まり、立憲制国家への途が確
定した。（『広辞苑  第五版』岩波書店、 1998 年、 2613 頁）  
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各家庭へ餅を配っていたという 1 2 9。身近に戦争に苦労する者達の姿があった
からこそ、より一層、このような風潮に対し、異を唱えたかったのではない
か。  
 
小結  
日清戦争錦絵において、清親は、戦地での過酷さや、日本兵の心情を、「光
線画」にみられるような光と影の描写によって描き表していた。日清戦争は
近代兵器を数多く使用した戦いであり、清親の錦絵においても、軍艦やサー
チライトなど、西南戦争期においてほぼ描かれることの無かった兵器が登場
している。とりわけ、焚火の炎とライトの光については意識的に描き分け、
表現していることがわかる。また、当時、清親は近郊の港に軍艦が停泊して
いることを知ると、スケッチするためにたびたび出掛けていたという。この
ように清親は、日清戦争について東京の情景を描いたときのように、急速に
近代化した側面と、未だ近代かなされていないこれまでの戦争と変わらない
姿を光と影に注目して表現したのではないか。  
また、清親の日清戦争錦絵について、「将兵の苦難」をも表したものである
と評価されている 1 3 0。従軍した兵たちは、日本とは大きく異なる気候から、
様々な疾病に悩まされていたという 1 3 1。このような兵の困難は、多くの戦争
錦絵で描かれていない。  
 幕末、明治初期において起こった戦いで、実際の戦地に足を踏み入れ、戦
闘を直視した実体験と、現地の過酷な状況を見ずして、お祭り騒ぎのように
日本軍の勝利を祝い、それに乗じて、日本軍の活躍や美談のみを描き、政府
に加担している状況への反発があったからこそ、戦地における兵の心情を伝
えるような錦絵を描いていたといえる。清親は、日本軍の活躍や美談を取り
上げるのではなく、その戦地にあったさまざまな光とそこに生まれる影に注
目した。そして、光と影の描写によって、異国の地での兵らの姿を表現し、
戦地での情景や彼らの心情までも描き出そうとしたといえる。では、このよ
                                                   
1 2 9 前掲書  小林哥津「清親考」『最後の浮世絵師  小林清親』 19 頁  
1 3 0 『原色浮世絵大百科事典  第九巻  作品四  広重―清親』大修館書店、 1981 年、
100 頁  
1 3 1 大谷氏が、「日清戦争下の宮城県—宮城県・福島県の新聞の戦争報道と掲載された兵
士の手紙を史料として」（『近代日本の形成と日清戦争―戦争の社会史』雄山閣出版株
式会社、 2001 年』）において、日本兵が家族に宛てた書簡や、従軍中記していた日記
のなかに、清国や朝鮮の異文化への戸惑いや、気候の変化による苦難などが記されて
いたと指摘している。  
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うな表現を人々は受け入れていたのか。日清戦争期、清親のもとに多くの戦
争錦絵依頼が舞い込み、その結果、最も多く錦絵を制作し、店頭にも並んだ。
その売れ行きについて、需要はあったことは分かる。  
 清親の制作の根底には、江戸の絵師にあったような、世の中への批判精神
があった。清親の幾つかの経験によって、その精神が日清戦争期、表出した。
だからこそ、日清戦争錦絵において、戦勝気分を盛り上げるような描写表現
ではなく、冷静に戦況を見つめ、戦争賛美に隠された、兵らの姿を描いた。
当時の風潮に迎合するのでなく、異なる視点から戦争を捉え、高い表現力に
よって描かれた錦絵であったからこそ、現在においても高い評価を得ている
のではないかと考える。  
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第三章  図版  
 
（図 3-1）小林清親《陸海軍人高名鑑：
工兵小野口徳治氏》  
 
（図 3-2）小林清親《日本萬歳百撰百笑  李
鴻章の大頭痛》  
 
（図 3-3）小林清親《新橋ステンション》 
 
（図 3－ 4）小林清親《猫と提灯》  
 
（図 3-5）小林清親《我斥候鴨緑江附近
に敵陣を窺ふ図》  
 
 
（図 3-6）小林清親《朝鮮豊島海戦之図》  
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（図 3-7）小林清親《冒営口厳寒我軍張
露営之図》  
 
（図 3-8）小林清親《精鋭我軍占領臺湾澎湖
島之図》  
 
（図 3-9）《新橋ステンション》（図 3-3）
の部分  
 
（図 3-10）楊州周延《朝鮮国成歓日本大勝
利之図》  
 
（図 3-11）楊州周延《朝鮮国牙山  大日
本陸軍大勝利之図》  
 
（図 3-12）楊州周延《日本兵大勝利祝宴を
開之図》  
 
（図 3-13）水野年方《大日本帝国万々歳  
成歓襲撃和軍大捷之図》  
 
（図 3-14）小林清親《我軍隊牛荘城市街戦
撮影之図》  
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（図 3-15）水野年方《玄武門攻撃随一軍
功者原田重吉氏先登奮戦図》  
 
（図 3-16）小林清親《田庄台攻撃占領
之図》部分  
 
（図 3-17）月三《遼陽之役敵将黒
鳩公戦略齟齬シ総軍大ニ敗ル公勇
奮自ラ陣頭ニタ立チ血戦ス》  
 
（図 3-18）小林清親《摩天嶺之逆襲》 
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第四章  『国民新聞』挿絵にみる従軍画家の戦争表象  
 
序論  
 日清戦争期、軍部は、戦況に関わる取材のために民間人が従軍することを
許可した。それにより、各新聞社が戦況を取材させるべく、特派員を派遣し
た。特派員には、自社記者のほかに、外部から雇い入れた画家や写真師たち
もいた。大谷正氏の調査によると、日清戦争期に戦地に派遣された特派員の
数は、述べ 193 名で、そのうち従軍画家は 16 名であったという 1 3 2。その従軍
した画家のほとんどは洋画家であった 1 3 3。  
 そのなかで、日本画家で従軍画家として活動していた者たちがいた。それ
が、日本画家の久保田米僊（嘉永 5［ 1852］年−明治 39［ 1906］年）と、米斎
（明治 7［ 1874］年−昭和 12（ 1937）年）、金僊（明治 8［ 1875］年−昭和 29
［ 1954］年）の親子である。彼らは、『国民新聞』創刊者である徳富蘇峰（文
久 3［ 1863］−昭和 32［ 1957］年）に依頼され、特派員として従軍し、紙面に
挿絵と記事を掲載する。その後、幾つかの雑誌や従軍記に挿絵を提供したほ
か、『日清戦闘画報』を刊行した 1 3 4。  
 彼らは、日清戦争開戦前の明治 27（ 1894）年 6 月から、朝鮮に派遣されて
いた混声第九旅団とともに従軍し、途中一時帰国などを交えながらも、翌年
28（ 1895）年の山東作戦まで取材をおこなった。  
 米僊親子が描いた挿絵について、福永知代氏が、戦闘の描写は少なく、む
しろ兵士たちの暮らしぶりや、朝鮮や清国の生活風俗が画題として多く選択
されていると指摘している 1 3 5。すでに、挿絵に対して、写真では捉えること
のできない、動きのあるリアリスティックな場面を描くことを、国民が望ん
でいたということが、先行研究によって指摘されている。ではなぜ、そのよ
                                                   
1 3 2 大谷正「『日清戦闘画報』の成立とその内容について」『描かれた日清戦争  –久保
田米僊『日清戦闘画報』影印・翻刻版−』創元社、 2015 年、 435 頁  
1 3 3 例えば、洋画家の浅井忠（ 1856‐ 1907）や黒田清輝（ 1866‐ 1924）が新聞社に雇
われ、特派員として取材をおこなっている。他にも、韓国王室に派遣された西園寺公
望（ 1849‐ 1940）に随行し渡海した洋画家の小山正太郎（ 1857‐ 1916）や、同じく洋
画家で、明治天皇からの密命を受けた山本芳翠（ 1850‐ 1906）らが従軍している。（田
中日佐夫『日本の戦争画  その系譜と特質』（ぺりかん社、 1985 年、 60‐ 61 頁）を参
照。）  
1 3 4 この『日清戦闘画報』については、前掲書  大谷正『描かれた日清戦争  –久保田米
僊『日清戦争画報』影印・翻刻版−』に詳しい。  
1 3 5 福永知代「久保田米僊の画業に関する基礎的研究（ 2）  久保田米僊と日清戦争−
『国民新聞』におけるルポルタージュを中心に」『お茶ノ水女子大学  人文科学紀要』
第 57 巻、お茶の水大学、 38 頁  
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うな欲求が国民の間で高まったのか。本論では、その要因について、国民新
聞に掲載された久保田親子の挿絵を見つつ、新聞に掲載されていた記事を参
照しながら考察を試みる。  
 
第一節  久保田米僊、米斎、金僊の従軍日程  
 本節では、久保田親子の日清戦争前後の略歴と、従軍日程について述べる。  
最初に、米僊、米斎、金僊の日清戦争前後における略歴を説明する。父親
の米僊は、嘉永 5（ 1852）年に京都の料理屋の長男として生まれる。元来絵
を描くことを好み、慶応 3（ 1867）年、父に内緒で、四条派の画家である鈴木
百年（文政 8［ 1825］年−明治 248［ 1891］年）に師事し、画技を学ぶ。同時
期には、画家であり儒であった沢渡精斎
さわたりせいさい
（文化 5［ 1808］年−明治 18［ 1885］
年）に漢詩や歴史を学び、書家で漢詩人の神山鳳陽（文政 8［ 1824］年 -明治
22［ 1889］年）には、漢詩を学んだ。その後、画家として活動を行っていた
が、明治 11（ 1878）年、日本画家の幸野楳嶺
こ う の ば い れ い
（弘化元［ 1844］年 -明治 28［ 1895］
年）や望月玉泉（天保 5［ 1834］年 -大正 2［ 1913］年）らとともに京都府画
学校（現在の京都市立芸術大学）の設立を建議する。また、明治 16・17（ 1883・
84）年の第 1 回、第 2 回パリ日本美術展覧会に作品を出品したほか、1889 年
に開催されたパリ万国博覧会で《水中遊魚》が金賞を受賞する。また、その
際に渡仏し、その時の経験をもとに、『京都日報』にて「欧州渡航画報」、「帰
国画報」「巴里随見録」を連載した。同年に、徳富蘇峰の招聘により、『国民
新聞』の編集員となる。その後、日本画家として活動を行いつつも、『国民新
聞』特派員として 1893 年開催のシカゴ万国博覧会のため渡米し、取材した内
容を「世界大博覧会」として掲載する。そして、明治 27（ 1894）年、42 歳の
時、日清戦争が勃発する。それに先立って、米僊は子の米斎を連れ、同紙特
派員として戦地に赴いた 1 3 6。  
 次に、米僊の長男である米斎は、明治 7（ 1874）年に京都に生まれる。画技
を父である米僊と日本画家の橋本雅邦（天保 6［ 1835］年 -明治 41［ 1908］年）
に学び、詩文を石川鴻斎に学んだ。松竹合名社に入社し、二代目市川左団次
                                                   
1 3 6 米僊の略歴については、展覧会図録『描かれた歴史近代日本美術にみる伝統と神
話』兵庫県立近代美術館・神奈川県立近代美術館、 1993 年および、展覧会図録『忘れ
られた画家シリ‐ズ 35 明治日本画の鬼才  久保田米僊遺作展』星野画廊、 2014 年に
収録されている「久保田米僊年譜」、前掲書  大谷正『描かれた日清戦争  –久保田米
僊『日清戦争画報』影印・翻刻版−』を参照した。また、米斎・金僊の略歴について
も、同書を参考に記した。  
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の「修禅寺物語」などの舞台背景画や、雑誌『歌舞伎』の表紙画を担当する。
米僊とともに『国民新聞』特派員として大陸に渡ったのは、米斎が 17 歳の時
であった。  
 最後に、次男の金僊について説明する。米斎が誕生した翌年の明治 8（ 1875）
年に生まれた金僊は、米僊につき画を学ぶかたわら、京都府画学校でも学ん
だ。在学中、16 歳の時に米僊や兄の米斎とともに、日清戦争を取材した。ま
た、日露戦争でも、従軍記者として戦地に赴いている。明治 41（ 1906）年に
は渡米し、当時の松坂屋社長・伊藤祐
すけ
民
たみ
（明治 11［ 1878］年‐昭和 15［ 1940］
年）と知り合い、帰国後、昭和 5（ 1930）年まで、同社の宣伝部長として勤務
した。  
続いて、彼らの従軍日程について述べていく。福永氏の調査によると、明
治 27（ 1894）年、 6 月 12 日、米僊と長男の米斎は、東京を出発し、 16 日に
は出国し、 21 日に、仁川に到着した。その後、 6 月 24 日から 25 日未明に京
城に到着し、大院君と面会を果たす。 7 月中旬に米僊が一時帰国したため、
その間、米斎が取材をおこなう。その際、日本軍の朝鮮王宮占領事件を目撃
したほか、成歓および牙山の陸戦にも従軍する。8 月 22 日には、再び米僊は
朝鮮に渡航し、平壌占領戦を取材し、 10 月 11 日には帰国する。次男の金僊
は、遅れること 10 月 18 日に日本を立ち、日本軍第二軍に所属し、金州城占
領作戦および旅順口攻略戦を取材する。さらに、翌年の威海衛陸海軍攻略戦
などに従軍する予定だったが、急病のため、米斎が代わりに取材したという
1 3 7。  
このように、久保田親子は開戦前から朝鮮に渡り、長期にわたって戦地を
取材した。取材した際に描いたスケッチは、挿絵にされ、『国民新聞』に、「米
僊入韓画報」、「米僊朝鮮京城画報」、「米僊画報」、「米僊従軍画報」シリーズ
として掲載された 1 3 8。  
続いて、なぜ久保田親子が『国民新聞』の従軍画家となったのかについて
述べる。まず、従軍し戦地に赴いた画家の多くは洋画家であった。洋画家た
ちは、ただ単に、新聞社に雇われた画工として、戦地を描くという目的だけ
                                                   
1 3 7 前掲書  福永知代「久保田米僊の画業に関する基礎的研究（ 2）  久保田米僊と日
清戦争−『国民新聞』におけるルポルタージュを中心に」『お茶ノ水女子大学  人文科
学紀要』 36-37 頁  
1 3 8 すべて米僊名義で掲載されているが、実際には米斎や金僊が描いた挿絵もあったと
いう。（前掲書  大谷正「『日清戦闘画報』の成立とその内容について」『描かれた日清
戦争  –久保田米僊『日清戦闘画報』影印・翻刻版 −』 439 頁）  
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でなく、それぞれ確固たる意志を持ち従軍に臨んでいる。例えば、『時事新報』
戦況画報隊として従軍することとなった浅井忠は、戦地に赴く決意を以下の
ように記している。  
 
「我が初めて軍に従ふとき、私に請ふらく、この千載一隅の時に際し、
軍中の実況を描写して、後世史乗の闕を補ひ、能く文字の及ばざるとこ
ろを描き出さんこと、真に身を丹青に委ぬるものの務めなり、苟もわが
眼界に映じ来るもの、皆写して以てわが有となさんと 1 3 9」  
 
また、小山は自らの従軍の意思を伝えるべく、当時参謀次長であった川上操六
（嘉永元［ 1848］年 -明治 32［ 1899］年）を尋ね、  
 
実況を内外に示し後世に伝うるは、文字の記録のみに依るべからず、宜
しく画図と写真を大いに用うべし、然らば、一支隊を派遣する毎に一人
の画家を従軍せしめ、何事によらず実況を写して参謀本部に送らしめ、
本部に於て之を集編纂して戦史と並伝うべし、費用の如き多きを要せず、
一聯隊毎に少尉一人を増すと見れば足れり  
 
と直訴している 1 4 0。この両者の従軍動機から、日本の歴史を埋めるべく、戦
争を記録したいという意思をくみ取ることができる。このように、従軍した
画家たちは、日本の歴史を描き残すことで記録したいという意思を持ってい
たことが窺える。  
一方で、従軍した日本画家の数は少ない 1 4 1。その理由について、田中氏が、
近代以前の日本の美術、とりわけ日本画の権威ある伝統の中では、社会的な
出来事に題材を求めることが少なく、公的性質を著しく欠いていためである
と指摘している 1 4 2。そんな中で、日本に導入された西洋美術は、社会的事象
などを主題とし、教会や美術館など公共の場における展示によって、公的な
性質を保ち続けたものであった。そのような西洋美術の到来によって、日本
                                                   
1 3 9 浅井忠「序」『従征画稿』春陽堂、 1895 年。  
1 4 0 高村眞夫『小山正太郎先生』不同舎旧友会、 1934 年  
1 4 1 田中氏の調査において、久保田親子のほかに従軍した日本画家は、西郷孤月（明治
6［ 1873］年 -大正元［ 1912］年）のみだとしている。（前掲書  前掲書  田中日佐夫
『日本の戦争画  その系譜と特質』 63 頁）  
1 4 2 前掲書  田中日佐夫『日本の戦争画  その系譜と特質』 22 頁。  
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においても社会的・公的絵画制作活動が導入され 1 4 3、このような役割を新た
に担ったのが洋画であったために、日清戦争期においても、従軍画家として
戦地に赴いたのは洋画家であった。  
ではなぜ、『国民新聞』の徳富蘇峰は、日本画家である久保田親子を自社の
従軍画家として選んだのか。その理由について、大谷氏が、「若い時から西洋
画の写実性に注目しており、風刺画も描いているほか、 2 度の外遊によって
深めた欧米美術への知見など、和洋折衷の写実的様式とジャーナリズム経験
を評価したため」と指摘している 1 4 4。また、米僊自身も、「社会に貢献すべく、
蒙古襲来絵詞のような絵巻物のように、史実を後世に伝える絵画を描きたい」
という、洋画家たちと同じような意気込みで従軍に臨んでいたようである 1 4 5。
だからこそ、米僊の経歴と従軍への意志を買った蘇峰が、従軍画家として戦
地に派遣したといえる。  
 
第二節  『国民新聞』に掲載された挿絵  
続いて本節では、実際に掲載された久保田親子の挿絵を見ていく。まず、
福永氏の研究によると、掲載された挿絵のなかで、最も多くモティーフとな
っていたのが、戦地となった朝鮮の名所や旧跡、風景、生活風俗であり、そ
の数は 79 点であったという。ついで、兵士たちの平時の様子を描いた挿絵が
52 点であった。以外にも、日本軍の戦闘を題材とした挿絵は 13 点と最も少
ない 1 4 6。米僊は、東京を出発した 6 月 12 日の光景から挿絵に描いており（「画
報第一  米僊出発の光景」図 4-11 4 7）、朝鮮に渡る際に通過した広島の光景
（「広島入口  米僊船中墨斗にて認む」図 4-2 1 4 8）や、港で船に乗り込む兵ら
の姿（「肥後丸え兵員乗組  米僊入韓画報第二」図 4-3 1 4 9）を描いている。釜
山に到着すると、市内の建物（「釜山日本町警察署  同［米僊入韓画報］第七」
                                                   
1 4 3 柴田篤弘「美術家は戦争にどう向き合ったか」『日本物理学会講演概要集年会』 50
号、日本物理学会、 1995 年、 143-144 頁。  
1 4 4 前掲書  大谷正「『日清戦闘画報』の成立とその内容について」『描かれた日清戦争  
–久保田米僊『日清戦闘画報』影印・翻刻版−』 438 頁  
1 4 5 久保田米僊  述／石川松溪  編「米僊自伝」『米僊画談』松邑三松堂、 1902 年、 229
頁  
1 4 6 前掲書  福永知代「久保田米僊の画業に関する基礎的研究（ 2）  久保田米僊と日
清戦争−『国民新聞』におけるルポルタージュを中心に」『お茶ノ水女子大学  人文科
学紀要』 38 頁  
1 4 7 （図 4-1）明治 27 年 6 月 11 日掲載。  
1 4 8 （図 4-2）明治 27 年 6 月 19 日掲載。  
1 4 9 （図 4-3）明治 27 年 6 月 20 日掲載。  
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図 4-41 5 0、「釜山舊日本館  同第八」図 4-5 1 5 1）や、そこに住む人々の様子を
伝える挿絵（「釜山市内所見  米僊入韓画報第九」図 4-6 1 5 2）を制作している。
また、日本兵がテントを張り、野営している様子も挿絵に起こしている（「日
本公園内軍士野営す  米僊入韓画報第十一」図 4-71 5 3、「日本公園内野営の図  
同第十二」図 4-8 1 5 4）。野営の準備をする日本兵らの姿がリアルに表現されて
いる。さらに、「炊事場  米僊入韓画報第三十」（図 4-9）1 5 5のように、食事の
準備をする兵の様子を伝える挿絵もある。一方で、錦絵においても、野営し
ている日本兵らの姿を描いた作品はあるが、ここまで仔細に当時の状況を伝
えるものはない。  
一方で、戦闘を描いた「七月廿三日の小戦  米僊朝鮮京城画報第三十一」
（図 4-10）1 5 6を見てみると、隊の後方で取材に当たっているためか、戦う兵
らの姿は描かれていらず、主に、後衛で待機する兵らの姿が描写されている。
従軍画家は戦闘員として戦地に赴いたわけではないため、当然のことながら、
前線に居ることはできない。だからこそ、このような描写によって戦闘を表
現していた。実際に戦闘を目撃した者でないと描けない、リアリティある挿
絵である。また、6 月 11 日の出発から、11 月初旬に帰国するまで、ほぼ毎日
連載が続いており、まるで自身が実際に従軍し、戦地を見ているかのような
錯覚を覚える。このように、ほぼ毎日掲載されることで、よりリアリティあ
る図像の提供に成功しているといえる。  
 次に、同じく従軍画家として軍と同行していた浅井忠の挿絵を比較する。
「平壌に於ける我兵舎の図  平壌に於て画報隊報」（図 4-11） 1 5 7を見てみる
と、ペンで描いているかのように、線のみで描写されている。また、「平壌野
戦病院に於て施術の図  平壌に於て画報隊報」（図 4-12） 1 5 8においても、影
の表現は、描線を重ねるようにして描き表されている。一方、米僊の挿絵は、
べた塗で影や黒い部分が表現されている。例えば「特派員兵に随て暁発する  
米僊入韓画報第三十一」（図 4-13） 1 5 9を見ると、日本軍の軍装や、影などが
                                                   
1 5 0 （図 4-4）明治 27 年 6 月 26 日掲載。  
1 5 1 （図 4-5）明治 27 年 6 月 26 日掲載。  
1 5 2 （図 4-6）明治 27 年 6 月 27 日掲載。  
1 5 3 （図 4-7）明治 27 年 6 月 28 日掲載。  
1 5 4 （図 4-8）明治 27 年 6 月 28 日掲載。  
1 5 5 （図 4-9）明治 27 年 7 月 4 日掲載。  
1 5 6 （図 4-10）明治 27 年 7 月 29 日掲載。  
1 5 7 （図 4-11）『時事新報』にて、明治 27 年 11 月 1 日掲載。  
1 5 8 （図 4-12）『時事新報』にて、明治 27 年 10 月 31 日掲載。  
1 5 9 （図 4-13）明治 27 年 7 月 4 日掲載  
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真っ黒に塗りつぶされている。また、「二十三日夜仁川日本公園地景況  米僊
入韓画報第二十八」（図 4-14） 1 6 0など、日本画にみられる太い筆致や描写に
よって、夜景が表現されている。  
 このように、米僊や米斎、金僊らが描いてきた挿絵を見てみると、日本画
の筆遣いをもって挿絵を描いていたことがわかる。それらは、日本画家であ
ったからこそ描くことのできる挿絵であるといえよう  
 
第三節  戦地における社会風俗や風景への関心  
 久保田親子は、約 1 年にも及ぶ従軍によって、数多くの戦地の風景や生活
風俗を伝える挿絵を描き、国内にいる読者たちにその光景を伝えた。ではな
ぜ、戦闘図や日本兵の進軍の様子ではなく、風景や風俗を多く描いていたの
か。  
 日清戦争開戦前、清国との衝突が確実になった時期、街では殺伐とした空
気が流れていたという。徴兵された者らは、日本の敗北や、戦闘での死を不
安に思い、酒にはしり、その不安をまぎらわせた者もいたという 1 6 1。また、
国民において、清国は文化的にも政治的にも日本に勝る国だという認識を持
ち、そのような国に戦いを挑むことは無謀であるという意見が多かった。ジ
ャーナリストの生方敏郎（明治 15［ 1882］年 -昭和 44［ 1969］年）が、自身
の幼少期から青年期を綴った手記において、「日本人は当時支那人以上とま
では誰しも自負していなかった。ただその以下でさえなければ良い、と考え
ていた」 1 6 2と語っている。このように、東アジアの大国であった清国との戦
争は、人々にとって無謀な挑戦であるという認識をもたせた。そして、その
戦いに自分自身や知り合いが駆り出され、異国の地で死に、二度と日本の地
を踏めないのではないか、という恐怖心も募らせていた。  
しかし、開戦し、日本軍が各戦地で勝利を挙げ、それらが日本で大々的に
報道される。その報を受け、錦絵で日本軍大勝図が数多く制作されたほか、
日本兵らの活躍をもとに「戦争劇」が流行ったという 1 6 3。このように、日本
軍勝利の報が国内に知れ渡ることで、人々は祝杯を挙げ、不安感も徐々に払
拭された。また、大濱徹也氏は、この当時の状況について、「（国民が）豊か
                                                   
1 6 0 （図 4-14）明治 27 年 7 月 3 日掲載。  
1 6 1 大濱徹也『庶民のみた日清・日露戦争 -帝国への歩み -』刀水書房、 2003 年、 20 頁  
1 6 2生方敏郎『明治大正見聞史』中央公論新社、 1978（昭和 53）年、 126 頁  
1 6 3 前掲書  大濱徹也『庶民のみた日清・日露戦争 -帝国への歩み -』、 50 頁  
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さの幻影を謳歌し、戦勝のたび日ごろのみたされぬ思いを解き放ち、その憂
さをはらしも」していたと指摘している 1 6 4。このように、不安感や恐怖心は、
戦地からのポジティブな報道によって打ち払われていたことがわかる。従軍
画家が描いた新聞挿絵にも、国民が持ち合わせていた戦争へのネガティブな
感情を晴らすような効果があったのではないか。それは、錦絵や戦争劇のよ
うに、人々を興奮させるようなものではなく、人々が足を踏み入れたことが
なかった朝鮮や清国の土地やそこに住む人々について伝えることで、日本兵
がどのような場所で戦っているのかを伝え、全く何も分からない異国の地へ
の恐怖を軽減させたのではないか。特に、久保田親子は、開戦前から大陸に
渡り、連日挿絵を掲載していた。だからこそ、日本軍の進軍経路がほぼリア
ルタイムでわかり、また、戦地での兵らの生活について知り、さらにその土
地の風景や人々の生活が事細かに理解できたことによって、人々の恐怖や不
安を軽くする役割を果たしていたのではないかと考える。だからこそ、人々
は新聞挿絵にこのような情報を伝えられるような描写を求めていたため、挿
絵についても、敵地の風景や現地の人々の生活が画題として、数多く取り上
げられていたのではないかと考察する。  
 
小結  
 以上、従軍画家であった久保田親子の足取りを確認し、連日の取材をもと
に描かれた『国民新聞』挿絵について、描写や表現の特徴をみてきた。また、
戦地の風景や、現地の人々の生活風景が数多く描かれていることに対し、国
内の人々に、そのような需要があったのではないかと指摘した。  
日清戦争は、近代日本が初めて経験する「対外戦争」であった。開戦前、
兵として戦地に赴くことが決定した者や、その家族たちは、清国や朝鮮とい
う異国に行くことに対し、拒否感を示していた。また、従軍した当初におい
ても、「二度と日本に戻れなくなるのではないか」という恐怖はつきまとい、
家族たちは彼らの安否を気にしていた。そのため、残された家族たちは、日
本兵がどのような場所で戦っていたかということについて興味をもっていた
と考えられる。だからこそ、兵らとともに、戦地で生活していた従軍画家が、
挿絵によってその情景を伝えることで、銃後の人々に対し、戦地のイメージ
をもたらしていたと考えた。  
                                                   
1 6 4 前掲書  大濱徹也『庶民のみた日清・日露戦争 -帝国への歩み -』、 52-53 頁  
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『国民新聞』に連日掲載され、戦地における様々な戦争の一場面を伝えて
いた米僊の挿絵は、もはや、単なる文字情報の補助的役割を果たしていたも
のではなく、独立した図像であったといえる。これらの図像は、戦地を実見
することのできない人々にとって重要なものであり、ジャーナリズム的活動
をおこないつつ、西洋画にも目を向けていた米僊だからこそ描くことのでき
た戦地のイメージであると結論づけた。  
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第四章  図版  
 
（図 4-1）画報第一  米僊出発の光景  
 
（図 4-2）  
広島入口  米僊船中墨斗にて認む  
 
（図 4-3）肥後丸え兵員乗組  米僊入韓画
報第二  
 
（図 4-4）釜山日本町警察署  同［米僊入
韓画報］第七  
 
（図 4-5）釜山舊日本館  同第八   
（図 4-6）釜山市内所見  米僊入韓画報第
九  
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（図 4-7）日本公園内軍士野営す  米僊入
韓画報第十一  
 
（図 4-8）日本公園内野営の図  同第十二  
 
（図 4-9）炊事場  米僊入韓画報第三十  
 
（図 4-10）七月廿三日の小戦  米僊朝鮮
京城画報第三十一  
 
（図 4-11）平壌に於ける我兵舎の図  平
壌に於て画報隊報  
 
（図 4-12）平壌野戦病院に於て施術の図  
平壌に於て画報隊報  
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（図 4-13）特派員兵に随て暁発する  米
僊入韓画報第三十一  
 
（図 4-14）二十三日夜仁川日本公園地景
況  米僊入韓画報第二十八  
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第五章  日清戦争写真にみられる戦争イメージとその意義  
 
序論  
 幕末において、現実再現の技術として、絵画と写真は同一視されており、
画家と写真師の関係は近いものであったという 1 6 5。それが、明治初期におい
て、西洋より「美術」という概念がもたらされたことで、次第に分離してい
き、絵画は美術的なものとみなされ、写真はあくまで技術のひとつであり、
絵画よりも社会的地位が低いものという位置づけがなされた。しかし、明治
20 年代から 30 年代にかけて、写真に美術としての根拠を求め、社会的地位
を高めようとする動きがみられるようになる。この動きは、のちの絵画主義
的写真の誕生につながるが、日清戦争が勃発した時期においては、写真はあ
いまいな位置にあるものであった。  
 日本で、本格的に戦地において、写真師や、写真術を扱える技師たちが登
場したのは、日清戦争からであった。この戦争で軍部は初めて、大本営従軍
写真班（以下、大本営写真班と記す）を結成し、戦争記録の任に当たらせる。
さらに、取材のひとつとして、従軍記者と同様に、民間人が写真撮影を行う
ことも許可した。その結果、写真という、これまでに無い新たな戦争イメー
ジが国民にもたらされ、戦争の報じられ方も大きく変化していく 1 6 6。  
 日清戦争期、軍部が編成した写真班のほかに、民間からも数名の写真師が
従軍した。具体的には、旧津和野藩の伯爵・亀井玆
これ
明
あき
のほかに、大日本写真
品評会名古屋支部長の鈴木経勲、写真師の江原熊太郎、さらに各新聞社から
派遣された特派員 1 6 7などが、日本兵らと行動を共にしていた。  
戦地での彼らの活動について、従軍時の日記が残されていた亀井玆明以外
の従軍写真師の記録がほとんど見つかっておらず、日本人従軍写真師に関す
る研究は進められてこなかった。しかし、時事新報社から派遣されていた写
真師・浅井魁一の写真帳『実地実況写真』が発見されたことで、新たに戦地
における従軍写真師の動向が判明した 1 6 8。さらに、井上祐子氏の著作『日清・
                                                   
1 6 5 西村智弘『日本芸術写真史  浮世絵からデジカメまで』美学出版、 2008 年、 108 頁  
1 6 6 木下直之「戦争が歴史に変わる時」『描かれた歴史  近代日本美術にみる伝説と神
話』、 1997 年、 27 頁  
1 6 7 二六新報社や、時事新報社などの新聞社が、特派員を派遣していたという。（桑原
甲子雄「総論  戦争の記録」『日本写真全集  戦争の記録』小学館、 1986 年） 135 頁  
1 6 8 日清戦争後、写真帖にまとめられたが、長年その所在が不明であり、収録写真につ
いてもわからないままであった。しかし、前川公秀氏の調査によって、収録写真な
ど、その全容が明らかとなった。（「写真家  浅井魁一と日清戦況写真帖」『佐倉市史研
究』 24 号、佐倉市教育委員会、 2011 年を参考にした。）  
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日露戦争と写真報道  戦場を駆ける写真師たち』（吉川弘文館、 2012 年）が
刊行されるなど、日清戦争期における従軍写真師たちの活動について再検討
されつつある。  
このように、日清戦争期に戦地に赴いた写真師たちの活動について注目さ
れつつあり、今一度彼らの写真を再評価する動きもみられている。明治 20 年
代の写真は、絵画や挿絵の作画の参考資料として撮影されるものが大半であ
り、日清戦争期に撮影された写真においても、その役割を担っていたという
1 6 9。つまり、写真はあくまで絵画制作のための一つのテクニックであり、技
術の域を脱していないこととなる。しかし、国内の写真師のなかで、技術と
してみなされていた写真の中に、美術的価値を見いだそうとする動きが高ま
りつつあったのもこの時期である。だからこそ、日清戦争に撮影された写真
の中にも、その意識の片鱗をみることができるのではないか。  
そこで本章では、異なる立場から戦地を撮影した写真師について、彼らの
従軍時の足取りをたどるとともに、撮影者の「視点」に着目し、それぞれの
写真を比較する。具体的には、大本営が結成した写真斑に属した写真師と、
自ら従軍を志願した亀井玆明、従軍記者らとともに新聞社から戦地へ派遣さ
れた浅井魁一らが撮影した日清戦争写真をみていく。  
この比較によって、彼らがそれぞれ戦争のどのような側面に注目し、結果
的にどのように写真によって写し出されたのかについて考察を試みる。  
 
第一節  大本営写真班  
 日清戦争期において従軍した写真師は、従軍の経緯や立場から、二種類に
分けることができる。大本営写真班に所属していた写真師と、軍部から許可
を得て撮影を行った民間の写真師である。  
 まず、本節では、大本営写真班の活動を確認するとともに、彼らが撮影し
た写真を見ていく。大本営写真班とは、作戦資料や兵用地誌を作成するため
の写真の撮影を目的に結成された部隊であり、外邦図を制作していた陸軍参
謀本部陸地測量部の部員を中心に構成されている 1 7 0。開戦当初、大本営写真
班は、軍首脳部から作戦遂行に直接関わらないという理由で、結成が許可さ
れなかったが、「従軍写真班服務心得」が制定され、宣戦布告（明治 27 年 8
                                                   
1 6 9 「戦争の記録Ⅰ」『日本写真史  1840-1945』平凡社、 1971 年、 380 頁  
1 7 0 井上祐子『日清・日露戦争と写真報道  戦場を駆ける写真師たち』吉川弘文館、
2012 年、 30 頁  
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月 1 日）後の 9 月 21 日に渡航許可が下りた。 10 月 2 日、花園口に上陸した
後、陸軍大将の大山巌 (天保⒔［ 1842］年‐大正 5［ 1916］年 )率いる第二軍と
共に戦地を渡る。金州、旅順、そして威海衛に進んだ後、明治 28 年 5 月 25
日に帰国した。  
 約半年の間に、総計 1000 枚以上もの写真を撮影しており、それらは各戦地
における作戦に活用された。また、この功績が認められて、10 年後の日露戦
争では規模も拡大し、海軍においても写真班が結成されている 1 7 1。  
 では、彼らの撮影した戦争写真はどのようなものなのか。最も大きな特徴
として、戦地や要塞などの場所を鳥瞰するように撮影されている点が挙げら
れる。例えば、《旅順口城頭饅頭岳子ノ諸砲台及親兵左営等ノ光景》（図 5-1）
1 7 2では、砲台が高所から撮られ、中の建物や通路など、その全容が明確に理
解できるような写真となっている。また、《旅順口黄金山副砲台より旅順口海
峡遠望ノ光景》（其一）（其二）（図 5-2、3）1 7 3においては、砲台周辺の地形ま
で把握できるような構図で撮影されている。これらの写真の撮影日から、旅
順口占領後に撮影されたものだとわかる。いずれも、戦闘後の様子を撮った
写真であるが、大本営写真班は、実際の戦闘も何枚か撮影している。また、
《旅順ノ西方方家屯ニ於テ山砲中隊砲撃ノ光景》（図 5-4）1 7 4もその 1 枚であ
る。広い平野部に、数名の日本兵らによる砲撃の様子が撮影されている。画
面左では白い煙があがり、まさに弾を放った瞬間が写し出されている。一方
で、実興味深そうに視線をカメラへ向ける兵らもいる（図 5-5） 1 7 5。  
このように、大本営写真班の写真は、対象から離れて撮られたものが多い。
地図作成や戦闘記録に役立てるべく、建物や地形の全貌を明らかにすること
を目的としていたためである。そのため、戦闘の様子であっても、風景を撮
影したような写真となってしまい、緊張感や、臨場感が感じられないものと
なっている。しかしながら、《軍艦赤城黄海海戦の際蒙りたる艦尾の看砲揗の
                                                   
1 7 1 前掲書  井上祐子『日清・日露戦争と写真報道  戦場を駆ける写真師たち』、 135
頁  
1 7 2 （図 5-1）『日清戦争写真帳』陸軍参謀本部陸地測量部、国立国会図書館デジタル
コレクションより引用。  
1 7 3 （図 5-2、 3）『日清戦争写真帳』陸軍参謀本部陸地測量部、国立国会図書館デジタ
ルコレクションより引用。  
1 7 4 （図 5-4）『日清戦争写真帳』陸軍参謀本部陸地測量部、国立国会図書館デジタル
コレクションより引用。  
1 7 5 （図 5-5）《旅順ノ西方方家屯ニ於テ山砲中隊砲撃ノ光景》（図 5-4）の部分。『日清
戦争写真帳』陸軍参謀本部陸地測量部、国立国会図書館デジタルコレクションより引
用。  
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戦痕》（図 5-6） 1 7 6のように、日本軍艦「赤城」 1 7 7の被弾した部分を撮影した
写真もあり、中央の大きな弾痕が、当時の激しい戦いを物語っている。また、
《黄海開戦後我が軍艦の水雷に撃破せられたる清艦揚威の真景》（図 5-7）1 7 8
では、日本軍の攻撃によって、沈没した清国軍艦が撮られている。比較的近
くから撮られた写真で、艦の細かな部分まで確認することができる。撮影さ
れた清国軍軍艦の大部分は海に沈んでおり、確認できるのは、煙突部分と、
折れて倒れかかっているマストの一部のみである。その部分も、ほとんど原
型を留めておらず、朽ち果てた姿で残っている。双方とも、戦闘の激しさや
生々しさが感じられる被写体ではあるが、大本営写真班は、それらをひとつ
の記録物としてのみ捉え、写真に残している。  
 基本的に大本営写真班は、戦地の地形や、戦闘する日本兵、さらに兵器な
どに残った戦痕など、軍事的に有用となるものを写真に残した。一方で、有
用と見なされない、不要な要素は排除している。旅順での戦いの後に撮影さ
れた《高家南方丘上ノ畑中ニ戦没セル敵兵》（以下《戦没セル敵兵》と記す、
図 5-8） 1 7 9においても、「戦没セル敵兵」という文字通り、写っているのは、
数体の清国兵の死体のみである。周囲にいるはずの日本兵達や、戦闘で使用
された武器などは見当たらない。さらに、死体は全て、うつ伏せもしくは後
ろを向いた姿であり、彼らの表情を窺い知ることはできない。この写真を撮
影する際、不必要な要素を排するべく、死体を動かすなどされていた可能性
は高い。  
 さらに、戦地に住む人々はほとんど撮影されていない。被写体となったの
は、日本兵と、捕虜となった清国兵のみであった。だが、《混成旅団上陸之図  
其二》（図 5-9） 1 8 0においては、朝鮮の人々の、日常的な姿が映し出されてい
る。この写真は、仁川に上陸した日本軍を撮影したものである。画面左に荷
を運ぶ軍夫らの姿が、画面右には馬を従える兵らの姿がある。そして、彼ら
の間を、朝鮮の人々が通行しており、馬を連れて歩く人々や、訝しげな眼差
                                                   
1 7 6 （図 5-6）『日清戦争写真帳』陸軍参謀本部陸地測量部、国立国会図書館デジタル
コレクションより引用。  
1 7 7 黄海海戦において、清国艦隊と交戦した日本聯合艦隊の一隻。敵艦隊の攻撃によ
り、艦の大部分が破壊され、戦死者 11 名という被害が出た。（原田敬一『戦争の日本
史 19 日清戦争』吉川弘文館、 2008 年を参考にした。）  
1 7 8 （図 5-7）『日清戦争写真帳』陸軍参謀本部陸地測量部、国立国会図書館デジタル
コレクションより引用。  
1 7 9 （図 5-8）『日清戦争写真帳』陸軍参謀本部陸地測量部、国立国会図書館デジタル
コレクションより引用。  
1 8 0 （図 5-9）『日清戦争写真帳』陸軍参謀本部陸地測量部、国立国会図書館デジタル
コレクションより引用。  
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しでカメラを見る幼児の姿が確認できる。写真班らが撮影した写真の中で、
このように民間の人々が写り込んでいるのは稀であり、非常に珍しいもので
あるといえる。   
大本営写真班は、カメラマンではなく、近代兵器を扱う技術者であった 1 8 1。
戦争後、写真班の班員が、この時の撮影が思いのほかうまくいったことへの
満足を表明したあと、次のように語っている。  
  
「  （一）綽々たる皇軍の余裕を世界に発表し、（二）帝国写真術の進歩を
現示し、（三）之に依つて国民の敵愾興奮心を煥発し、（四）図画に一大
材料を供給し、（五）史書編纂の材料を補益せる等、文事に、将た武備に
帝国に尽くせる功績甚た 1 8 2大なりと云ふべし。 1 8 3」  
 
つまり、彼らにとって写真とは、国家へ貢献するための、軍事的情報や日
本軍の勝利を記録する手段であったといえる。また、撮られた写真には、日
本軍や国家にマイナスイメージをもたせるような、戦争の凄惨な場面は写さ
れていなかった。彼らの写真には、常に戦地にある日本軍にとって有用な情
報を捉えようとした視線が垣間見え、一方で、不要な視覚情報を排除しよう
とした痕跡も、写真のなかに見ることができる。つまり、大本営写真班の写
真は、結果として国民を奮起させるような場面が映し出されたものであった
といえる。  
 
第二節  亀井玆明  
 軍部は、この戦争において、戦闘を優位に進めるべく、本格的に写真を利
用した。さらに、自らが写真撮影を行うだけでなく、民間の写真師の従軍も
認め、写真師たちの戦地での撮影を正式に許可する 1 8 4。  
 開戦前より、民間に軍事機密が漏洩するのを防ぐため、軍部は、各新聞社
に対し、言論統制がおこなった。軍機や軍略に関する記事の掲載が規制され
たほか、本格的に清国との武力衝突が始まると、より取り締まりが厳しくな
り、軍事はもとより外交関係の記事に対し、政府や軍部による事前検閲が義
                                                   
1 8 1 前掲書『日本の写真史  1840-1945』 384 頁  
1 8 2 本文のまま記載。  
1 8 3 『写真装置 5 号  特集：戦争の写真史』写真装置舎、 1982 年、 182 頁  
1 8 4 大谷正「日清戦争報道とグラフィックメディア—従軍した記者・画工・写真師を中
心に—」『メディア史研究』 21 号、ゆまに書房、 2006 年、 19 頁  
192 
 
務づけられた 1 8 5。その後戦局が進むと、各社は、自社の記者による現地取材
を希望するようになる。実際、従軍が許可されていなかった時でも、朝鮮ま
で渡り取材をしていた記者もいたようである 1 8 6。このような要請に応じ、明
治 27（ 1894）年 8 月中旬に、従軍に際して行わなければならない手続きをま
とめた「新聞記者従軍規則」が、30 日には従軍を許可された者が遵守すべき
事項をまとめた「内国新聞記者従軍心得」が制定された 1 8 7。また、この時、
国内の記者だけではなく、外国人記者に対しても従軍が許され、同じように
従軍心得が定められている。その際、従軍写真師も記者と同等とみなされて
いたため、上述の従軍心得に従っていたという 1 8 8。ではこの時、どれほどの
写真師が従軍していたのか。  
 大谷正氏の調査によると、少なくとも 5 名の写真師が活動しており、この
うち四名は第二軍司令部に、 1 名は近衛師団司令部に従軍したという 1 8 9。こ
こでは、従軍時に撮影した写真が確認できる写真師の中で、亀井茲明と、浅
井魁一を取り上げて彼らの写真を見ていく。  
 まず、亀井茲明の生涯についてみていく。文久元（ 1861）年、京都の公卿
の家に生まれた茲明は、明治 8（ 1875）年 15 歳の時に旧津和野藩主であった
亀井家の養子となり、家督を継いで当主となる。その後、明治 10（ 1877）年
から約 3 年間のイギリス留学を経て、宮内省に勤務するが、当時、養父の亀
井茲監（文政 8［ 1825］年 -明治 18［ 1885］年）が重用していた西周（文政 12
［ 1829］年 -明治 30［ 1897］年）の助言により、明治 21（ 1888）年、芸術を
研究すべく渡独し、ベルリン大学で美学・美術史の授業を受けた 1 9 0。その際、
写真術も修得しており、好んで学んでいたという 1 9 1。その後、日清戦争が勃
発すると、第一師団長と参謀次長に従軍志願書を提出し、私財をなげうって
でも従軍を希望すると伝えた。その願いが聞き入れられ、明治 27 年 9 月 25
日に、大本営写真班と同じ第二軍第一師団司令部に従軍した。翌年、明治 28
                                                   
1 8 5前掲書  井上祐子『日清・日露戦争と写真報道  戦場を駆ける写真師たち』、 30 頁  
1 8 6 大谷正「日清戦争と従軍記者」『日清戦争と東アジア世界の変容』下巻、ゆまに書
房、 351 頁  
1 8 7 前掲書  大谷正「日清戦争と従軍記者」『日清戦争と東アジア世界の変容』下巻、
352 頁  
1 8 8 前掲書  井上祐子『日清・日露戦争と写真報道  戦場を駆ける写真師たち』、 32 頁  
1 8 9 前掲書  大谷正「日清戦争報道とグラフィックメディア  —従軍した記者・画工・写
真師を中心に—」『メディア史研究』 21 号、 19 頁  
1 9 0 内藤正中「伯爵カメラマンの従軍日記」『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井茲明の
日記—』柏書房、 1992 年、 20 頁  
1 9 1 前掲書  内藤正中「伯爵カメラマンの従軍日記」『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井
茲明の日記—』、 38 頁  
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年 1 月に、カメラの補修のために一時帰国するが、3 月 26 日には近衛師団司
令部付として再び戦地に赴き、5 月 28 日の講和成立とともに帰国する。帰国
後、撮影した 600 枚もの写真の中から 300 枚ほど選び、『明治二十七八年戦役
写真帖』と題した写真帖を作成し、皇室に献上した。その後、 2 年間の従軍
により健康を害したことで病床に就き、明治 29（ 1896）年 7 月 18 日に、 36
歳でその生涯を閉じた 1 9 2。  
死後、『明治二十七八年戦役写真帖』は、大本営写真班の写真や、民間雑誌
の口絵写真の製版・印刷に携わった小川一真（万延元［ 1860］年 -昭和 4［ 1929］
年）の手によって、明治 30（ 1897）年に出版された 1 9 3。  
 茲明は写真師を生業にしていたのではなく、アマチュア写真師であった。
しかし、写真撮影を個人的な趣味としてだけで捉えるのではなく、その技術
をもって国家や社会に役立たなければならないという意識を持って写真術を
扱っていた。だからこそ、津和野の藩祖となる亀井茲矩（弘治 3［ 1557］年 -
慶長 17［ 1612］年）が、豊臣秀吉の朝鮮出兵に参加したという故事を想起し、
自らも亀井家の当主として日清戦争に従軍したいと師団長や参謀次長に伝え
ている。しかし、自身が武芸に優れているわけではなかったことから、戦地
の光景や戦闘を撮影し、その写真を軍事資料として提出することを目的とし、
従軍を決意したという 1 9 4。つまり茲明は、この戦争において、自らが修得し
た写真術を用いて公的な記録を撮り、軍部や国家に貢献するという意識あっ
たことがわかる。では、実際にはどのような写真を撮影していたのか。  
 茲明の写真は、大本営写真班の写真とは異なったものである。具体的には、
大本営写真班が撮影しなかった、民間の朝鮮人や清国人の姿やなど写真に収
めていた。花園河口に上陸し、従軍し始めた当初は、《花園河口上陸地点の光
景》（図 5-10）1 9 5のような、遠景から地形を捉えた写真が多い。また、この写
真では、日本兵の姿が間近に写されている。画面右が崖となっており、その
傍で兵数名が座っている。傍らには、運んできた荷物が降ろされていること
から、彼らが進軍の途中で休憩をとっていることがわかる。他にも、《花園河
                                                   
1 9 2 前掲書  内藤正中「伯爵カメラマンの従軍日記」『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井
茲明の日記—』、 19－ 20 頁  
1 9 3 飯沢耕太郎「写真家としての亀井玆明」『日清戦争従軍写真帖―伯爵  亀井玆明の
日記―』柏書房、 1992 年、 27 頁  
1 9 4 亀井玆明『従軍日乗』（前掲書『日清戦争従軍写真帖－伯爵  亀井茲明の日記－』
に収録されている。）  
1 9 5 （図 5-10）『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井茲明の日記—』より引用。  
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口の村落と休憩する兵士》（図 5-11） 1 9 6にも休憩をとる日本兵らが撮影され
ており、列をなして進む兵や、道なりにある土手に座り込む兵らの姿が写さ
れている。立っている兵や、足を伸ばし座る兵など、思い思いに休憩を取る
様子が見て取れる。さらに、《後蕭家堡子付近で憩う山地中将》（図 5-12） 1 9 7
では、題名にもあるように、上官らの休憩する姿も写真に収めている。どれ
も演出が施された写真ではなく、兵らの自然な姿を写した写真であるといえ
る。  
その一方で、戦闘する兵らの姿を間近で撮影した写真もある。旅順攻略戦
での銃撃戦を写した《三角山で敵兵を迎撃》（図 5-13） 1 9 8では、銃撃をおこ
なう第二連隊第五中隊の兵らの後ろ姿が撮られている。小高い丘の斜面を壁
にして、銃を撃つ兵や、腹ばいとなり、敵の弾丸を避ける兵も見て取れる。
前線から非常に近い位置から撮影しており、臨場感溢れる写真となっている。
当時、写真師や記者たちは兵と行動を共にしていたものの、自分の身は自分
で守らなければならなかった。《第一師団参謀長と新聞記者特派員の征装》
（図 5-14） 1 9 9を見てみると、長槍を携える者もいる。この写真を見ると、自
衛しつつ取材を行わなければならない過酷な状況下であったことがわかる。
そんな中、茲明は銃弾が当たりそうな位置まで近づき、撮影を敢行している。
敵を銃撃する日本兵の姿を捉えようという、強い意志が写真から読み取るこ
とができる。  
 日本兵らを撮影していた茲明であったが、侵攻が進むにつれ、朝鮮や清の
人々に対して、興味を抱くようになる。例えば、《金州城内住人の風俗》（図
5-15） 2 0 0においては、金州城内に住む家族の姿を写しており、他にも儒者や
商店の夫婦など、茲明の興味を惹いた人物の写真を撮っている。さらに、風
俗文化に関する写真も撮っており、蛇皮線に合わせて歌を歌う人物と、そこ
に集まっている人々の姿も撮影している（《俗謡を歌う住人》図 5-16 2 0 1）。写
真だけではなく、日記にも彼らの服装や慣習について、見聞きした事柄が詳
細に記されている 2 0 2。前述したように、大本営写真班は、城下の人々を被写
体の中心として捉え、彼らを写真に撮っていない。軍事的に有用な情報を記
                                                   
1 9 6 （図 5-11）『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井茲明の日記—』より引用。  
1 9 7 （図 5-12）『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井茲明の日記—』より引用。  
1 9 8 （図 5-13）『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井茲明の日記—』より引用。  
1 9 9 （図 5-14）『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井茲明の日記—』より引用。  
2 0 0 （図 5-15）『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井茲明の日記—』より引用。  
2 0 1 （図 5-16）『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井茲明の日記—』より引用。  
2 0 2 前掲書『日清戦争従軍写真帖－伯爵  亀井茲明の日記－』、 255 頁  
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録すべく撮影をおこなっていた大本営写真班にとって、彼らの肖像は不必要
であった。つまり、当初は「軍部や国家に貢献する」という同じ目的意識が
あった両者だったが、実際に撮影した写真を見てみると、微妙にその意識も
違っていたようである。  
 このように、茲明は兵の自然な姿や、清国や朝鮮の民間人を積極的に写真
に捉えていた。その一方で、戦争の悲惨さを物語る生々しい場面、大本営写
真班があまり撮ろうとしなかった清国兵の死体なども数多く撮影している。
《敵屍ヲ旅順口北方郊野ニ埋葬スルノ状況》（以下《埋葬スルノ状況》と記す、
図 5-17）2 0 3は、旅順虐殺事件で殺害された人々を埋葬している様子を撮った
ものである。茲明は、この時の状況について  
 
「日本軍は市街に侵入するや、抵抗する者は兵農を問わず、少しも許容
することなく殺していった。市街には敵屍を見ない所はないほどで、屍
は脳漿が流れ、腹膜は露出して至る所に鮮血があふれ、生臭い風が人々
を襲い、見渡す限り荒涼としたものであった。 2 0 4」  
 
と記しているように、街は惨烈を極めていたようである。この写真において
も、地面に倒れる数多くの死体に焦点が当てられている。大本営写真班の《戦
没セル敵兵》とは異なり、死体の表情まで認識することのできる生々しい写
真である。死体はおおよそ一箇所にまとめられており、その周りを日本兵ら
が囲んでいる。また、埋葬作業をおこなう清または朝鮮の人々と、指示を与
えている日本兵の姿が画面中央奥に写し出されている。血なまぐささや腐臭
も感じられるような写真である。また、《石嘴子で射殺された敵の間謀》（図
5-18） 2 0 5においても、清国兵の死体が撮影されている。彼らは、日本軍を偵
察していたスパイであったが、日本兵に見つかり、射撃され殺害された。こ
の写真では、射殺された清国兵らの姿と、騎乗した日本兵 3 人が写されてい
る。《埋葬スルノ状況》よりも、より死体に近づいて写真が撮られており、そ
の表情や、血だらけの上半身の様が、よく分かる。このように、惨たらしく
生々しい清国兵の姿が写されているが、一方で、それらを冷静に見る日本兵
の姿も捉えている。生々しい死体の現実感も写真に現れているが、それを処
                                                   
2 0 3 （図 5-17）『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井茲明の日記—』より引用。  
2 0 4 前掲書『日清戦争従軍写真帖－伯爵  亀井茲明の日記－』、 199 頁  
2 0 5 （図 5-18）『日清戦争従軍写真帖—伯爵  亀井茲明の日記—』より引用。  
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理する日本兵の、淡々とした姿も、ある意味で現実味溢れるものである。検
閲が厳しかったにもかかわらず、茲明は自由に写真を撮影していた。新聞社
特派員などではなく、完全なアマチュア写真師だったため、報道として人目
に触れる機会がなかったからという理由が考えられるが、前述の通り、茲明
の死後、小川一真によって出版されている。この事に関して、クリストフ・
マルケ氏が「私家版であったからこそ検閲を免れた」と指摘している 2 0 6。こ
のように、狭い範囲で販売・配布された事が功を奏し、検閲で取り締まられ
るよう写真も、今日に至るまで残されていたといえる。  
 茲明の写真は、撮るべき対象のみが撮影されているだけではない。被写体
の周囲に存在する事物も、不要であるとして排除するのではなく、あるまま
に撮影することで、その現場の空気感や、人々の息づかいなども感じること
ができるような写真であったといえる。  
 
第三節  浅井魁一  
 次に、浅井魁一と撮影した写真について述べていきたい。日清戦争が勃発
した際、『時事新報』の戦況画報隊として従軍する。この戦況画報隊には、魁
一の従兄弟であり、洋画家の浅井忠もまた、従軍画家として参加していた 2 0 7。 
 魁一に関する資料は少なく、その生涯など詳しくは判明していないが、遺
族のもとに残されている、魁一の履歴書の草稿によって、明治 10 年から 30
年頃の足跡は明らかとなっている 2 0 8。明治 19（ 1886）年、東京外国語学校朝
鮮科を卒業した魁一は、小川一真の下で写真術を学ぶ。その後、京城に移り、
明治 23（ 1890）年から明治 26（ 1893）年まで、小川写真館京城支店の主任を
務める。帰国後は、みずから写真館を開業していたという。明治 27（ 1894）
年に、『時事新報』の戦況画報隊として従軍し、その後、明治 28（ 1895）年 4
月には台湾に渡り、 29 年 1 月からは台北で写真館を営んだという。  
では、日清戦争期における従軍の足取りについてみていきたい。『時事新報』
は、画報隊として、 3 名の画家や写真師を派遣しており、画報担当として浅
井忠と安西直蔵、写真担当として浅井魁一を送っている。明治 27 年 9 月、平
壌から入り、後に日本陸軍第二軍と共に、旅順や威海衛へ進み、同年 12 月に
                                                   
2 0 6 前掲書  クリストフ・マルケ「記憶と歴史―日清戦争図像のなかの歴史」『記録と
歴史  日本における過去の視覚化をめぐって』、 52 頁  
2 0 7 前掲書『描かれた歴史  近代日本美術にみる伝説と神話』、 110 頁  
2 0 8 前川公秀「もうひとりの浅井」『佐倉市史研究』 16 号、 2003 年、 78‐ 79 頁  
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一度帰国する。  
この時撮影した写真は、まとめられて『戦地実況写真』という写真集とし
て刊行された。この写真集について、その書籍名が国立国会図書館目録に掲
載されているなど存在が確認できていたものの、長年所在不明であったとい
う 2 0 9。しかし、近年の前川公秀氏の調査によって、靖国偕行文庫および、高
石市（大阪府）に所蔵されていた事が判明した。この二冊の調査で、写真集
は二冊組として刊行され、さらに、この二冊をひとつにまとめたダイジェス
ト版まであったことが明らかとなっている 2 1 0。  
 『時事新報』には、明治 27 年 9 月 26 日から 12 月 6 日まで、画報隊の届け
た戦況の木版画が 40 点ほど掲載されており、その中には、浅井魁一が写真を
撮影し、それを元に浅井忠が絵にしたものも含まれているという 2 1 1。さらに、
忠の戦争画の参考資料として利用された可能性があるという指摘がなされて
いる 2 1 2。また、時事新報以外にも、浅井魁一の写真がもととなっただろう挿
図が、新聞「日本」において、5 点掲載されているという。ここでは、洋画家
の中村不折（ 1866—1943）が絵に描き改めており、「明治美術会派出員浅井魁
一君写真中村生画」と記されている 2 1 3。  
 では、浅井魁一の写真は、どのように使用されたのか。まず、新聞挿画へ
の活用であるが、前川氏の調査によると、時事新報挿画への活用は六点、新
聞「日本」挿絵への活用は三点であった。また、忠の水彩画やスケッチでも、
写真の活用が認められており、実際活用されていたのは六点であった 2 1 4。具
体的には、「大同江の船橋」（図 5-19） 2 1 5と題された挿絵が、 11 月 13 日の時
事新報に掲載されており、これは、《大同江船橋》（図 5-20） 2 1 6という写真が
元となっているという指摘がある 2 1 7。写真中央奥に城門があり、その手前に
                                                   
2 0 9 前掲書  クリストフ・マルケ「記憶と歴史―日清戦争図像のなかの歴史」『記録と歴
史  日本における過去の視覚化をめぐって』 55 頁  
2 1 0 前掲書  前川公秀「写真家  浅井魁一と日清戦況写真帖」『佐倉市史研究』 24 号、
66 頁  
2 1 1前掲書  前川公秀「写真家  浅井魁一と日清戦況写真帖」『佐倉市史研究』 24 号、 55
頁  
2 1 2 前掲書  クリストフ・マルケ「記録と記憶 –日清戦争図像のなかの歴史」『記憶と歴
史  日本における過去の視覚化をめぐって』 25 頁  
2 1 3 前川公秀「もうひとりの浅井」『佐倉市史研究』 16 号、 2003 年  
2 1 4 前掲書  前川公秀「写真家  浅井魁一と日清戦況写真帖」『佐倉市史研究』 24 号、
67 頁、［表 3 写真帖の内容］を参照  
2 1 5 （図 5-19）前掲書  前川公秀「写真家  浅井魁一と日清戦況写真帖」『佐倉市史研
究』 24 号より引用。  
2 1 6 （図 5-20）前掲書  前川公秀「写真家  浅井魁一と日清戦況写真帖」『佐倉市史研
究』 24 号より引用。  
2 1 7 前掲書  前川公秀「写真家  浅井魁一と日清戦況写真帖」『佐倉市史研究』 24 号、
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は、大同江が流れており、そこに船橋が架けられている。その橋の上に、日
本兵 3 人が佇む姿が写真に写されている。挿絵をみてみると、被写体の大き
さや遠近感が写真と若干異なっているものの、その構図などはほぼ同一であ
る。さらに、忠の水彩画である《平壌大同江煉光亭》（図 5-21） 2 1 8において
も、《煉光亭》（図 5-22） 2 1 9という写真の活用が見られる。この水彩画におい
ても、建物の位置や人の配置など、写真とほぼ同じである。これらを描いた
忠は、魁一と同じく、従軍し、戦地を実見している。ではなぜ、写真に頼っ
た挿絵や水彩画を描いたのか。忠は、以前から写真に対し興味を持っており、
自ら写真機を取り扱うほどであった。そして、それらの写真を、積極的に自
身の絵画に利用していた 2 2 0。だからこそ、魁一の撮る写真も大いに活用して
いたと考えることができる。実際、挿図や水彩画制作のために、構図などの
撮影指示を行っていたかどうかまでは分からない。しかし、忠自身、写真を
絵画に活用するにあたり、写真の構図に関しても積極的に勉強していた 2 2 1。
だからこそ、注文を行っていたことも大いにあり得る。また、既に撮影され
た写真を見て、構図が良いものを選び出し描いていた可能性もある。元々、
魁一ら戦況画報隊は、個々に戦地を撮影・描写するために従軍していたわけ
ではない。写真は、挿絵制作のための資料としての活用を期待されていた。
しかし、魁一は、《嗚呼無残》（図 5-23） 2 2 2という、地面に転がり朽ち果てて
いる生首のみを撮影した、到底挿画にできないような写真も写している。つ
まり、挿絵の資料となるような、風景や日本軍の従軍の様子のみを被写体と
せず、このように、戦争の凄惨さや、日本軍の残酷な場面を捉えた写真も撮
影していた。  
 
 
 
                                                   
71 頁  
2 1 8 （図 5-21） 1894 年、千葉県立博物館蔵。本図は、展覧会図録『描かれた歴史  近
代日本美術にみる伝説と神話』兵庫県立近代美術館・神奈川県立近代美術館、 1993 年
より引用。  
2 1 9 （図 5-22）前掲書  前川公秀「写真家  浅井魁一と日清戦況写真帖」『佐倉市史研
究』 24 号より引用。  
2 2 0 坂本一道  他『明治前期油画基礎資料集成  東京芸術大学所蔵作品  研究編』中央
公論美術出版、 1991 年、 37-38 頁  
2 2 1 坂本一道  他『明治前期油画基礎資料集成  東京芸術大学所蔵作品  研究編』 38 
頁  
2 2 2 （図 5-23）、前掲書  前川公秀「写真家  浅井魁一と日清戦況写真帖」『佐倉市史研
究』 24 号より引用  
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小結  
 日清戦争期において、写真は、そのままの状態で人目に触れることはほと
んど無かった。つまり、浅井忠の戦争画に浅井魁一の写真が資料として使用
されるなど、絵画や挿絵などを描く際の一資料として活用されていた。また、
大本営写真班の写真は、地形の把握や、被害状況の確認などに大いに役立っ
たはずである。これは、写真術や、その印刷技術が未熟であったため、写真
自体を視覚イメージとして雑誌や新聞などに採用することが難しかったとい
う技術的な問題があったためである。鮮明な写真が紙面に数多く掲載される
ようになるのは、10 年後の日露戦争期からであった。このように、絵画や挿
絵といった、他の視覚メディアへ大いに影響を与えていたが、当時はまだ、
戦地の様子を人々に伝える役割を写真はもっていなかった。しかしながら、
写真師の中には、このような意識をもっていた者も存在していた。従軍写真
師として撮影活動をおこなったアマチュア写真師の亀井茲明である。  
 茲明は当初、大本営写真班と同様、国家への貢献のために、写真によって
戦争を記録するという意識をもって従軍し、撮影に臨んでいた。しかし、実
際に茲明の撮影した写真を見てみると、戦局が進むにつれ、そのような意識
が徐々に変化していったことが分かる。飯沢耕太郎氏の、「国民に戦場の視覚
的イメージを伝え、ナショナリズムを鼓舞するという表向きの理由とは別に、
戦争のような緊迫したドラマに立ち会い、生を直接揺さぶるような美のダイ
ナミズムに触れてみたいという思いが茲明のなかにあったことは否定できな
い。」という指摘の通り、茲明の写真には、「戦地の記録」のみに留まらず、
戦争に関わる人々の臨場感溢れる姿をも写し取っていた。それらは、生きて
いる人々の営みだけではなく、死の匂いが感じられるような、凄惨な戦地の
状況をも隠すこと無く記録しようとした茲明の意識が見て取れる。このよう
な茲明の意識は、当時、日本において「写真」への意識が変化していったこ
との表れであるといえる。  
 幕末・明治初期において、現実再現の技術として写真と絵画は同一視され
ており、写真師も画家も近い関係にあったという 2 2 3。それが、「美術」「芸術」
という概念の誕生によって次第に分離していき、絵画が芸術であると見なさ
れるようになる。それによって、技術であった写真は絵画より社会的地位が
低いものであると見なされるようになった。そんな中、明治 20 年代から 30
                                                   
2 2 3 西村智弘『日本芸術写真史  浮世絵からデジカメまで』美学出版、 2008 年、 108 頁  
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年代にかけて、写真を絵画に近づけることで、芸術としての根拠を求め、そ
の地位を高めようとする動きがみられるようになる。この動きは、日本にお
ける絵画主義（ピクトリアリズム）の写真が誕生するきっかけとなり、この
主義を掲げていたのは、茲明といったアマチュアの写真師であった。  
 このような絵画主義への意識を踏まえつつ撮影した写真は、大本営写真班
の写真とは一線を画する。さらにこの意識は、大本営写真班が撮影しなかっ
た、清国と朝鮮の人々の姿や、彼らの風俗を撮影することにも繋がるもので
あるといえる。茲明は、従軍中に数多くの現地の人々の姿を写真に収めた。
その際には、彼らの生活様式について、日記にも記しており、興味をもって
いたことが窺える。  
茲明の場合は、取材という名目で従軍しているわけではないことから、自
身の興味に沿った写真がより撮影し易かったという理由が挙げられる。しか
しながら、茲明の写真に見え隠れする、戦地に生きる人々を捉えようとした
姿勢は、これまでに無いものであった。  
 日清戦争期、写真は、撮影技術も、その印刷技術も未熟であったが、絵画
や挿絵など他の視覚メディアに新たな戦争表現をもたらすという重要な役割
を果たした。また、その撮影者も、ただ事物を正確に記録するためだけに写
真を撮影するだけではなく、そこに新たな意味を見出す者も現れるようにな
る。戦う兵士だけではなく、戦地に住む人々に向けられたまなざしは、他の
視覚媒体には見出せないものであったといえる。  
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第五章  図版  
 
（図 5-1）《旅順口城頭饅頭岳子ノ諸砲台及
親兵左営等ノ光景》  
 
（図 5-2）《旅順口黄金山副砲台より旅順
口海峡遠望ノ光景》（其一）  
 
（図 5-3）《旅順口黄金山副砲台より旅順口
海峡遠望ノ光景》（其二）  
 
（図 5-4）《旅順ノ西方方家屯ニ於テ山砲
中隊砲撃ノ光景》  
 
（図 5-5）《旅順ノ西方方家屯ニ於テ山砲中
隊砲撃ノ光景》（図 5-4）の部分。  
 
（図 5-6）《軍艦赤城黄海海戦の際蒙りた
る艦尾の看砲揗の戦痕》  
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（図 5-7）《黄海開戦後我が軍艦の水雷に撃
破せられたる清艦揚威の真景》  
 
（図 5-8）《高家南方丘上ノ畑中ニ戦没セ
ル敵兵》  
 
 
（図 5-9）《混成旅団上陸之図  其二》  
 
（図 5-10）《花園河口上陸地点の光景》 
 
（図 5-11）《花園河口の村落と休憩する兵
士》  
 
（図 5-12）《後蕭家堡子付近で憩う山地
中将》  
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（図 5-13）《三角山で敵兵を迎撃》  
 
（図 5-14）《第一師団参謀長と新聞記者
特派員の征装》  
 
（図 5-15）《金州城内住人の風俗》  
 
（図 5-16）《俗謡を歌う住人》  
 
（図 5-17）《敵屍ヲ旅順口北方郊野ニ埋葬
スルノ状況》  
 
 
（図 5-18）《石嘴子で射殺された敵の間
謀》  
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（図 5-19）大同江の船橋  
 
（図 5-20）《大同江船橋》  
 
（図 5-21）《平壌大同江煉光亭》  
 
（図 5-22）《煉光亭》  
 
（図 5-23）《嗚呼無残》  
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結論  
 
まず、第一章では、日清戦争錦絵を、描かれた作戦や戦況から 3 つに分類
し、各節でその特徴を述べ、全体的な錦絵の表現の変遷を指摘し、購買層で
ある国民の、錦絵への意識について考慮に入れつつ、その表現の要因につい
て考察した。  
戦争初期においては、合戦図のように、鳥瞰的視点から戦地を描くことで
戦況を伝えた錦絵が数多く制作される。続いて、戦争中盤となると、劇的な
演出を盛り込み、物語の一場面のような描写によって日本軍の活躍を伝え、
結果的に娯楽的要素が強くなった錦絵も制作されるようになった。そして、
戦争終盤となると、日本兵の野営風景や進軍の様子など、戦闘以外の兵らの
様子が画題となる。戦地における日本兵らの平時の姿が、自然に描かれ、国
民に伝えられた。平時の姿を伝えることも、ひとつの戦争報道でもあり、経
験したことの無い異国の地での従軍の様子は、大いに好奇心をかき立て、
人々の眼を楽しませたといえる。  
 このように、日清戦争期、錦絵の画題が多様となり、子ども向けの表現か
ら、芸術性を意識した表現まで幅広く制作された。日清両軍の戦闘によって、
ただ戦況を伝えていたものから、日本兵らの進軍する様子や野営の風景など
も、錦絵の画題となった。さらには敵である清国軍の人物についても、悲壮
感や同情心を誘うような描写をもって表現されるようになる。つまり、絵師
や版元たちといった錦絵の制作側が、戦局が進むにつれ、新たな戦争表現の
方法を獲得していったといえる。  
日清戦争が勃発した明治中期は、様々な印刷媒体が使用されていた時代で
ある。従軍画家や従軍写真師など、戦地の様子を実見した人々によってつく
られた図像によって、戦地のよりリアルな様子を知ることができるようにな
った。だからこそ、他の媒体による戦争表現を目にした絵師達が、影響を受
け、自身の作品に流用していたということが考えられる。さらに、日清戦争
を通して、国民が、近代的思考を形成するようになり、錦絵の趣向にも、そ
の意識の変化が反映されたのだと指摘した。  
このように、近代的思考がはぐくまれた国民の、日清戦争錦絵に対する嗜
好の変化と、他の媒体において描かれた日清戦争図像からの影響によって、
描写や表現の変化があったのではないかと考えた。  
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続いて、第二章では、日清戦争錦絵を 1 点ずつ分析し、所見を述べた。こ
こでは、まず、陸戦と海戦を描いた錦絵において、表現の差異について指摘
をおこなった。まず、陸戦においては、日本兵に中世の武士を投影させるよ
うな描写が、必ず描かれていたことを明らかにし、近代軍隊に所属する兵士
は、武士の姿としてイメージが形成されていることを指摘した。一方、海戦
では、激しい軍艦同士の砲撃戦によって、近代戦争であることを印象付けさ
せ、陸戦で描き切れなかった近代性を表現しようとしたのではないかと推測
した。  
続いて、絵師や版元の着眼点の差異について指摘した。平壌占領戦におけ
る原田重吉の活躍に取材した錦絵について、それぞれ異なる場面が描かれて
いたことを明らかにした。そして、その要因について、「応需」という記載が
なされた、版元の要請に基づき絵師が描いた錦絵について検討しつつ、同一
の話題で、他の版元や絵師と勝負しなければならなかったためになされた、
版元の戦略であろうと考えた。  
 結果、どの時期にも、それぞれの表現の特徴に当てはまらない錦絵が存在
しているということがより明確になった。この多様性は、多くの絵師や、版
元達が制作に関与していたことの表れであり、国民の需要や嗜好が事細かに
変化していったことも、多様性の要因に繋がると結論付けた。  
第三章では、絵師・小林清親の日清戦争錦絵にみられる描写の特異性を指
摘し、その表現に至った理由として、まず、錦絵の技法にとらわれることな
く、石版画技術や、写真術、洋画などを積極的に学び、さらには海外の版画
の表現も取り入れようとしていたことと、幕末における自身の戦闘体験およ
び明治政府への不信感が表出されたためという、 2 つの要素があったためで
あると指摘した。  
 まず、清親は、本格的に浮世絵師となる前に、浮世絵だけでなく、様々な
画技や技術を学んでいた。このような経験を積むことができたのは、清親が
特定の絵師の門下に入らなかったからであろう。だからこそ、錦絵にも、洋
画や石版画の表現をもって「東京名所図」シリーズをはじめとする、情緒豊
かな「光線画」を描くに至ったといえる。日清戦争期においても、この光線
画の手法が用いられた錦絵が数多く制作された。光線画は、東京の近代的な
風景を描いた錦絵である。日清戦争もまた、近代戦争であり、サーチライト
や大砲、軍艦など、近代兵器が導入されている。だからこそ、東京の近代的
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な光と影を描き出した光線画の手法は、ライトなどの近代的な光を描くに適
していると考えられる。また、炎や火花といった自然の光についても、清親
の卓越した構成力や表現力によって、 2 つの異なる光が互いに引き立つ画面
をつくりだした。  
また、清親は、戦地での過酷さや、日本兵の心情を、「光線画」にみられる
ような光と影の描写によって描き表した。順調に勝利を重ねていた日本軍で
あったが、その陰では、日本兵らは、様々な疾病に悩まされていたという。   
幕末、明治初期において起こった戦いで、実際の戦地に足を踏み入れ、戦
闘を直視した実体験と、お祭り騒ぎのように戦勝を祝い、それに乗じて、日
本軍の活躍や美談のみを描き、政府に加担している状況への反発があったか
らこそ、戦地における兵の心情を伝えるような錦絵を描いていたといえる。
清親は、日本軍の活躍や美談を取り上げるのではなく、その戦地にあったさ
まざまな光とそこに生まれる影に注目した。そして、光と影の描写によって、
異国の地での兵らの姿を表現し、戦地での情景や彼らの心情までも描き出そ
うとしたのではないか。では、このような表現を人々は受け入れていたのか。
日清戦争期、清親は最も戦争錦絵を制作しており、それらの作品は店頭にも
数多く並んでいたようである。このことから、版元より数多くの依頼があっ
たことが分かる。  
 清親の制作の根底には、世の中への批判精神があり、これまでの自身の経
験によって、その精神が日清戦争期に表出された。だからこそ、日清戦争に
おいて、冷静に戦況を見つめ、適した手法によって、戦争賛美の陰に隠され
ていた兵らの姿を描いた。当時の風潮に迎合するのでなく、異なる視点から
戦争を捉え、高い表現力によって描かれた錦絵であったからこそ、現在にお
いても高い評価を得ているのではないかと指摘した。  
第四章では、従軍画家に注目し、とりわけ、『国民新聞』に掲載された久保
田米僊の挿絵について触れた。従軍した画家たちの中で、数少ない日本画家
であった米僊と、その息子の米斎、金僊は、宣戦布告前から朝鮮に渡り、と
りわけ数多くの戦地の風景やそこに生きる人々の風俗を挿絵によって伝えて
いた。  
日清戦争は、近代日本が初めて経験する「対外戦争」であった。開戦前、
兵として戦地に赴くことが決定した者や、その家族たちは、清国や朝鮮とい
う未だ足を踏み入れたことの無い土地に行くことに対し、拒否感を示してい
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た。また、従軍した当初においても、異国での死への恐怖はつきまとい、家
族たちは彼らの安否を気にしていた。だからこそ、残された家族たちは、日
本兵がどのような場所で戦っていたかということについて興味をもっていた
と考えられる。だからこそ、兵らとともに、戦地で生活していた従軍画家が、
挿絵によってその情景を伝えることで、銃後の人々に対し、戦地のイメージ
をもたらしていたと考えた。  
『国民新聞』に連日掲載され、戦地における様々な戦争の一場面を伝えて
いた米僊の挿絵は、もはや、単なる文字情報の補助的役割を果たしていたも
のではなく、独立した図像であったといえる。これらの図像は、戦地を実見
することのできない人々にとって重要なものであり、ジャーナリズム的活動
をおこないつつ、西洋画にも目を向けていた米僊だからこそ描くことのでき
た戦地のイメージであると結論づけた。  
第五章では、様々な立場にあった写真師の、戦地における活動に触れつつ、
彼らが撮影した写真に注目した。  
日清戦争期において、写真は、絵画や挿絵などを描く際の資料として活用
されていた。このように、絵画や挿絵といった作品は、他の視覚メディアへ
大きな影響を与えていたが、当時はまだ、戦地の様子を人々に伝える役割を
写真はもっていなかった。しかしながら、アマチュア写真師の亀井茲明のよ
うに、写真そのものに価値を見出し、被写体を厳選し、撮影に挑んでいた者
もいた。  
 茲明は当初、大本営写真班と同様、国家への貢献のために、写真によって
戦争を記録するという意識をもって従軍し、撮影に臨んでいた。しかし、実
際に茲明の撮影した写真を見てみると、戦局が進むにつれ、そのような意識
が徐々に変化していったことが分かる。茲明の写真は、「戦地の記録」のみに
留まらず、人々の営みだけではなく、死の匂いが感じられるような、凄惨な
戦地の状況など、戦争に関わる人々の臨場感溢れる姿をも写し取っていた。  
明治期において、技術であった写真は絵画より社会的地位が低いものであ
ると見なされていた。そんな中、アマチュアの写真師たちによって、絵画主
義的写真が生み出される。このような絵画主義への意識を踏まえつつ撮影さ
れた写真は、大本営写真班の写真とは一線を画する。さらにこの意識は、大
本営写真班が撮影しなかった、清と朝鮮の人々の姿や、彼らの風俗を撮影す
ることにも繋がるものであるといえる。茲明は、従軍中に数多くの現地の人々
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の姿を写真に収めた。その際、彼らの生活様式を日記にも記しており、興味
をもっていたことが窺える。  
 日清戦争期、写真は、絵画や挿絵など他の視覚メディアに新たな戦争表現
をもたらすという重要な役割を果たした。しかし、それだけでなく、そこに
新たな意味を見出す者も現れるようになる。戦う兵士だけではなく、戦地に
住む人々に向けられたまなざしは、近代的な視点であるといえる。  
印刷媒体の黎明期に勃発した日清戦争は、結果として数多くの戦争の表情
を国民にもたらした。日本の伝統的な木版画印刷である錦絵は、衰退の危機
を脱すべく、購買者である国民の嗜好を素早く察知し、図像に反映していっ
た。そのため、時期によって描写表現や、選択したモティーフに差異が見ら
れる。さらに、主流の錦絵だけを制作するのではなく、より幅広い需要に対
応すべく、個性ある表現によって描かれた錦絵もあった。とりわけ、絵師の
小林清親が描き出した日清戦争錦絵は、清親のこれまでの画業にもとづき、
他の絵師とは一線を画す着眼点や、構成力をもって、優れた錦絵の制作とな
っている。  
 また、軍部が民間人の従軍を許可したことで、画家や写真師など、戦地を
実見した人々による戦争図像が制作された。画家が描き出した戦地の光景は、
リアルタイムで新聞紙面に掲載され、多くの銃後の人々の目に触れた。また、
写真師が撮影した写真は、そのまま掲載されることは無かったものの、第五
章で紹介しているように、従軍画家の挿絵制作に役立ったほか、中にはピク
トリアリズムの片鱗を感じさせるような写真も撮影されている。  
 これらの印刷媒体は、互いに影響し合い、各媒体の図像制作に一役買った
といえる。例えば、錦絵の場合、戦地を実見することなく図像が描かれてい
た。そのイメージソースについては、はっきりと言明されていないが、戦争
終盤において、野営する日本兵や、進軍途中の兵らの姿など、従軍画家の新
聞挿絵において描かれた日本兵の姿に影響を受けているといえる。また、前
述において指摘しているように、写真と新聞挿絵も、全く無関係であるとは
いえない。  
 日露戦争以降、写真術やそれを印刷する技術が向上し、人々に戦争イメー
ジを伝える役を、写真が担っていく。そのため、錦絵は淘汰され、従軍画家
は、新聞挿絵制作のために戦地に赴くのではなく、「戦争絵画」を描くという
目的に変化していく。このように、日清戦争は多種多様な印刷媒体を共存さ
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せていた時期であることが明らかである。さらに日本もまた、国民の意識レ
ベルでは、近世社会から近代社会に移行する狭間であった。そのような状況
下において、印刷媒体の戦争イメージと国民の意識もまた、どちらかが一方
的に影響を与えるのではなく、互いに影響し合い、様々な変化が生まれたの
だといえる。  
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